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			序章　獣けだものに襲われて

「ん……っ、あぁっ、あっ！　いや……っぁ……」

　薄暗く小さな部屋で、女性の悩ましい声が聞こえる。

　小部屋に充満する空気は濃密で、三人分の吐息が重なり体液までもが混じっている。

「マリア、そんなに緊張しないでください。孔がきつすぎます」

　背後から男が声を掛け、マリアと呼ばれた彼女の緊張を解すためか割り開かれた脚の中央──まるまると膨れた肉真珠を転がした。

「んああぁあっ！　やぁあ……っ、そこ、触っちゃいやです……っ」

　途端、ビクンッと体を跳ねさせた女性は、甘ったるい声を上げて悶え抜いた。

　頭の中が真っ白になり、一気に雲の上まで体が浮き上がったかのような感覚すら味わう。同時にドプリと大量の蜜が溢れ、肉槍が二本突き刺さっている陰部を淫らに濡らした。

　マリアは許しを乞うが如く背後を見やるが、その細い頤おとがいをグイと前に向かされる。

「お前は俺だけを見ていればいい」

　目の前にいるのは、瞳をあり得ない色──柘榴ざくろのような赤に光らせた人ならざる存在。

　はだけたシャツの間から見事な肉体を晒し、その下腹部にそそり立った雄芯は前からマリアを貫いていた。

　背後から別の男に抱えられた彼女を、赤い目の男は腰を奔放に動かしてマリアを攻め立てる。

「あっ、あぁうっ、ぅ……っ、うあぁっ、ああぁあっ」

　激しい律動に、マリアの白い乳房が重たげに揺れる。ゆっさゆっさと重量を見せつける聖母の象徴を、赤い目の男は欲が渦巻く視線で見下ろした。

「そうか、こっちへの愛撫がおざなりになっていたな。淫らな聖女様はココがお好きだもんな」

　ニィと意地悪に笑った男の口元には──、八重歯というには発達しすぎた牙があった。

　端正な顔がマリアの胸元に近付き、恭しく真白の肉に口づける。

　その間も背後の男は腰を蠢かせ、後孔を穿っていた。しかも指は蜜まみれの肉真珠をコリュコリュと弄ったままなのだから、マリアはとんでもない快楽の坩堝るつぼに叩き落とされている。

「も……っ、も、ダメですっ、お……、おかしく、なっちゃ……っ、あぁあっ」

　作り物のような繊細なつま先が、ギュウッと窄まってビクビクと痙攣した。

「マリア、また気をやったのですか？　おい、吸血鬼。もう少し上品に攻めてはどうだ。お前はさっきからやたらめったらに腰を使って、こっちまで強い振動が伝わってくる」

　背後の男が、マリアの耳元で呆れたような声を出した。

　低く艶やかな声が耳朶をかするだけで、マリアは体をヒクつかせて戦慄く。

　一方、吸血鬼と呼ばれた赤い目の男は、ちゅうちゅうとマリアの乳首に吸い付いていた顔を剣呑に上げる。

「煩うるさい、人間。お前こそ馬鹿の一つ覚えのように、マリアの弱点ばかり攻め立てやがって。仮にもこいつを愛しているとのたまうなら、もう少し愛情を見せてみたらどうだ」

　言いたい事だけ言ってしまうと、吸血鬼はまたマリアの乳房にしゃぶりついた。

　色づいた乳暈ごと口腔に吸い込み、ちゅばちゅばと吸い立てる。もう片方の胸も大きな手がやんわりと揉み、硬く勃ち上がった先端を指の腹でスリスリと刺激していた。

「愛撫ならしているとも。その証拠にマリアは私をきつく咥え込んだまま、ナカでピクピク蠢いて感じている」

　背後の人間の男性は、相変わらずマリアの肉真珠を転がしたまま、もう片方の手でなだらかな腹部を撫で回していた。

「ん……、んぅ……っ、う……あぁっ」

　喧々囂々けんけんごうごうと言い合う二人の狭間で、マリアは酷く揺さぶられ、または突き上げられる。

　もう自分の体が誰の物なのか分からなくなり、何度も何度も絶頂に飛ばされた後だった。

　彼女の身の上を示す衣服は、すべて剥ぎ取られている。

　──いや、ただ一つ。豊かな胸の谷間に、木製の十字架が揺れていた。

　軋む小さなベッドの脇には、血の混じった白い寝間着が無造作に放られてある。

　そして壁に掛けられてあるのは、シスターが纏う黒いトゥニカ。揃いのヴェールもあった。

　胸の十字架以外剥ぎ取られ、獣たちに前後から貫かれているのは、シスター見習いの女性だった。

　月光に白く輝くプラチナブロンドを乱し、サファイアのような青い目は虚ろに開いている。

　もはや力の入らない白い肢体は、前と後ろの男たちにされるがままだった。

　気が遠くなる快楽にまみれ、マリアは己がこうなってしまった始まりを思い出していた。

　熱と悦楽の彼方には、彼女がまだ獣たちに襲われる前の清冽な記憶がある。

　──いつからだろう。こんなに淫らに体を開くようになってしまったのは。

　──自分はシスターになり、神に祈りを捧げ人々のため生きると決めていたはずだったのに……。

「愛してる……っ」

　そんなマリアの気持ちを遮るが如く、男のどちらかが熱の籠もった声で呻いた。

「あっ……、──あぁああぁっ！」

　ドプドプと胎内に遠慮無く白濁が吐き出され、マリアは何度目になるか分からない痙攣に襲われた。

　──熱い。

　──助けて。

　潤んだ目はもう何も映しておらず、誰かに向けて求められた手は──。

「どうしました？　マリア」

「俺はここにいる」

　──二人の男によって此処に繋ぎ止められた。



	
			第一章　うち捨てられた薔薇の名は

　彼女は孤児院のシスターからローザと呼ばれていた。

　両親の顔は記憶になく、優しいシスターの話によれば、ローザは赤ん坊の時に孤児院の前に捨てられていたそうだ。

　バスケットに入れられ、白いレースの産着に包まれたローザはスヤスヤと眠っていた。そして体の上には、『この子の名前はローザです』というメモと、ローズクォーツのロザリオが置かれてあった。

　ローザが聖セシリア孤児院に引き取られた後、本体となる修道院に多額の寄付が寄せられたらしい。

　修道院にいた誰もが、その寄付金の送り主がローザの親だと気づいた。

　だが小切手は匿名で、調べようにも修道院が探偵を雇うなど聞いた事がない。

　小切手を持ってきた使いは、ローザが十八歳になるまで決まった額の寄付金を贈ると言った。

　寄付金があったので、ローザは孤児院で不自由せず暮らす事ができた。

　基本的な扱いは他の子と同じだったが、多額の寄付があったからこそ着る物や食べ物に困った事はない。

　孤児院そのものを建て替えるほどの額ではないので、隙間風が寒いなどの不満はある。だがひもじい思いをしたり、不衛生な生活を味わう事はなかった。

　物心ついた頃には、ローザは名前の通りバラの花のような可憐な少女に育っていた。

　衣服はチャリティーで得たワンピースだが、真っ白な肌やバラ色の頬。サファイアの如く輝く目や、色素の薄いプラチナブロンドは大人の目を引いた。

　孤児院を訪れた大人たちは、ローザを引き取りたがった。

　きっと十年も経てば、この子は類い稀な美少女になる。

　そんな確信を得た大人たちは、見目のいいローザを養女やお飾りのメイドにしようとした。

　だがシスターたちは、ローザが尊い存在──ある程度の爵位を持つ貴族の娘だろうと見当をつけていた。

　勝手に誰かに引き渡せば、いつかローザの両親が彼女を引き取ろうとした時、妨げになるのでは？　と思ったのだ。

　寄付金が十八歳までと言われていた事から、十八歳になった時に迎えが来てもおかしくないと言う予想もしている。

　そのようにローザはシスターたちの手厚い保護を受けていた。しかし成長と共に、周りの子供たちの変化にも敏感になっていた。

　十歳も過ぎれば、子供たちは自分の行く末を考える。

　奉公先を探す女の子もいれば、男の子は町工場の下働きを就職先として見つける。

　周りの子たちが生きる事に貪欲になる中、ローザはシスターたちに「あなたはここにいるのよ」と言われていた。

「どうしてわたしは働いてはいけないのですか？」

　不思議に思ってシスターに尋ねると、優しい彼女は困ったように微笑む。

「もしかしたら、いつか本当のお父様とお母様がローザを迎えに来るかもしれないでしょう？　十八歳になる時、もしかしたら何かがあるかもしれません」

「本当の……お父様とお母様……」

　その言葉は、ローザに大きな希望を与えた。

　自分の出自は分からないが、ローザという名前とロザリオが与えられた。

　変わりばえのない毎日の中で、ローザは薄ピンクのロザリオに夢を見る。

　シスターに聞けば、その石はローズクォーツと言うそうだ。

　そしてローズクォーツは、『愛の石』と呼ばれているとも聞いた。

（きっとお父様とお母様は、わたしを遠い場所から愛してくださっているのだわ。わたしがいい子にしていたら、必ず迎えに来てくださるのよ）

　幼く純粋なローザは、自身の思いを真っ直ぐに信じた。

　信じれば信じるほど変わりゆく周りの子たちへの羨望や、後れを取るかもしれないという不安も薄れてゆく。

　代わりに毎日の祈りをもっと深めれば、自分がより純粋な『いい子』になるのだと疑わない。

　この世の悪など知らず育ったローザは、性善説そのもののどこかズレた美女に育っていった。



　やがてローザが十八歳になる日が訪れた。

　ささやかなお祝いがされるその日、ローザは朝からずっと『誰か』が孤児院を訪れるのを待ち詫びていた。

　けれど就寝前の祈りを終えても扉をノックする者は現れず、ローザは失意にまみれてベッドに入る。

　静かに嗚咽する彼女に「うるさい」と言う者はいなかった。

　孤児院にいた誰もが、ローザがこの日に期待していたのを知っていたからだ。

　簡素なベッドが並ぶ寝室で、ローザは薄いカーテン越しに差し込む月光を見上げる。

（わたしはこれからどうすればいいのかしら？）

　まだ希望はある。

　十八になったらという事は、逆を言えば十九歳になるまで猶予がある。

（十九歳になるまで誰も迎えに来なかったら……。シスターを目指しましょう。この聖セシリア修道院と繋がりがあれば、両親と巡り会える日も来るかもしれない。それにわたしにとって祈りの毎日は当たり前のものになっているし、神様にお仕えする以外の選択肢は見つからないわ）

　それからの一年、ローザは期待をしつつ俗世と別れる決意を徐々に高めていった。

　シスターたちに十九歳になってからの道を話し、説得する。

　同時に使いや手紙が来ないかと毎日期待しては、段々と「現実はこのようなものよね」と自らに言い聞かせるようになっていった。

　そして一年後──。



「シスターテレサ。わたしは神の僕しもべとなる事を志願致します」

　孤児院に併設された修道院でローザは年配のシスターに告げ、澄み渡った笑みを浮かべた。

「本当に良いのですか？　ローザ。一年の志願期を経て着衣式。その後二年の修練期があります。それを終えた後は初誓願をして正式なシスターとなります。そうなれば清貧、貞潔、服従を誓う生活になります。独身を通し、神に祈りを捧げる毎日になるのですよ？」

　年配のシスターの目には、若く美しいローザにはまだ別の道があるのではという心配が窺える。

　それに対しローザは茶目っ気たっぷりにウィンクしてみせた。

「あら、シスター。わたしは今までずっと祈りの日々を過ごして来ましたわ。神様への信仰も変わりませんし、このままシスターを目指しても問題はないと思うのです」

　しかしシスターは「分かっていない」と言わんばかりに首を振る。

「あなたは外の世界を知りません。行事で外に出る以外、世の中にどんな人たちがいるかという事を知らないでしょう？　私の立場から言うのも難がありますが、あなたのような若い少女なら、恋を知り結婚に憧れるのはごく当たり前の事です。その当たり前を知らず、神の道に入っても後悔しないと言うのですか？」

　だが彼女の気持ちを杞憂だというように、ローザは緩くかぶりを振る。

「シスターテレサ、わたしはこの一年の間にあらゆるものを心から手放してきました。その中には勿論、恋への憧れもあります。ですがわたしがここに捨てられた事を考えれば、神の家にいる事こそが、わたしの両親の望みなのかもしれません」

　数え切れないほど涙したし、何通りもの「もしかしたら」を考えた。

　結果ローザが行き着いたのは、「俗世にいては自分にとって良くない事がある。だから両親は深い愛情により、神の家で過ごすよう望んだのだ」という仮定だった。

　ならば両親が望んだ通り、この身を俗世で汚さずシスターとして生きようと思った。

　跪きじっと見上げるローザを、シスターはしばらく見下ろす。

「……初誓願までは見習い期ですから、いつでも志願を取り下げる事ができます。仮にシスターとなったとしても、還俗すれば一般人となる事も可能です」

　諦めたようなシスターの言い方に、ローザは可愛らしく唇を尖らせた。

「あら。シスターテレサは、わたしの決意をそのようなものだと思っているのですね？　遺憾ですわ。こう見えてわたしが考えに考え抜いた結果なのですから、もっと厳粛に受け止めてくださらなくては」

　ツンと顎をそびやかせ胸を張ると、十九歳にしてはかなりたわわな胸が強調される。

　そこまで言われ、シスターテレサも相好を崩した。

「いいでしょう。あなたの志願を受け入れます。ですが先ほど言った事は胸に留め置いておきなさい。神は来る者を拒みません。去る者は追わず見守られます。信仰心さえあれば、その者が普通の人として生きてもお咎めになる事はないでしょう」

　優しい祖母のような彼女の言葉に、ローザは緩く首を振る。

「いいえ。本当に良いのです。わたしには神様にお仕えし、祈りの日々を過ごす事が幸せなのです」

「分かりました。一年後の着衣式に向けて、あなたの修道服を準備します。それに伴い教会本部に向けてもお手紙を出しましょう」

「はい」

　ローザの心は凪いでいた。

　静かな水面の底には、当たり前に十九歳の少女ならではの様々な感情や葛藤がある。

　だが聖セシリア修道院にいるシスターやブラザーたちも、『最初』は不安や葛藤があったのだろう。

　しかし清らかな祈りの日々を過ごせば、いずれ未練や不安も薄れてゆくのだと信じていた。



「結局、お前の父さんも母さんも迎えに来なかったな」

　その夜。ローザの幼馴染みの青年・ジャンが残念そうに言う。

　孤児院では『大きな子』である二人は、率先して小さな子たちの面倒をみていた。

　ジャンは秋から、隣町の工場に住み込みで働く事が決まっていた。

「もういいの。両親はわたしが神様の徒となる事をお望みなのよ」

　小さな子を寝かせた後、最近はお湯を飲みつつジャンと星空を見上げるのが習慣になっていた。

　ローザは六月生まれで、バラが美しく咲く季節だから名前もそうなったのだと思っている。

　お湯が入ったカップを持つ右手には、例のロザリオが巻き付けられてあった。自分にはこのロザリオ一つと信仰心さえあれば、何も要らないのだと思う。

「……なぁ、ローザ。俺が工場で働いて金を貯めたら……、一緒に来ないか？」

「え？」

　思ってもいなかった誘いに、ローザは目を丸くして隣のジャンを見る。

　彼は今までになく真剣な顔をしていた。同時にどこか照れくさそうでもある。

「お前が……お前みたいな綺麗な女が、わざわざシスターにならなくてもいいんじゃないか？　街に行けば働き口も見つかるだろうし、お、俺が……養ってやってもいいし」

「ジャン……」

　幼馴染みの言葉の真意を測りローザはしばらく思案していたが、やがて微笑を浮かべた。

「ありがとう。心配してくれているのね。でもわたし、一生神様にお仕えする信仰心は持っているつもりよ。これからの道を神様に捧げ、様々な人に奉仕していきたいわ」

　夜空を見上げれば、真上にうしかい座のアルクトゥールスが一際大きく輝いている。

　うしかい座の狩人アルカスは大神ゼウスと森のニンフ・カリストの間に出来た子だ。しかしもう一つの逸話では、うしかい座は巨人族の一人アトラスとも言われている。

　アトラスは神話の大戦でゼウス軍に敗北した結果、一人で天地を支えているのだと言う。

　その姿を想像すると、ローザは聖職者と重なるのではないだろうかと思う。

　この世のすべての祈りを引き受け、平和と安寧を祈願し奉仕する。すべての者の愛と幸福のために、自らを捧げる姿だ。

「ローザ、俺は……」

　まだ何か言おうとしたジャンに、ローザはまろやかな満月のような笑みを浮かべた。

「ありがとう。ジャンの気持ちは大切に心に残しておくわ。わたしはこれから神様に身を捧げ、祈りの道を進むの。あなたも新しい生活を頑張ってね」

　やんわりと言った言葉の奥に、強い決意がある。

　それを感じたジャンは、苦笑いを浮かべて引き下がった。

「分かったよ。たまにここに戻ってくるから、その時は会えたらいいな」

「ええ」

　これから夏が訪れようとする、暖かな夜。

　ローザは応援してくれる周囲に感謝の祈りを呟いた。


　　　＊＊


　二年が経ち、二十一歳になったローザは志願期を終え、修道服を着て修練期を過ごしていた。

　その頃、彼女はシスターマリアと呼ばれていた。

　聖セシリア修道院を離れ、今は地方の田舎にあるこぢんまりとした教会に住んでいる。

　修道院には老いた司祭がいて、マリアは主に彼の補佐をしていた。

　周囲には小さな村がある程度で、食べる物は村人が畑から分けてくれたり、中央からの助成金でマリアが街まで買いに行く事もあった。

　季節の移り変わりを味わいつつ、毎日の祈りと掃除、奉仕からなる穏やかな日々だ。

　マリアの祈りは揺るぎないものとなり、以前のように両親の事や優しい幼馴染みを思い出して心を翳らせる事もなくなった。



　そんなある日、事件が起こった。

「あっ！　……っ痛ぁ……」

　早朝の祈りを司祭と共に捧げていた時、急に手首に激痛が走ったのだ。

「どうしましたか？　シスターマリア」

　驚いた司祭が慌てて彼女を見ると、マリアは手首からポタポタと血を流していた。

「申し訳ございません！　聖なる家を血で汚してしまって……」

　痛みと驚愕も強いが、マリアは教会を血で汚してしまった事にショックを覚える。

　いつものようにロザリオを手に祈りを捧げていただけで、特別な物に触れた訳でもない。

　手首にいきなりドスンと凄まじい衝撃が走ったかと思うと、マリアは出血していたのだ。

「とにかく、止血しましょう。傷は深いのですか？」

　慌てた司祭はマリアの手首に清潔な布を押し当てる。

「わ、分かりません。痛みが訪れた時の衝撃は凄まじかったのですが、今はジクジクしている程度で……」

　綺麗な井戸水で湿らせた布で血を拭き、マリアの傷口が露わになる。

「これは……」

　傷口は小さく、何か細めの物で手首の中心を貫かれたような形だ。

「一体どうしたという事でしょう。わたし、ただ普通にお祈りをしていただけなのですが……。もしかしてわたしがあまりに不信心だったので、神様が罰をお与えになったのでしょうか？」

　涙目になるマリアだが、老司祭はゆるゆると首を振る。

　そして信じられないという目でマリアを見て、微笑んでみせた。

「シスターマリア。あなたのこれは『聖痕スティグマータ』の可能性があります」

「聖痕……」

　信徒として勿論その単語は知っている。

　主が磔刑に課せられた時、手足を釘で打たれ、最後にロンギヌスという兵士の槍により脇腹を貫かれた。

　その時の傷跡を聖痕というのだ。

　司祭は興奮が見える声で、なおも続ける。

「主が奇跡を起こされる事が度々あります。その御業は聖職者に訪れる事もありますし、ごく平凡な民にしるしをお与えになる時もあります」

「奇跡が……わたしに……」

　まだズキズキと痛む両手首を見るが、いまだに信じられない。

「シスターマリア。あなたはまずその傷を癒やしなさい。私はこれが本物の奇跡であるか、教会の異端審問官に問い合わせてみます」

　そこで老司祭は大きく咳き込み、祭壇に手を突いた。

「司祭さま！　大丈夫ですか？」

　慌ててマリアは駆け寄り、司祭の小さな背中を撫でる。

　老齢の司祭はこのところ、体調を崩す事が多くなっていた。風邪を引いては寝込む事も増え、こうして起き上がって祈りを捧げられるのが珍しいほどだ。

　最近は顔色が悪い事もあり、マリアは彼の命が長らえるよう祈っていた。

「ああ……、大丈夫です。私は手紙を書くので、あなたは休んでいてください」

「ええ、ありがとうございます」

　幸い血はすぐに止まり、後は放っておけば乾いてかさぶたになるような傷だ。

　マリアは最後に朝の祈りをやり直し、休んでいられないとモップを片手に教会の掃除を始めた。

（傷は確かに不思議な出来事だけれど、本当に聖痕なのかしら？　わたしは司祭様ほど長年お祈りをしている訳でもないし、この身が特別とも思わないわ）

　モップを動かしつつも、マリアの胸中は複雑だ。

（教皇様も聖痕をお持ちだと聞いたわ。教皇様なら、聖痕の奇跡があってもおかしくないけれど……）

　聖職者の頂点にいる教皇になら聖痕があってもおかしくない。だが末端の末端である自分に聖なる傷があるのは畏れ多い。

　まだ自分は正式なシスターではない。

　修道服としての黒いトゥニカは着ている。しかし髪は切っておらず、ピンで留めただけのヴェールからプラチナブロンドが少し覗いている。

　そのような若輩であり未熟者の身に、神の奇跡があってもいいのだろうか？

　自分の信仰は揺るがないが、もしかしたら身に余るものが宿ってしまったのかもしれない。

　おまけに教会の異端審問官と聞いて、少なからず恐ろしい気持ちになったのも確かだ。

（異端審問官と言えば、普通『異端』を確かめ選定する役職だけれど、怖いイメージがあるのも確かだわ）

　一度だけ見た事がある異端審問官は、黒いカソックにケープと普通の聖職者の格好だったが、どこか不気味に思えた。

　彼らは武器を携帯する事を許されており、必要があれば戦うとも聞いている。

（おまけに昨今噂の吸血鬼騒動……。異端審問官の一部が討伐隊となり、化け物退治に奔走する姿は王国の軍隊と変わりないとか……）

　このご時世、聖職者はただ祈り人々を導くだけではない。

　気の病とも悪魔憑きとも分からない者が出れば、人々は『神秘』や『奇跡』を求めて教会に縋るのだ。

　そして教会は献金を得る代わりに、異端審問官を派遣してそれら邪悪を撃退する。

（尊いお役目なのは変わりないのだけれど……。邪悪を退治するという方々が、わたしの奇跡の是非を確かめに来るのかしら？）

　だとしたら、願わくば優しい人であったらいいと思う。

　武器を携帯した人を前にすれば、萎縮せずにいられないと思う。

（もしいらっしゃる事があれば、怯えて失礼な振る舞いをしないように気を付けなければ）

　考え込んでいる間にマリアは聖堂をピカピカに磨き上げており、はたと目を瞬かせ微笑んだ。

「でもきっと、考えすぎてはいけないわ。すべて神様の御心のまま。異端審問官の方にも愛と真心をもって接すれば良いのだから」

　言葉を口に出せば、自分でもストンと納得した気がする。

　役職がどうであれ同じ聖職者なのだ。

　神を信じ、人々のために祈るという立場は同じだ。

「きっと皆さん、良い方に違いないわ」

　モップの柄を体に預け、マリアは手を祈りの形に組んで「アーメン」と唱えた。



　老司祭の話では教会から異端審問官が使わされると、返事があったそうだ。

　この地域を担当している者が、用事が終わり次第このフォレスティエール教会を訪れてくれるらしい。

　謎の傷跡についてはそれで進展がありそうだが、もう一つ問題が起こってしまった。

　老司祭が春から夏にかけての気温の変動についていけず、また体調を崩した。

　朝から晩まで酷い咳を繰り返し、高熱を出したかと思えばそのまま静かに息を引き取ってしまったのだ。

　あっという間の出来事で、マリアは教会本部に手紙を書いたり老司祭の葬儀で多忙を極める。

　近隣の町から司祭が来てくれて、葬儀はつつがなく終える事ができた。

　老司祭の後任は教会本部から新たな人員が派遣されるそうだが、それまではマリアが一人でこの小さな教会を管理しなければならない。

「やる事は山積みだけれど。……頑張りましょう」

　孫のように可愛がってくれた老司祭が天国に迎えられる事を願い、マリアは新しい一日の始まりに祈りを捧げた。


　　　＊＊


「これで今日のお勤めはすべて終わりね」

　簡素な夕食をとった後に祈り、マリアはランプを持って小さな教会を歩き回る。

　一度表に出ると、空が曇っているからか闇が濃い気がした。

「今日は星も月も出ていないのね」

　一人きりの教会だからかどこか寂しい。周囲をランプで照らして点検し、小道近くにあるポストに何もない事を確認するとマリアは教会に戻る。

　腰に下げていた鍵で扉を施錠しようとした時──。

「……マリア」

　風に乗って、自分の名を呼ぶ声が聞こえた気がした。

「え……？」

　鍵を持っていた手がピタリと止まり、マリアは青い瞳を瞬かせる。

「…………」

　じっと耳を澄ましていると、外でザァッと風が吹く音に混じってまた男の声がした。

「マリア、開けてくれ」

　最初は風に紛れた幻聴かと思ったが、今度はハッキリと男性の声が聞こえた。

　木製の扉を隔てたすぐそこに誰かが立っている気がして、マリアは思わず扉を開く。

「神の家は何者に対しても扉を開いています。さあ、お入りになって」

　扉を開いた隙間から、先ほどは確認しなかった白い霧が入り込んだ。

　しっとりと肌に纏わり付く濃厚な霧に、マリアは軽く瞠目する。

（いま外に出た時、こんなに霧が出ていたかしら？）

　まるで大量の蒸気でも浴びているかのような気持ちになった彼女は、乳白色の間に男の影があったのに気づくのが遅れた。

　ヌッと長い腕が伸び、無粋な手がマリアの細腰を捉え引き寄せた。

「招き入れてくれて感謝する。シスターよ」

「え……っ」

　耳朶を打つ低い声に、ピクッと肩が跳ねた。

　どうして自分は天井を向いているのか──。

　包み込む夜闇の匂いは土の香りを纏って、冷たく鼻腔に届く。

「……会いたかった、マリア」

　まだ顔も確認していない見ず知らずの男性が、マリアの耳元で囁き首筋にキスをした。

「い……っ、やぁ！」

　あり得ない──！

　自分は今、シスターとして感じてはいけない『何か』を感じてしまった。

　男性が誰なのかという問い。突然抱き締められた事への嫌悪と不審。何より自分が感じてしまった未知の何かに怯え、マリアは勢いよく男性を突き飛ばし後ずさる。

「突き飛ばすなんて酷いな？　マリア」

　クッと笑いを噛み殺した男性は、見上げるほどの長身だ。

　シャツにジャケットにズボン。その身に纏うコートまで、色はすべて黒。けれどその漆黒がどうしてか彼に「似合う」と思った。

　彼自身が濡れ羽色の髪をしているから、という事もあるのだろう。

　だが視覚的な原因というよりも、彼が発する雰囲気が『闇』や『黒』を連想させる気がした。

「あ……、あの。ぶ、無礼を致しました。ですが突然抱きつかれるのも、どうかと思いますよ？」

　ベンチに手を突いて何とか自分を支えつつ、マリアは早鐘を打つ胸を自然と押さえる。

「おや、俺こそシスター殿に無礼を働いてしまったな？　何せとても懐かしい匂いがしたものだから、気が急いてしまった」

　今まで会った事がないのに「懐かしい」と言う男性は、その場にスッと跪きマリアの手を取った。

「俺の名はキースだ。お前のすべてをもらいに来た」

　名を名乗り、キースはマリアの手の甲に口づける。

「あ……の」

　やんわりと掴まれている手が、緊張してプルプルと震えた。

　キースの唇は熱く、そこから彼の熱がマリアの全身に回ってしまいそうだ。彼が抱えているなにがしかの想いが、見えない力となってマリアを絡め取る気すらした。

「どうかしたか？」

　こちらを見上げる彼の目は、紅茶のような琥珀色だ。

　キースがゆっくりと立ち上がり、二人の間にまた視線の角度が生まれる。

「こ……このような夜更けにどうされましたか？　今宵は月が出ておりませんでしたから、道に迷われましたか？」

　気を取り直してシスターらしく振る舞おうとしても、マリアの手の甲はジンジンと熱を持ったままだ。

　失礼にならないように手を離したが、コツ、と硬質な音をたててキースが一歩詰め寄る。

「用件か。そうだな……」

　まるで用事をこれから考えるという素振りで、キースは顎に手をやる。

　小さな礼拝堂を見回し、祭壇やその奥にある白い十字架を見て、どこか冷めた目つきになった。

「神の家に用はないが、シスター殿の溢れんばかりの愛には興味がある……かな」

　ズイとマリアに迫ると同時に、キースは大きな手でマリアの背を撫で下ろした。

「ん……っ」

　その途端、先ほどと同じ未知の感覚に襲われ変な声が出てしまう。

　体に走った掻痒感は、子供の頃に孤児院の子供たちとくすぐりっこをした時と似ている。けれどそれよりもむず痒い別の何かが、マリアを懊悩させた。

「そんな声を出すという事は、男に体をまさぐられた事があるのか？」

　形のいい額に口づけられ、マリアはハッとする。

　気がつけばはしたない程に体が密着し、男の太い腿がマリアの脚を割っていた。あまつさえグイッとその腿が押しつけられると、人に触れられるべきではない部分が圧迫される。

「何か御用があるのならお聞きします。ですが神の家で不埒な真似はおやめください！」

　焦って離れようとするも、キースはグイグイとマリアに迫ってくる。

　自然とたたらを踏む形でマリアは後ずさった。ベンチに尻がぶつかっては逃げ、また迫られて足を後ろ向きに動かして逃げ──。

「あ……っ」

　とうとう追い詰められたのは祭壇だ。

「初めての男に抱かれるのが神の御前とは、上出来じゃないか」

　キースが赤い舌で唇を舐め、マリアを祭壇の上に押し倒した。

「や……っ、やぁっ！　やめ……っ、おやめなさい！」

　焦燥のあまり頭が真っ白になったマリアは、生まれて初めて人に手を上げた。

　ぺちんっと間抜けな音がし、蚊でも仕留めたような音にキースが唇を歪める。ブルブルと震える手が掴まれ、ベロリと掌が舐められた。

「ひぇっ」

　ぐるぐる、ぐるぐる。マリアの頭の中が混乱する。

　この生活を始めて孤児院の兄弟以外の男性を知った。しかしみな礼節のある人でこのような真似をされた覚えはない。

　男性という生き物が女性と恋をして子をなすと知っていても、その過程の知識はほぼない。お産の場に駆けつけて手伝ったり祝福する事はあっても、腹に子が宿る経緯までは知らない。

　恋など知らなくていいと諦めていたし、自分は神に身を捧げるのだから誰かに触れられる事があってはいけない。

　──だというのに、この獣に等しい男は何だろう？

「距離が……近いっ、です！」

　掌に口づけられたままで背筋に寒気が走る。だがマリアは強気にもその手をグイッと突き出し男の顔を押しのける。

「これから愛の行為をしようと言うんだ。距離を近くしなくてどうする？　それともシスター殿は、後ろからがお好みか？」

「あ……っ、愛の行為……？」

　仰向けにされたマリアは、知らない言葉に目をぱちくりとさせる。

「奉仕活動の事ですか？」

　思わず問えば、キースはおかしそうに唇を歪ませた。

「奉仕……ね。まぁ確かに奉仕行為だ。俺はお前になら隷属して、一方的に奉仕をしてもいい」

　おもむろにキースの手が、トゥニカの上から胸を包み込んだ。

「え……っ」

「大きいな。ひと目見た時から、パンパンに盛り上がってきつそうだと思っていたが……。こんな縫製なら、自慢の胸が押さえつけられているんじゃないのか？」

「触らないでください……っ！　ぁっ」

　慌ててキースの手をはね除けようとしたが、彼の指がトゥニカ越しに先端を擦る。その瞬間マリアの体にまた知らない感覚が芽生え、自然と腰がくねった。

「おや、いい踊り方をするじゃないか。ココがそんなにいいのか？」

　マリアを祭壇に押しつけたまま、キースは両手の爪でマリアの乳首をカリカリと引っ掻く。素肌になら強いかもしれない刺激は、衣服越しなので絶妙な気持ちよさを与えてくる。

「ん……っ、ぁ、あ……。やめ……てっ」

　胸の先がくすぐったい。けれどとても気持ち良くて、本音の部分が「もっとしてほしい」と望んでしまった。

「おやおや、聖女様とあろう方がはしたない腰つきだ」

　揶揄したあと、男の手がトゥニカの裾を捲り上げる。空いた片手で素早く腰紐を解いてしまうと、フワリと膨らんだ布地を縫って両手が這い上がった。

「や……っ、やぁあ！　おやめください！」

　ジタバタと足をバタつかせ暴れるが、その時には既にトゥニカは腹部が見えるまで捲られていた。腰には白い靴下留めがあり、下着をつけていないのが悩ましい。

「へぇ、ここも金色なんだな」

　愉悦の籠もった声がしたと共に、白金の叢くさむらが撫で上げられた。

「っひ──」

　よもやそんな場所を他人に触られると思わないマリアは、咄嗟にキースを蹴ろうとする。だが背中から腰まですっかり祭壇の上に押し上げられ、両脚の間にキースがいるので、マリアの足はスカッと空を蹴るのみだ。

「足癖の悪いシスター殿だな？」

「あぁ……っ」

　ツゥッと太腿がなぞりあげられ、口から変な声が出てしまう。

「な、何なのですか!?　女性に飢えていらっしゃるの？　わたしはシスターです！　もし慰めてくださる女性が必要なら、近くの街にそういう事を生業とされている女性がいらっしゃいます」

　娼婦と呼ばれる彼女たちが、実際どういう事をしているのかは知らない。だが何となく肉体を使って男性を温め、癒やしているという事は察していた。一緒に酒を飲んで話をするとも噂に聞いたし、それはそれで人々に需要のある素晴らしい仕事なのだろう。

　けれど自分は人に奉仕をする側であっても、聖職者だ。

　このように『女』として触れられるのは心外だし、聖職者という立場を馬鹿にされている気がする。

「お前が欲しいと言っただろう？」

　真上からキースが覗き込み、酷薄な笑みを浮かべた後──唇が重なった。

「ん……？」

　目の前にキースの顔がアップになったかと思うと、距離が近すぎてすべてがぼやける。唇にフワリとした感触が訪れ、ちゅ、ちゅと小さな音を立てて唇がついばまれた。

「ぁ……、は」

　呼吸ができずはくはくと口を喘がせれば、開いた口の中にスルリと舌が入り込んだ。

「ふぅ……っ!?」

　驚き怯えたマリアの舌を、キースの舌がヌルヌルと探ってくる。歯列をなぞり口蓋をくすぐり、唾液を湛えた舌裏の柔らかな部分をつつく。

「ん……っ、ん」

　ゴクッと喉元で大きな音をたて、マリアは二人分の唾液を嚥下した。

　その間もキースの手は淫らに這い回り、服の下でマリアの乳房をゆっくりと揉みまわしていた。たっぷりとした肉質を掌で味わい、凝った先端を指の間や掌に擦りつけては更に尖らせる。

「んぁ、あ……っ、ぁ、ふぅ……っ」

　体の奥がゾワゾワして、先ほどから変な声しか出ない。

　自分がどうなってしまったのか理解できないまま、マリアは編み上げブーツの足を跳ね上げた。

　ぼんやりと蕩けた意識の中で、「自分が今キスというものをされている」のは理解した。

　けれど「なぜ」やその先の「どう反応すべきか」を考えようとしても、熱い舌に翻弄された思考はトロトロに蕩けてまともに頭を動かせない。

　精一杯呼吸をすると、キースから漂う清涼感のある香りが鼻腔一杯に広がった。

　腰紐を失いバサリとしたトゥニカは、もう胸元まで捲り上げられすべてを神の前に晒していた。

「美味そうな胸だな」

　舌が離れていってもマリアは呆けたままだったが、熱を持った低い声が耳朶を打ちハッと我に返る。

「な……っ、ぁうっ」

　気がつけば自分は脚を広げて男の腰を迎え、晒した胸にキースがしゃぶりつくところだった。

「や……っ、やぁあっ！」

　涙を浮かべキースを押しやろうとしても、頑強な首肩はびくともしない。

　温かな舌がヌロリと乳暈をまるく舐め、ちゅっと硬くなった乳嘴にゅうしを吸い上げた。

「あ……、あぁ、嫌です……っ」

　やめてほしいと心から思っているのに、なぜだかお腹が切なく疼いて、秘密の場所から何かが滴った気がした。

「嫌なのか？　ここをこんなにしているのに？」

　クク、とキースが喉の奥で笑い、指先を花弁に滑らせる。

「……っひ」

　誰にも触れられた事のない不浄の場所を、あろう事か初対面の男性に触られてしまった。

「う……っ」

　それまで何とか抵抗しようとしていたのだが、マリアの虚勢が一気に崩れてしまう。

「せ……っ、責任とってくださいっ」

　ボロボロと涙が零れ、マリアはとうとう小さく嗚咽しだす。

「責任？　分かっている事をきくな。お前は俺のものになると言っただろう。このちっぽけな田舎から出て、俺といつまでも共に暮らすんだ」

「え……？」

　訳が分からず透明な涙を纏った目を瞬かせれば、ちゅ、と雫を吸われる。

　長い指はヌルヌルと花弁を上下し、そのうちツプリと小さな入り口から侵入してきた。

「気が遠くなるほど前から、お前を愛していると言っているんだ。もう一度俺に身を捧げ、二人だけで暮らそう」

「ま、待って……っ、待ってくださいっ、ぁ、あぁっ」

　まるで自分を昔から知っているかのような口ぶりだ。疑問を覚えて「ちゃんと話したい」と思っても、小さな蜜道を指がヌチヌチと前後して言葉が出ない。

「あ……っ、ぁっ、駄目っ、──だ、めっ」

「何が『駄目』だ？　キスをして胸をほんの少し吸われた程度で、こんなにいやらしく蜜を垂らしているというのに」

　プチュプチュと絶え間なく聞こえる音が、次第にマリアを追い詰めてゆく。

　体の内側の柔らかな壁を擦られ、汚いと思う場所だというのに耐えられないぐらい気持ちいい。

　おまけにキースの親指がプクンと凝った突起を弾くと、目の前が揺れるほど強い快楽を得た。

「ちゃんと……っ、お話っ、しましょうっ？　あ、あなたの望みを、きちんと聞きますから……っ」

　涙を浮かべ許しを乞うても、キースは獰猛に笑ったまま攻める手をやめない。

　その表情に絶望を感じた時、マリアは別の事にも気づいた。

「目が……？　赤い……？」

　教会に入ってきた時、キースの目は琥珀色だった気がする。だというのに今は柘榴のように爛々と赤く光り、危険な光を宿してマリアを見下ろしていた。

　しきりに唇を舐める舌は赤く、隙間から見える歯は──あり得ないほど尖っていた。

「……ヴァン、……パイア？」

　細い声で問うたのは、心の声が漏れただけかもしれない。

　けれどマリアの声をちゃんと聞いたキースは、思わず見惚れるような笑みを浮かべた。

「聖女様の血を分けてくれ。そして俺の子を孕め」

　赤い舌がベロリと乳房を舐め上げたあと、ふんわりとした丘に牙が突き立てられた。

「んぅっ！」

　プツッと表皮が破られる感覚があり、頭では痛みを覚悟した。

「!?」

　だが直後訪れたのは、下腹部にズン……と走る得体の知れない疼きだった。同時に全身に熱い血潮が回ってゆき、ドクドクと体が脈打つのが分かる。

　先ほど感じた『何かが滴り落ちる感触』が強くなり、キースの指を受け入れている場所がヒクヒクと戦慄いた。

　痛みなど全く感じない。ただただ、恐ろしいまでに気持ちいい。

「あ……っ、あぁあああぁっ……」

　顔を真っ赤にし、口端から涎を垂らしたマリアはビクビクと痙攣する。

「……は。噛まれただけで達いったか。いやらしい聖女様だ」

　真っ白な胸には確かに牙の跡が二つ残って、血が滲んでいた。だがマリアはちっとも痛いと思わず、欲に身を任せて「もっと吸って」と言いかねない。

「いま、仕上げをしてやる。俺の熱杭で貫いて、俺の事しか考えられないようにしてやる」

　キースがベルトを外そうとした隙を突いて、マリアは渾身の力で首から提げていた十字架を彼に押しつけた。

「ああ、主よ！　御身の聖なる十字架の印もて、我らよりすべての悪霊を立ち退かしたまえ！　聖父と聖子と聖霊との聖名によりて、アーメン！」

　必死になり胸の前で十字を三回切った瞬間、キースが大きな声を上げた。

「いってぇ！」

　ジュウッと音がし、マリアが十字架を押しつけた箇所のみ、キースの服ごと肌が焼けていた。

「え……、えぇっ!?　ご、ごめんなさいっ」

　まさか自分が人に怪我を負わせると思わず、マリアはとっさに起き上がって謝っていた。

「……普通謝るか？　そこで」

　十字の跡がついたものの、キースの肌はすぐ再生しているようだった。

　痛がる素振りはしたが、すぐ平静を取り戻し呆れた様子まで見せる余裕がある。痛くて怯んだというよりは、驚いたと言う方が正確かもしれない。

「えぇと……。ご、ごめんなさい……」

　まだ呆然としたままであるものの、マリアはトゥニカを直し肌を隠す。

　どうしたものかと考えていた時、ギィッと教会の扉が何者かによって開けられた。

「どっ、どなたです!?」

　まさか祭壇の上で不埒な行為をしていたと知られる訳にいかず、マリアはキースを押しのけて下りようとした。

　だが彼の逞しい胸板に顔を押しつけられ、ギュッときつく抱き寄せられる。

「あの……」

　マリアがキースに何か言うより先に、不機嫌な声が侵入者に向けられた。

「折角の逢瀬を邪魔する無粋者は誰だ？」

「化け物がよく言うな。シスターから穢れた手を離せ」

　侵入者と思われた人物は、よく見れば黒いカソックを着た人物だった。

　ハッとしたマリアは、この教会に異端審問官が使わされる事を思い出す。

「あ……あの。もしかして教会本部から使わされたブラザージェラールですか？」

　おずおずと問いかければ、焦げ茶色の髪の彼は静かに頷いた。

「聖痕を宿したシスターマリアとお見受けします。そのお体を隅々まで調査したいところですが、今はその化け物より距離を取ってください。危険です」

　コツ、コツと硬質な音を立て、ブラザージェラールと呼ばれた異端審問官は、真っ直ぐこちらに歩みよって来る。

「へぇ？　この聖女様は聖痕を宿したトクベツなお方という訳か」

　先ほど吸った血の味を思い出したのか、キースは頻しきりに己の唇を舐めていた。その横顔を斜め下から見上げ、マリアは自分の胸を中心にまだ淫らな疼きがあるのを確認する。

「化け物、シスターを離せ」

「……という事だが。シスター殿はどう思う？　快楽に溺れていたくないか？」

　ギュッと抱き締める腕に力を込め、キースはマリアの耳元で囁いてきた。

「ん……っ、ぁ」

　耳朶に低い声が響くだけで、マリアの太腿をトロリと蜜が滴った。

　その姿を見て、異端審問官は僅かに顔をしかめる。

「シスター。その獣に体を許されたのですか？」

　彼の言葉に、マリアは両手で口を押さえ真っ赤になった。ブンブンと首を振り、懸命に否定する。

「いいえ！　わたしは堕ちてなどおりません！」

「……蕩けた顔をされているように見えますがね」

　ゆっくりと歩み寄りつつ、ジェラールはケープの下にあったブレストホルダーから銀色に輝く拳銃を取り出した。

「……退魔の銃弾か」

　チッとキースが舌打ちをし、マリアを突き飛ばした。

　彼が纏っている黒いコートがフワリと空気を孕み、その輪郭が空気と溶け合って黒いもやのようになる。

「あ……あの……」

　不穏な空気にマリアが何か言いかけた時、二人が同時に口を開いた。

「お前は下がっていろ」

「シスターはお下がりください」

　直後、二人は教会の床を蹴り激しい戦闘が始まった。

　ドンッドンッと教会に似つかわしくない銃声がし、キースが纏うもやを切り裂いてゆく。

　異端審問官が使う銀の銃弾の中には、聖水が入っていると聞いた事がある。だが銀や聖水だけで吸血鬼を殺す事はできず、肝心なのはそれを使用する者の信仰の力なのだとか。

　なので信仰のない者が銀を用いて吸血鬼を退治しようとしても、何も効果がない事などざらにある。

　聖職者だからこそ、彼らは悪魔や闇の眷属に対抗する事ができるのだ。

「素早い獣だ！」

　ジェラールが舌打ちをし、教会内を縦横無尽に飛び回るキースに銃弾の雨を降らせる。

　目で追いかける事もできないほどの応酬なのだが、それよりもマリアは教会が壊されてしまうのではと内心穏やかではない。

　神の家である教会の壁に、弾丸が当たり穴が開いてしまっている。

（祭壇の十字架を守らないと……！）

　危険を承知でマリアは駆けだし、祭壇の前まで何とか辿り着いた。

　だが──、

「マリア！」

　キースの声がしたかと思うと、突如現れた暗闇に全身を包まれた。

　──彼の香りがする。

　そう思ったのも束の間、闇はズズズ……とゆっくりマリアから離れてゆく。最後に少し温度の低い手がマリアの頤をなぞり、惜しむような指先の感触が途切れた。

「……キース……様？」

　急に抱き締められたかと思い、マリアは驚きで硬直した体で振り向く。

「……無事か」

　そこには穏やかな顔のキースがいて、もう一度マリアの頭をスルリと撫でた。

　どこか具合が悪そうな雰囲気がしたので、マリアは確認しようとキースに手を伸ばす。

「今宵は……これで立ち去る。また来るから、俺を忘れるな」

　けれどキースは唇をマリアの額に押しつけた後、彼女の目の前でバッと体を霧散させてしまった。

「きゃっ!?」

　驚くマリアの前で、キースの体は無数のコウモリの姿に変わる。

　それらはバサバサと羽音を立て、開けっぱなしの扉の向こうに消えてしまった。

「びっくり……、しました……」

　ズルズルとその場に崩れ落ちるマリアを、少し離れた場所からジェラールが見つめている。その目はとても厳しかった。

「シスター。今一度お尋ねしますが、あの吸血鬼と情を交わしたのですか？」

「し……しておりません！」

　マリアは真っ赤になって否定する。

　確かに体に触れられたという意味では、当てはまるかもしれない。だが最後までこの体を許した訳ではない。

「それにしては……。腰紐が解かれているようだ」

　静かに呟いたジェラールが、床に落ちているマリアの腰紐を拾い上げた。

「どうぞ」

　間近に立った彼はキースと同じぐらい背が高い。戦闘を行う特別異端審問官だからか、カソック越しに分厚い胸板や筋肉の盛り上がりが分かるような気がした。

　先ほどのキースとの遣り取りで傷ついたのか、頬には切れた跡がある。撫でつけられていたと思われる髪も、乱れて顔に掛かっていた。

　その姿に凄絶な色気を感じたマリアは、己の迷いを打ち消すかのように慌てて首を振る。

「あ、ありがとうございます」

　震える手でジェラールから腰紐を受け取り、マリアは彼に背を向けきっちりと腰紐を結い直す。

　それから改めて教会内を見やれば、簡素なベンチや壁に傷がついていて心を痛めた。

「神の家で暴れてしまった事、お詫び申し上げます。私ども特別異端審問官が起こした不祥事につきましては、後に教会から補修費用がおりる事になっています」

　マリアの胸中を察したのか、ジェラールは胸に手を当て一礼をした。

　その姿は神の徒というよりも、軍人に通じたものがあるような気がする。

「改めまして、私はジェラール・ギー・バダンテール。どうぞお気軽にジェラールとお呼びください、シスターマリア」

「ご丁寧にありがとうございます。ブラザージェラール。わたしはシスターマリア。このフォレスティエール教会のシスターで……。今は司祭様がいらっしゃらないので、一時的に管理を務めさせて頂いております」

　礼節があり冷静な彼と会話をすると、少しずつマリアも気持ちが落ち着いてきた気がした。

「確認したいのですが、先ほどの吸血鬼に血を吸う事を許しましたか？」

　彼はキースに対しては荒々しい言葉遣いだったのに、同じ聖職者であるマリアにはとても丁寧な物言いをする。

　けれどその慇懃さの中に、厳しい戒律を守り抜く異端審問官ならではの冷たさがあった。

　深緑色の瞳がジッとマリアを見つめ、一つの嘘も許さないと言っているようだ。

「……ほ、ほんの少しだけ……」

　視線を落とし弱々しく答えれば、ハァ、とジェラールが溜め息をついた。

「体は大丈夫ですか？　奴らは血を貪りやすくするために、牙を立てると同時に催淫効果のある災液さいえきを注ぎます。痛みを緩和させ対象を発情させる代わりに、相手から沢山の血を引き出させます。男の吸血鬼は女……特に処女の血を好み、中には血液型によって好き嫌いもあるのだとか」

「……お詳しいのですね」

「化け物退治の専門家ですから」

　マリアの言葉に、ジェラールは何でもない事のように乱れた前髪を掻き上げる。

「……で？　体は辛くありませんか？　純潔は奪われていないのですね？」

　ジェラールはマリアに「発情していないか？　まだ処女なのか？」と訊いていた。とても恥ずかしい問いだが、異端審問官としての職務に違いない。だからマリアは素直に返事をする。

「……まだ少し疼きますが、大丈夫です。純潔も奪われていませんし、わたしの信仰はこれぐらいの事で揺るぎません」

　目はまだ少し潤んでいた。だが手の甲でグイッと涙を拭うと、マリアはキッパリと言い放つ。

「……宜しい。今宵は……と言いますか、あなたの身に起こった奇跡を確認するまで、私はここに寝泊まりさせて頂きます。ついで……と言っていいのか分かりませんが、先ほどの吸血鬼を退治する事もお約束しましょう」

「あ、はい。お部屋は用意してあります。この教会は小さいですが、心を込めてお掃除をさせて頂きましたので……」

「寝る場所があれば構いません。どうぞ宜しくお願いします。シスターマリア」

　コツ、と一歩近付くと、ジェラールはマリアの乱れた襟を指で引き上げた。グッと強めの力で引っ張って整え、変わらない表情のまま告げる。

「部屋まで案内をお願いできますか？」

「……は、はい……」

　湯気が出そうなほど顔を赤くさせたマリアは、俯いたまま歩幅も小さく歩き出した。

　背後ではジェラールが入り口近くに置きっぱなしにした鞄を取りに行き、ついでに扉も閉めたようだ。

「手入れが行き届いて、過ごしやすそうな教会ですね」

　ジェラールの言葉はお世辞なのか本心なのか分からない。マリアは消え入りそうな声で「ありがとうございます」と言うのが精一杯だった。



　その夜はジェラールという頼れる人が同じ屋根の下にいるので、安心してベッドに入る事ができた。

　キースに触れられ懺悔の気持ちを持っているので、寝間着の上にスカプラリオを着てベッドに入る。

　どうしてもあの不埒な感覚を忘れられない自分が、とても罪深く思えたのだ。

　ジェラールを部屋に案内した後、何度祈っても体の奥にできあがった熾火が消えない。罪悪感を抱いたまま、マリアはベッドの中で消沈していた。

　けれどマリアはどうしても、キースの熱い目を忘れる事ができない。

　初対面のはずなのに「愛している」と言い、「一緒に暮らす」と言う吸血鬼。

　彼に関する何もかもが不思議でならず、考えれば考えるほど気持ちが絡まってゆく。同時に、思い出してはならないはしたない熱も蘇ってしまった。

「……いけないわ。頭を空っぽにして、彼が改心するようお祈りしなければ」

　一般に不死者と呼ばれる吸血鬼が、神を信じるかは分からない。

　彼らが死して安寧な眠りにつけず、ああして歩き回っている事はきっと天の理に反している。

　だが触れた指も唇も、燃えそうに熱かった。

　自分を「愛している」と言う心があるのなら、きっと真剣にぶつかれば自分の信仰が通じるはず。

「キースさんが一度亡くなられた方だとしても、人の心はお持ちのはずだわ」

　ベッドの中で手を祈りの形に組み、マリアは今宵キースがどこかで安らかに眠れるよう祈るのだった。



	
			第二章　異端審問官

　翌朝質素な朝食を終えた後、ジェラールは早速マリアに『審問』を開始した。

「聖痕と思われる傷は、いつできましたか？」

　通路を挟んで二人はベンチに向かい合い、ジェラールが淡々と質問を重ねる。

「二週間ほど前です。朝のお勤めをしようとしていたところ、突然手首に激痛が走り血が滴り落ちました」

　真面目に答え、マリアは手首をジェラールに見せる。

　確かにそこには丸い物──聖痕とするのなら釘で打たれたかのような傷跡がある。しかし今は血も止まっている。

「失礼。手を触ります」

　一言断ってからジェラールはマリアの手を取り、モノクルを掛けた目を眇めた。

「あの……。わたしは別にこの傷が聖痕であろうがなかろうが、教会のご意志に逆らうつもりはありません。従順な神の僕としてこれからもお仕えするつもりです」

　表情の乏しいジェラールを前にすると、どこか恐ろしさがある。

　言い訳めいた言葉を口にすれば、彼が視線を上げてマリアを見た。

「……異端審問官を前に怯える気持ちは分かりますが、別にあなたを取って食おうなど思っていません。そんなに緊張しないでください」

「す……すみません。無礼な態度を取ったつもりではなく……」

　声が小さくなるマリアは、浅慮な自分に溜め息をつきたくなる。

　吸血鬼に迫られ安易に体を開かれ、怖いと噂の異端審問官を前にすれば、萎縮してしまう。

　何事にも揺るがない、孤児院のシスター達のような存在になりたいのに、自分はまだまだ色々な事に動じやすい。

　それが通じたのか、ジェラールが纏う空気が少し柔らかくなった。

「あなたが謝る必要はありません。私たち異端審問官が、他を寄せ付けない雰囲気を醸し出しているのは確かですから。あなたの見た目や雰囲気から、どこか良家の出身ではないのですか？　純真無垢なあなたが私のような男を恐れても、ある程度仕方がないと思います」

　ジェラールの言葉に、マリアはゆるゆると首を振る。

　彼の言葉は自分を気遣ってくれてのものだが、色々「違う」と思ったのだ。

「あの……。色々訂正させてください。確かにブラザージェラールの事を、『厳しそう』と思ったのは事実です。それでもあなた達は崇高な任務のために、日々危険なお役目を果たしていらっしゃいます。時に人に恐れられ、憎まれる事があっても、尊いお役目をされている事は変わりません」

　自分の手に触れたままのジェラールの手を、マリアはきゅっと握り返した。

　それから自嘲気味に笑う。

「加えてわたしは生まれて間もなく、聖セシリア修道院に預けられました。両親がわたしにくれたのは、ローザという名前とこのロザリオのみ。幼い頃は色々夢見ていましたが、今はもう神様にのみお仕えする事を心に決めています」

「そう……ですか。私も少し、卑屈になっていたところがあったかもしれませんね」

　もう一度ジェラールはマリアの手の表裏を確認し、そっと傷跡を撫でる。

　傷は手首を貫通しているようだったが、マリアにそれほど痛みはない。それに貫通するほどの傷だというのに、もう傷が治りかけているのも普通はあり得ない。

「だがあなたについては、何となく『そんな気』がするのです。私は役職柄あちこちに行って、様々な人間を見てきました。貴族から庶民、孤児上がりの労働者……様々です。ですがあなたの落ち着いた物腰や生まれながらに持つ品は、どこか貴族に通じるような気がしました」

「……褒めてくださり、ありがとうございます。ですがわたしは……」

　──捨てられた、望まれない子なのだ。

　その事実は、マリアの心に深い傷を負わせている。

　透き通ったブルーの瞳に翳りが見えたからか、ジェラールは彼女の手を離しひとつ息をついた。

　座り直して長い脚を組み、ゆったりと構えたまま真っ直ぐにマリアを見据える。

「少し、私の話をしましょうか。これからあなたと同じ屋根の下に過ごすなら、私の事も多少耳に入れて頂いた方が、互いを知れると思いますので」

「ええ、拝聴致します」

　ジェラールは一度目を閉じ、顔を仰向けて天井を見上げて何か言葉を探しているようだった。

　黒いカソックをぴっちり纏った姿は昨日と変わらず、濃い茶色の髪の毛も今日はきちんと櫛を入れ整えられている。

　僅かな隙も見せない彼が、これから自分の過去を話してくれるのだと思うと不思議だ。

　同時に「信頼しているから話してくれるのだ」と思うと、彼の生い立ちを正面から受け止めたいと思う。

「……私はバダンテール家という、貴族の間ではそこそこ知れた家……侯爵家の生まれです。そこで私は十二歳になるまで不自由なく生活していました。家同士が互いに子が生まれたら結婚させると言っていた、顔も知らない婚約者の事をぼんやりと思っていました。あなたから見れば、嫌みな存在かもしれません」

「いいえ、そのようなこと思いません」

　目の前のジェラールにどこか品を感じていたが、貴族の息子と聞いて納得する自分がいる。

　スッと背筋が伸びた座り姿も、一本の木のような立ち姿も美しい。もし彼が豪華な衣装を身に纏い、乗馬をしたりダンスをしていたとしても、想像する事は容易い気がする。

　加えてバダンテール家という名はどこかで聞いた気がしたが、貴族の事をマリアはよく知らない。もしかしたら、孤児院時代に支援してくれた家かもしれないと判断した。

「十二歳の時に、バダンテール家は吸血鬼に襲われました。マクシミリアンと名乗る吸血鬼と、その従者たちが犯人です。黒い巻き毛に赤い目。従者たちに『血を吸え、すべてを奪え』と命じていた悪魔を、私は忘れません」

「それは……恐ろしい思いをされましたね」

　堪らず、マリアはジェラールの足元に跪き彼の両手を握った。

　彼の手は元貴族であると思えないほど、無骨で節くれ立っている。如何に彼が過酷な環境に身を置いていたかが分かるような気がして、マリアはそっと睫毛を伏せた。

「私は復讐を誓いました。両親と弟妹を殺され、当主の一家は私を除き全滅しました。私は隠し部屋の書庫にいたため、難を逃れました。騒ぎが収まったあと出て見れば、家族の変わり果てた姿が……。父の弟……叔父は、事後処理が終わった後に私が当主になる事を望みました。ですが私は家を叔父に押しつけ、神の道に入る……と見せかけて吸血鬼狩りヴァンパイアハンターになる道を選んだのです。結婚するかもしれない未来も捨て、すべてを復讐に費やしました」

「…………」

　彼がキースをとても憎々しい目で見ていた理由が、分かった気がした。

「異端審問官……吸血鬼狩りは、信仰の力で敵を倒します。ですが私の信仰の根源は憎しみの力です。憎しみからなる信仰がなければ……、私は今や何者でもない。カソックを身に纏っただけの、ただの復讐者です」

「……そんな事、仰らないでください」

　居たたまれなくなり、マリアはジェラールの両手をぎゅうっと握る。

　薄氷の上に立っているような人だ、と思った。

　ボロボロに傷ついた身と心で、更に危険な場所に自ら足を向けようとしている。自身を傷付ける事を躊躇わず、敢えて危険な場所に向かう事で生きる気力を得ているような──。とても危険な生き方だ。

「神様はいつもあなたと共にいらっしゃいます。そのお心もいつか信仰と共に癒え、偉大なる聖父ちちの愛を感じる時がくるでしょう」

　──この人が幸せを感じられますように。

　そう願って祈るように呟いたのだが、ジェラールは冷めた目でマリアを見下ろすのみだった。

　暗い沼のような目に一切の生気も希望もなく、自分のために祈るシスターを見ても何も心が動いていない。

「祈っても無駄なのに」という諦めが、もう既にあるのだ。

「……私は自分の祈りが届かない事を知っています。私は化け物共を屠るため、犠牲となった者たちが安らかになるよう祈ります。……ただ、それだけです」

　なんて悲しい事を言う人だろう、とマリアはジェラールを覗き込む。

　だが彼の目の奥にどこまでも干からびた大地を見たあと、ふとキースを思い出したのだ。

　すると思わずマリアはクスッと笑っていた。

「……何かおかしい事をいいましたか？」

「いえ。こう言うとブラザージェラールはお怒りになるかもしれませんが、キース様と似ているな……と思ったのです」

「キース？　あの吸血鬼と？」

　思った通り、ジェラールは不愉快そうに目を細めた。

　しかしマリアはにっこりと微笑む。

「わたしが懇切丁寧に神の愛をお教えしなければ、と思ったのです。ブラザージェラールもキース様も、神の愛を知る事が必要です」

「あなたは……」

　毒気を抜かれた顔で呟いたあと、ジェラールは皮肉気に口端をつり上げた。

「……愚かなまでに真っ直ぐな女性ひとだ」

「わたしの取り柄は、それしかありませんもの」

　諦めたようなジェラールの言い方に、マリアは笑みを深め彼の手を包み込んだ。


　　　＊＊


　それから数日、マリアはジェラールと寝食を共にした。

　ジェラールはマリアの体に奇跡が再び起こる時を待っているようだが、それがなかなか訪れないのが歯がゆい。

　ジェラールに神の愛を教えると言っておきつつも、どうやら凄腕らしい吸血鬼狩りである彼をひとところに留まらせておくのは忍びない。

「まぁ、私は教会側からも『異端』で通っていますからね。私一人で悪魔憑きや吸血鬼狩りが済みますから、その能力を認められある程度自由に振る舞う事は許されています。勿論、猊下げいかからの招集があれば応えなければなりませんが……」

　早朝に見回りがてら村まで散歩に行った後、ジェラールは新聞を片手にそう言った。

「新聞、何か書いてありますか？」

　マリアは普段俗世と関わらないため、新聞なども購読していない。

　知らせられる情報と言えば、教会直々に上層部の誰々が枢機卿になったとか、そういう事だけだ。あとは近隣の町や村であった小競り合いや、人々から知らされる領主の噂など。

　貴族と教会に密接な関係がない訳ではないが、フォレスティエール教会ほど小さな場所だと癒着の対象にもならない。

「吸血鬼に対する警戒は常に書いていますね。あぁ、先日島国から来る連絡船に、吸血鬼が紛れ込んでいたらしいです。死者の棺桶に混じって一つ空の棺桶があり、どうやらそこに潜んでいたとか……」

　憎々しげに目を細めるジェラールを見て、マリアは視線を落とす。

「きっと、海を渡らねばならない理由でもあったのでしょうね」

「吸血鬼は流水を渡れません。罪を洗い流すと同義の流水は、奴らにとって大敵ですからね。それを押してでも大陸に来たという事は……。何か企みがあっての事なのか」

　吸血鬼の弱点を口に出してから、ジェラールは何かを思い出したようにマリアを見る。

「何ですか？」

「……シスターマリア。あなたは吸血鬼をこの神の家に招き入れましたね？　奴らは『呼ばれなければ入れない』存在です。……あぁ、まったく」

　舌打ちしかねない言い方に、マリアはシュンとする。

「すみません……。真夜中でしたので、道に迷われた旅人かと思いまして……」

「それが奴らの手口なのですよ。……まぁこうなった以上、私が責任をもって退治しますが」

　新聞を置き、ジェラールは高い場所の掃除を再び始める。

「ブラザージェラール、助かります。そこはわたしの背では足りなくて、お掃除が行き届かなかったのです。脚立を用いれば良いのですが、支えてくださる司祭様がいない今、少し怖くて……」

「これぐらい何て事はありません。人手が必要なら村人に……。いや、やめておいた方がいいですね」

　途中まで言いかけ、ジェラールはマリアのこんもりと盛り上がった胸元や、トゥニカ越しにも肉感的な質量を見せる臀部を見る。

　聖職者であるジェラールですら、自分の気持ちを乱されかねない。こんな美しく清純で、かつ妖艶なシスターを前に、普通の村人が理性を保っていられるかは甚だ疑問だ。

「あら、どうしてですか？」

　だが当の本人はきょとんとし、モップを動かしていた手を止める。

「あなたは知らない方がいい事もあるのです。さあ、朝の勤めを終わらせて朝食にしてしまいましょう」

「は、はい」

　司祭を喪ってから一人きりだったが、誰かが側にいてくれるのは心強い。

　怖いと思っていた異端審問官だとしても、心を開いて接してみれば一人の人間なのだ。

「嬉しい」と思う気持ちを抱えたマリアの足取りも、どこか軽くなっていた。


　　　＊＊


　転機が訪れたのはそれから三日後。

　老齢で亡くなった司祭の代行者が決まり、本部を出発したそうだ。

　だがその名前が書かれた手紙を読んで、ジェラールが眉を顰め不機嫌な声を出した。

「アンドレ・オドランだと？」

　いつもの丁寧な口調ではなく、彼の『素』が見える声に、マリアは思わず彼を振り仰ぐ。

　マリアが手紙を広げている背後に、彼は立っていたのだ。

「な、何か？　新しい司祭様ですが……」

「あなたは教会本部の噂など耳にしないのですか？」

　やや苛立ったジェラールの気持ちが、マリアには一向に分からない。

「噂……と言われましても」

「各地方の司祭が、好き勝手にしている事例が多いという話です」

「ですが……。担当地区はその司祭様が責任者ですし、ある程度自由にされても構わないのでは？　聖書に反するテーマでなければ、ミサのお説教も十人十色ですし」

「そういう事ではないんです！」

　とうとうジェラールが大きな声を出し、マリアの手から手紙を奪い取った。それをデスクの上に叩きつけ、険も露わな目で彼女を睨む。

「司祭がシスターを犯し、どこにも行く当てのないシスター達は性奴隷と化している。そのような教会の裏の顔をご存知かと聞いているのです」

「…………！」

　残酷な言葉に、マリアはハッと息を吸い込み両手で口元を覆った。

「そんな……。嘘です……」

　ブルブルと震える手をギュッと握り込み、マリアはジェラールに背を向ける。

　頭を鈍器で殴られたかのようなショックだった。

　自分が生きてきた世界は、一途な信仰と尊い愛によってできている。人が人を思い、労り愛する気持ちはあっても、教会は憎悪や邪悪を人々に教えない。

　まして姦淫は罪だ。

　司祭ともあろう存在が自ら禁を破り、神の妻となったシスターを肉欲の対象としてている──？　考えるだけで涙が出て、吐きそうになる。

「あなたが嘘だと信じたくても、現実はそうなのです。私が異端審問の際に訪れたあちこちの地方で、似たような状況を見ました。表向き教義を守る聖職者を装っても、周囲に従順で行く先のないシスター……女性がいれば、男は欲を振るいたがる。それが人の本質なのですよ」

　背中にジェラールの手が当たり、マリアはビクッと体を跳ねさせ潤んだ目で彼を振り向いた。

「加えて、オドラン司祭は特にいい噂を聞かない人物です。言い方は悪いですが、このように辺鄙な教会に左遷され内心面白くなく思っているでしょう。そこにあなたのような美しく魅力的なシスターがいれば、どうなるか分かるでしょう？　あの男が一番好きなのは、生娘の初めてを奪う事です。毎日のように抱かれ、慰み者にされ、孕んだとしても村人には『聖女が受胎した』と適当な嘘を言われるだけでしょうね」

「そ……んな……」

　到着を楽しみにしている新任の司祭への気持ちが、絶望に塗り変わってしまった。

「わたし……どうすれば良いのですか？」

「逃げなさい」

　短く告げられた言葉に、マリアは瞠目した。

「え……？」

「悪い事は言いませんから、還俗してどこかで働きなさい。外見で判断するような事を言って申し訳ありませんが、あなたのような美しい人なら貴族が住み込みで雇うでしょう。何なら、私の叔父に口利きをしてもいい」

　ジェラールの目には哀れみの籠もった感情が見え、それがマリアの琴線に触れた。

「嫌です！　わたしは一生神にお仕えすると決めたのです！　信仰深い神の僕が、欲を持った方を前に逃げるような事……っ。それに新しい司祭様だって、神の愛を説けば分かってくださるかもしれません」

　目に涙を溜め、歯を食いしばるマリアにジェラールは苛立ちを隠さない。

「分からない人ですね！　聖職者は特別な人間ではないのです！　ごく一部の真面目な人間は、あなたが思う崇高な神の僕かもしれない。大半は迷いを心に持ったまま、懸命に毎日を過ごしています。ですが残った一部は、聖職者という立場を隠れ蓑にしてやりたい放題する俗物です。その『大ハズレ』がここに来ると言っているのですよ！」

　ジェラールの剣幕に、マリアは目を見開いたまま固まってしまった。

　女性を大声で恫喝した事に気づいたのか、彼はばつが悪そうに視線を落とす。

「……ここ少しあなたと生活を共にして、シスターマリアがとても清廉な心の持ち主だと知りました。私はあなたの味方になり、救いたいと個人的に思ったのです。あなたが俗物に処女を散らされ、望まぬ子を孕んで泣き暮らす姿を想像するだけで……。……気が狂いそうだ」

　最後は呻くように言ったジェラールは、疲れたように椅子に腰を下ろした。

　教会の奥にある共用生活スペースで、二人は大きな声を出していたのだ。

　しばらく沈黙があった後、マリアはおずおずと口を開く。

「……ですが。神の道を選ばれたという事は、新しい司祭様だって少しは信仰や善良な心が……っ」

　なおもジェラールに言葉を返そうとした後、マリアはグイッと手を引かれ後頭部を抱き寄せられていた。

「ん……っ？」

　唇に柔らかな感触がある。

　つい先日味わった……と思えば、唇がねっとりと舐められた。

「こういう事をされるのですよ？　好きでも何でもない、愛していない男に触れられてもおぞましいだけでしょう」

　驚いて少し顔を離せば、目の前にジェラールの瞳が迫っていた。

「え……、と」

「私を打てますか？　顔を殴り股間を蹴り上げ、大声を出せますか？」

　暴力を振るえと言われて、マリアは思わず左右に頭を振る。

「こうされてもできませんか？」

　突如ジェラールの手がマリアの胸を包み、下から掬い上げるように揉んできた。

「えっ……？」

　何が起こったのか分かっていないマリアの目の前で、ジェラールが立ち上がった。途端に身長差ができてマリアは彼を見上げる。こちらを見下ろすジェラールの目は、いつもと違う熱を宿しているように見えた。

「男があなたの顔を見て『美しい』と認識し、次に目を奪われるのはここでしょうね。修道服を纏っているというのに、下からあり得ないボリュームで押し上げて実に淫らだ」

「あ……っ、あのっ、ブラザー？」

　後退したマリアをジェラールはすぐに追い詰め、とうとう彼女はテーブルを背に行き場を失ってしまった。

　まるでキースに襲われた時の再現のようで、心臓がドッドッと早鐘を打っている。

「ブラザージェラール。ご冗談でしょう？　聞き分けのないわたしを脅そうとして……」

　懸命に笑顔を作り場を和ませようとするが、上手に笑えているだろうか？

　彼と距離を作ろうとして、マリアはカソックの胸元をそっと押した。

「…………！」

　だが逆に男の分厚い胸板を掌に感じる事になり、すぐに狼狽しだす。

　奇しくも二人は、互いの胸に手をやった状態で見つめ合う形になっていた。

「……ひと目見た時から、美しいと思っていました。汚れを知らないあなたに驚き、誰かを『守りたい』と初めて思いました。心から神を信じ俗世間に毒されないあなたを……、どうしてあの好色男に差し出せます？」

　言葉の最後に、ジェラールは酷く切ない色を視線に載せた。

「『逃げろ』と言って逃げ先を提示しても、あなたの心は揺れない。このままでは犯されて酷い人生を歩むと言っても、悪人の心に善意があると信じて疑わない。話せば分かると思っている」

　確かに言われた通りだが、ジェラールの言い方ではマリアが酷く愚かな人間のようだ。

　少しムッとして彼女は言い返した。

「言葉の通りではないのですか？　どんな人にだって善の心はあります。それを信じて説き続ければ、きっと……」

「ではその代償に、処女を喪って望まない子を孕んでもいいのですね？　好きでも何でも無い、自分の父ぐらいかそれ以上の男を相手に股を広げ、毎晩受け入れてもいいのですね？　昼間は村人相手に聖女然とした笑みを浮かべ、夜は司祭とまぐわう。そんな毎日を続けるのですね？」

　あまりの言い分に、マリアは顔を真っ赤にしてプルプル震える。

「ひ……どい、です。そんな言い方をしなくたって……」

「現実になるから忠告しているんです！　分からない人ですね」

　とうとうジェラールはマリアの腰紐を勢いよく引き、バサッとトゥニカの裾を捲り上げた。

「あ……っ!?　ちょっ……」

　悲鳴を上げ抵抗しようも、スゥッと太腿をなぞりあげられ背筋が粟立った。

　ジェラールがマリアの尻たぶに指を食い込ませ、グッと持ち上げる。

「あっ」

　すっかりテーブルの上に寝かされ、マリアは怯えた。

「あの……っ、やめてください！」

「これがオドラン司祭だとしても、同じように抗えますか？　教会本部から使わされた司祭で、これからあなたとずっとこの教会で一緒に生活するかもしれない。そんな存在に、逆らえますか？」

「あ……」

　想像してみて、マリアは体を強張らせた。

　マリアにとって生前の老司祭は父や祖父のようで、彼の言う事なら何でも聞こうと思えた。

　もし彼が「具合が悪い」と言ってマリアにもたれかかったり、愛情からハグを求めたらされるがままになっていただろう。

　自分は思ったより人の言うなりになりやすく、一度『自分より上』と認識してしまえば逆えない可能性もある。

「……もし還俗すると約束するのなら、私の妻に迎え入れましょう」

「え？」

　今度こそマリアの目が点になった。

「あなたが還俗するというのなら、私も還俗して実家を継ぎましょう。どうせまだ叙聖されていない身です。吸血鬼への復讐心だけで教会に雇われた、ごろつきのような存在ですから」

　熱っぽい目で見つめつつ、ジェラールはゆっくりと両手でマリアの太腿をさすっていた。

「あ……っ、ぁ。……ですが、そんな簡単に還俗など……っ」

「じゃああなたは！　このまま見ず知らずの色ボケ聖職者に体を許すのですか!?　こうして！　この肌を触れさせるのですか？」

　捲り上げられたトゥニカの間からジェラールの両手が侵攻し、たっぷりとした胸の果実を揺さぶる。

　指先で先端をコリコリと擦られ、あっという間にマリアはキースに襲われた時の熱を思い出していた。

「あぁ……っ、やめ……っ、ぁ、あ」

「そんな好い声を、オドラン司祭に聞かせるのですか？　あなたが誘えば男などほぼ全員言うなりだ」

「やめ……て、くださいっ」

　膝をすり合わせ、手足でもってジェラールを引き離そうと試みる。だがマリアの腰はしっかりジェラールに抱えられ、開かれた脚はキースの時同様、彼をどうこうする事はできない。

「あなたは自分は弱いともっと自覚した方がいい。修道女として誰にも守られない場所にいるより、外の世界で私の貞淑な妻になった方が安全です」

　ぴちゅり、と濡れた花弁に指が這い、マリアは腰を跳ね上げた。

「つ、妻って……っ、ジェラール様はお会いしたばかりです。普通、男女は出会って恋を重ねて結婚するのでしょう？」

　クチクチと蜜口を揉まれて腰が妖しくうねるも、マリアは懸命に彼を諭そうとする。

「庶民はそうかもしれません。ですが貴族の場合、家のために親が決めた相手と結婚する事も珍しくありません。結婚式当日まで、相手の顔すら知らない事もままあるのですよ？　あなただって仮に貴族の娘だとしたら、婚約者とそういう運命になっていたかもしれない。その相手がもし私だとすれば、こういう事をする可能性も高いのでしょうね」

　とうとうツプリとジェラールの指が蜜口に入り込み、マリアは必死になって彼の腕を押さえた。

　そうされると同時に、言葉で「あなたは無知で無力です」と言われているような気がして心身共に屈服してしまいそうだ。

「あ……っ、ぁ、やぁ。わ……たし」

「だからこのまま、私の事が嫌でなければ私のものになりなさいと言っているのです。私はあなたを好ましく思っています。あなたが望むなら共に還俗し、安全な生活を保障します」

　ヌチッヌチッと蜜壷を長い指が前後し、初めは潤んでいた程度のそこから、次第に卑猥な音が聞こえるようになってきた。

「わたしの……っ、意志は尋ねてくださらないのですか？　わたしが誰をお慕いするか、あなたには興味がないのですか……ッ？」

　胸の宝石をコリコリと摘ままれ、開かれた脚のあわいからはジュプジュプと淫らな音が聞こえる。

　自分の体が知らない存在に作り替えられそうで、マリアはひたすらに戦いていた。

「私がどれだけ救いの手を差し伸べても、あなたは『神を信じているから』と撥ね付けるでしょう」

　ジェラールの熱い視線がマリアを射貫き、彼は怒ったような顔でひたすらにマリアの好い場所を探し続ける。

「ん……っ、ぁ、あ、やぁあ……っ、やぁ、ぁ」

　胎内に異物を受け入れるだけでも辛いのに、それが縦横無尽に動いてマリアに快楽を教え込む。やがてジェラールの指がある一箇所を探り当てると、マリアは甲高い声を上げ自らの口を両手で覆った。

「あぁあっ！」

「ここですか？　あなたはあの吸血鬼にも、どうせ達かされたのでしょう？　今さら私を相手にしても大丈夫でしょう？　私はあなたを妻にと望んでいるのですから」

　ジェラールの心の中でゴウゴウと黒い怒りが吹き狂っている事を、マリアは知らない。

　彼の生い立ちは語ってもらったものの、現在の彼がどんな感情で異端審問官という役職をこなし、何を感じているかは分からないのだ。

「やめ……っ、ぁ、あ、あぁあっ、──ん、むぅっ」

　擦られる粘膜の心地よさに涙を浮かべれば、ジェラールがそれを唇で吸い取ってキスをしてきた。

　唇のあわいを舐められ、とろりと舌が口腔に侵入してくる。

　思わず顎を引いても、マリアは相手の舌を噛むなどできない。すぐにジェラールの舌がいいようにマリアを蹂躙し、二人の口元からくちゅくちゅと濡れた音がした。

　下腹部からは絶え間なく水音がし、いつの間に二本に増えた指がマリアの感じる部分を執拗に擦り立てる。それだけではなく親指がぷっくりと膨らんだ肉真珠を潰し、蜜を纏わせて転がしてきた。

「んぅっ、んんンんぅっ、むぅっ、──ぅっ」

　ジェラールを押し返そうとしたのか、しがみつこうとしたのか。マリアはカソックを握り締め、酷く体を震わせ──達した。

　下腹部から何かがせり上がったかと思うと、爆発して四散した感覚がする。

　まるで満天の星が落ちてきたようだと思いつつ、マリアは自分の体がゆっくり弛緩してゆくのを感じていた。

「……あなたは頑固ですね。強引にでも私が処女を奪えば、還俗して妻になる決心がつきますか？」

　体を起こしたジェラールは、二人分の唾液で濡れた唇を舐める。

　声は相変わらず慇懃で冷たいのに、視線と舌、指はどうしようもなく熱かった。

「あ……、ぅ。ブラザー……、おやめになって……」

　マリアは弱々しく抵抗し彼を押しのけようとするが、衣擦れの音のあと、濡れた花弁に熱い何かが押しつけられ息を呑んだ。

　それが何かは見た事がないし、分からない。

　だが直感的に『いけない』と思った。

「お願いです……っ、このような事、おやめになってください」

　硬いテーブルの上でもぞもぞと身じろぎするが、下手に暴れれば簡素な作りのテーブルごと落ちてしまいかねない。結局マリアにできたのは、のし掛かろうとするジェラールを手で押し返す事だけだった。

「……私の妻になりなさい。あなたが救われる道は、それしかない」

　なおも言い募るジェラールに、マリアはくしゃっと泣く寸前の顔をした。

　それが男の理性を奪ったのかは──分からない。

　何か返事がある前に、ジェラールの腰がグッと押しつけられ、硬くまるいものがマリアのナカに侵入してきた。

「あぁ……っ！　ぅ、あ、……ぃ……たいっ」

「あ……、狭い。……ですね」

　吐息を零し、ジェラールはマリアの片足を抱え上げ腰を進めてくる。トロトロに蕩けた場所で何度か腰を前後に揺すり、大きな肉杭を確実に埋めていった。

「ん……ぅっ、あ……っ、入って……っ」

　あまりの苦しさと疼痛に、マリアは自分が杭で穿たれているのではないかと錯覚する。

　ふと脳裏にキースの顔がよぎり、吸血鬼を倒すには心臓を杭で打たなければならないと思い出した。

　何と言う残酷な最期だろう。

　──彼を救いたい。

　清らかな水滴が水面に落ちるが如く、そんな思いが心に波紋を広げていった。

　だとすれば、可能な限り自分の目の前にあるすべてを救いたい。

　人が人を救うなど傲慢だと思われても、自分はシスターを目指す限り人を救済したいと願っているのだ。

「……ブラザージェラール。あなたは今、幸せですか？」

　涙で潤んだ透明な目は、自分にのし掛かり眉根を寄せている彼に問いかけた。

「……何ですって？」

　半ば強引に犯されているマリアにそんな事を問われ、ジェラールは瞠目する。

「何か苦悩されている事があってこうされているのなら、わたしはあなたに体を開きましょう。この行為が終わった後で良いのです。あなたの苦痛をわたしにお話しください」

　体は引き裂かれそうに痛いけれど、マリアは懸命に微笑んでみせた。

　彼女の言葉を聞いてジェラールは酷く傷ついた顔をし──、目を背ける。

「……あなたは、馬鹿か」

　苦しげに呟かれた言葉に、マリアは微笑む。

「そうかもしれません。先ほどまでは目先の快楽に呑まれてしまいましたが、今ならこれがあなたが望む癒やしの行為なのだと理解しています」

　マリアという美しいシスターへの肉欲を「癒やしの行為」と言われ、ジェラールは更に気まずくなる。

　肉棒はマリアのナカで硬度を保ったまま、動けずにいた。

「きっと街の娼婦と呼ばれる女性も、これと同じ事をしているのでしょうね。殿方を癒やすための、素晴らしい行為です」

　自ら娼婦と同じと言う台詞に、ジェラールはカッとなった。

「あなたは……っ！　自分が何を言っているのか分かっているのですか!?　私はあなたを好きだと言っています。その上で、女として抱きたいという欲でこのような事をしました！　決してあなたを肉欲を満たす娼婦と同列になど、思っていない！」

　自らの心内を吐き出したジェラールに、マリアは薄ら汗を浮かべた顔で微笑む。

「……なら最初からわたしを、好きだと仰ってくだされば良いのに……。不器用な方ですね」

　手を伸ばしてジェラールの髪をいい子いい子と撫でれば、彼は泣きそうな顔をして俯いた。

　マリアの手が優しく掴まれ、テーブルの上に置かれる。

　その後ジェラールが腰を引き、熱い楔からマリアを解放した。

「……申し訳、ございませんでした」

　欲棒をカソックの下にしまい込み、ジェラールは押し殺した声で謝罪する。

「もう終わっても良いのですか？　ブラザーの苦悩をぶつけてくださって良いのですよ？　わたしも、誰にでもこのような事を許す訳ではありません。わたしを守ってくださり、親切にしてくださったブラザーだからこそ、受け入れようと思いました」

　ゆっくりと起き上がると、トゥニカが重力に従ってパサリと落ちる。晒されていた肌が隠されて安心すると、下腹部にまだ鈍痛があるがテーブルから下りる。

　叱られた子供のように所在なさげなジェラールを見ると、あれほど彼を怖いと思っていたのが嘘のようだ。

「大丈夫ですよ。怒ったりなどしませんから」

　優しく手を伸ばし、マリアはジェラールを抱き締めた。

　両腕に収まらない広い背中がビクッと震えたが、構わず力を込める。腹部にまだ昂ぶりを失っていないものが押しつけられるけれど、彼の愛情なのだと思えば恥ずかしがる事もない。

「わたしに好意を持ってくださり、これからの身を案じてくださっての行動だったのですよね？」

　確認するようにジェラールを見上げると、彼の目の端に光るものが見えた気がした。

「あなたの純潔を奪った私を……、許すと言うのですか？」

　不安で震える声に、マリアは微笑んだ。

「許します」

「…………っ」

　その途端ジェラールは膝から崩れ落ち、しばらく強く打ちのめされた様子でマリアのつま先を見つめていた。

「ブラザー？　大丈夫ですか？」

　だがマリアが優しく彼の肩に触れると、ジェラールはそのまま頭を低くする。くるぶしまであるトゥニカの裾を持ち上げると、そっと裾に口づけた。

「無礼な真似をして、申し訳ございませんでした。異端審問官としてではなく、一人の人間としてこれからシスターマリアにお仕えし、あなたを守ると誓います」

　自分の言動の何が彼の琴線に触れたか分からず、マリアは狼狽えてジェラールを立たせようとする。

「あの……っ、どうかそのような事をせず、立ってください。同じ聖職者ですもの、同じ目線で……あっ！」

　その時、両手両足に激痛が走り、マリアはしゃがみ込んだ。

「シスター!?」

　驚くジェラールの目の前で、マリアは両手首から血を流し、両足の甲にも血を滲ませていた。

　足に力を入れられず崩れ落ちたマリアは、あまりの痛みに血の気を引かせていた。

「──失礼」

　これが奇跡の瞬間で自分が審問すべき事だと分かっても、ジェラールはマリアの介抱を優先した。

　肉感的なようでいて嘘のように軽い彼女を抱き上げると、大股にマリアの個室まで向かう。

「ブーツを脱がせます」

　簡素なベッドにマリアを横たえると、ジェラールは手早く編み上げブーツの紐を解いていった。

「あ……あの、大丈夫ですから……」

「静かに」

　先ほどまでの情欲はどこかへ、ジェラールは真剣な顔でマリアのブーツを脱がせた。

「ストッキングにも血が滲んでいますね。失礼」

「あ……っ」

　またトゥニカが捲り上げられたが、先ほどのように情に駆られた手つきではない。大事な部分が見えない程度まで捲ったあと、ジェラールは靴下留めを外しマリアのストッキングを脱がせてゆく。

　素足に穿たれた傷跡を見て顔をしかめたあと、「傷薬や水を用意します」と告げてジェラールは部屋から出て行った。

「……また、聖痕なのかしら」

　今は激痛は感じず、傷付けられた皮膚がジクジクと痛むのみだ。

　天井に向けて手をかざせば、手首から血がゆっくり流れて腕に細い筋がつく。

「どうして……」

　呟いたあと、キースに噛まれた傷跡も一緒に疼いた気がした。

「キース様、お元気かしら」

　自分を襲った吸血鬼だというのに、どうしてか彼を憎めない。嵐のように気持ちをぶつけ、「愛している」と告白されたからだろうか。

　キースが吸血鬼だとしても、ジェラールの家族を襲ったという血も涙もない化け物と一緒だとは思えなかった。

「もう一度お会いして、彼のお話もちゃんと聞きたい……」

　呟いた頃、ジェラールの急いだ足音がして部屋に近付いてきた。

　目の前の彼に向き合わないとと思ったマリアは、「もうあまり痛くありません」と笑ってみせた。

「私も動揺してしまいましたが、何の前触れもなく聖痕とおぼしき箇所から血が流れるのは、本当だったのですね」

　冷静に戻ったジェラールは、丁寧にマリアの傷の手当てをしてくれた。

　水で血を洗い流し、傷薬を塗り、優しく包帯を巻く。

　その手つきや穏やかな眼差しには、ただ労りしか見えない。

「……私の悪魔のような所業に、あなたが『許す』と聖母のような発言をしたから……こうなったのでしょうか」

　マリアの足の包帯を巻き終えて、ジェラールは跪いたままポツリと呟いた。

「分かりません。わたし自身、何がきっかけでこうなるのか分かっていないのです。それもまた、神のなせる御業です。わたし達に分かる事象より、遙かに超えた場所に神様はいらっしゃるのですから」

　彼女の素足を見て、ジェラールはしばらく床の上で何か考えているようだった。

　やがて顔を上げ、マリアを見つめてもう一度先ほどの事を口にする。

「シスターマリア。私はあなたをあらゆるものから守りたい。勿論、あなたがシスターでなくなったとしても、この胸の誓いは続きます。先ほども申し上げた通り、いずれこの教会にはオドラン司祭がやって来ます。所業の悪い彼は絶対にあなたに手を出すでしょう。あなたが嫌だと泣き叫んでも、先ほどの行為を彼は続けます。あなたへの愛情などなく、己の肉欲を晴らすために無体を働くでしょう。それを想像するだけで……私は辛い」

　マリアのほっそりとした手を優しく握り、ジェラールは心からの訴えをしていた。

　年齢を聞けば二十七歳だという彼が、今にも泣きそうな顔をしている。

「お願いです。還俗すると言ってください。このままではあなたは、オドラン神父の子を孕んでしまいます。愛するあなたがそのような目に遭う事、私には耐えられません」

　最後にジェラールはマリアの両手を自らの額に押し当てた。

　祈り、深く悔恨するかのような仕草に、流石にマリアも胸を打たれる。

「……わたしを大事だと思ってくださるお気持ちは、嬉しく思います。ですが万が一ブラザーが仰る通りになったとしても、わたしはこのフォレスティエール教会を無責任に手放したくないのです。その司祭様がいらっしゃるのなら、わたしがおらずとも村の女性が危ない目に遭うかもしれません。わたしはそれを危惧しているのです」

　少し憂いを含んだ顔で微笑めば、ジェラールの切実な表情に光が差す。

「……では、私の提案を前向きに検討してくださっているのですか？」

「ブラザーの真っ直ぐなお気持ちは、シスターマリア……いいえ、ローザというわたしに向けられたものだと思っています。わたしが育った孤児院のシスターは、愛する人ができたのなら還俗する事も可能だと仰っていました。前までは『あり得ない』と思っていましたが……。ブラザージェラールは、わたしを心から愛してくださる方かもしれません。そう思うと、真摯に受け止めなければと思ったのです」

「シスター……」

　喜色を浮かべたジェラールに、「ですが」とマリアは言葉を挟む。

「わたしにどうか時間をお与えください。あなたと出会ってすぐに、自分の身の振り方を考えるのも早い気がするのです。勿論、新任の司祭様が到着されるまでには、きちんと結論を出します。色々……突然すぎて、わたしも混乱しているのです」

　困ったように笑うと、ジェラールも理解してくれたようだ。

「分かりました。私もオドラン司祭について、本部に掛け合ってみます。彼については破門されてもおかしくない事件も、多々記録に残っています。それを揺さぶれば、何とかなるかもしれません」

　目に狡猾な光を浮かべたジェラールに、マリアは慌ててつけ加える。

「あの……っ、どうか荒っぽい事はおやめください。オドラン司祭も、ご自身の信仰や進みたい道があるでしょうし……」

　いまだ彼の信仰を信じているマリアに、ジェラールは思わず呆れて笑った。

「あなたは根っからの善人なのですね。分かりました。あなたに心配をお掛けしないよう、立ち回りましょう。まずはこの目で見た聖痕の奇跡を報告書にまとめ、異端審問官としての仕事を片付けます。あとは……あの吸血鬼ですね」

　最後は冷ややかに言うジェラールに、マリアはゆるゆると首を振る。

「キース様も、何かの事情をお持ちのようです。どうかわたしにお話を聞く事をさせてください。あちらの事情を何も知らず、一方的に退治するというのは良くありません」

「……分かりました。ただ、私が持ち歩いている銀の十字架を差し上げますから、肌身離さず持ち歩いてください。銀そのもので吸血鬼は退治できませんが、木製の十字架でもあれぐらいの効果を発揮できたあなたなら大丈夫でしょう」

「……や、やっぱり見てらしたのですね？」

　祭壇に押し倒され襲われていたシーンを見られていた。そう思うだけで、さっと顔に朱が走り体温が上がってしまう。

「嫌な予感がしましたからね。できるだけ急いだのですが……」

　カソック姿で床の上に胡座を掻く彼は、どこか退廃的で心がざわめく。

　こんな短期間に男性二人に組み敷かれ、とうとう純潔まで失ってしまった。

　シスターであるには処女でなくてはいけないという決まりはないが、マリアを知っているシスターが知れば卒倒するだろう。

　男を知らなければ、目の前にいるジェラールを見て魅力的だとか、性的な目で見る事もなかったはずだ。

「あなたも、今後の事を考えてゆっくり身支度をしてください」

　ポン、とマリアの頭をヴェール越しに撫で、ジェラールは立ち上がった。

「報告書を書いてきます。あなたはまだ傷が痛むでしょうから、そのまま休んでいてください。私は仕事を終えましたら、教会の畑の世話や村の見回りなど行ってきます」

「……すみません。ありがとうございます。すぐ痛くなくなりますので、わたしも動けるようになったらすぐお手伝い致します」

「無理はしないように」

　ベッドに座っていたマリアを再び横にさせ、ジェラールは額にキスを落とした。

「あ……」

　形のいい額に温かなしるしをつけられ、マリアは固まってしまう。

「もう無体は働きません。次は還俗したあとに、夫としてあなたを抱きます」

　そう言ってジェラールは珍しく、優しく笑ってみせた。

　滅多に見られないジェラールの笑顔にボウッとしている間に、彼はカソックを翻して扉の向こうに消えてしまった。

「……はぁ」

　見慣れた天井を視界に、マリアは溜め息をつく。

（どうすればいいのかしら。このまま本当にブラザージェラールを信じて、還俗してしまっていいの？　わたしの決意はそんなものだったのかしら？）

　自分を乳飲み子の頃から育ててくれたシスター達に感謝し、彼女たちの生き様に共感した。決して傲らず、真摯に神を信じ、人々のために奉仕する。

　何と清らかで美しい生き様なのだろう、と思ったのだ。

　成長する過程で、マリアにも勿論反抗期などはあった。世話を焼こうとするシスター達を疎ましく思った時期だってあるし、自分一人で何だってできると思った年頃もあった。

　だが教会は各国の王や貴族が建物を建て、そこに聖職者と呼ばれる者たちが住んでいる。

　シスターに育てられた自分は、国の保護や税金なしに暮らせない。

　国や人々から教会への献金がなければ、毎日の食事だってもっと質素だっただろう。

　マリア──ローザの場合、顔も知らない親からの寄付金もあった。

　だが聖セシリア孤児院以外では、そんな事も言っていられない状態なのは分かっている。

　十八になるまで寄付金だけでも両親の援助があったのは、非常に希有な事だ。

　周りには貴族出身とは言え、家から放り出された子もいる。

　シスターの中には結婚を望まずヴェールを被った者や、望む人と添い遂げられなかったが故に神の家を訪れた者もいる。

　ジェラールが言った通り、シスターという聖職者も『人』なのだ。

　生まれた時から神の家にいるマリアと違い、俗世で生きづらくなった人が入る、最終的な受け皿なのかもしれない。

（だからこそシスターテレサは、『その時が来れば還俗なさい』と仰ったのかもしれないわ）

　祖母のように優しくも厳しいあのシスターだって、いま思えば人に言えない何かがあったのかもしれない。

　盲目的に神を信じ、世間や男を知らずに神の道を進もうとしたマリアの事を、歯がゆく思ったのだろう。

「人から……。男性から、初めて『愛している』と言われたわ」

　目を閉じて思うのは、あろう事か二人の男性だった。

　一人は自分を突然押し倒し、血を吸い倒錯的な妄執を見せたキース。

　もう一人は畏怖を覚えた異端審問官だったのに、滲むような優しさを見せたジェラール。

　吸血鬼と異端審問官──。普通の女性が相手をするにはあり得ない存在だ。しかし確かに二人はマリアに向かって愛の告白をしたのだ。

「キース様は……まだ『何故か』を聞いていない。ブラザージェラールは、一緒に過ごすうちに惹かれたと言ってくださった」

　この先自分が辿りそうな道を想像すれば、きっとジェラールの愛を信じて彼の家に身を寄せる事になるのだろう。

　真面目そうな彼なら、言葉を違える事なく自分を守ってくれる気がする。

　だが、人間だから、吸血鬼だから……という枠組みで、愛の告白を差別したくなかった。

　自分に愛を囁く人が二人いるのなら、その二人の言い分を平等に聞くべきだ。

「ちゃんとキース様にお会いして、わたしとあの方がどういう関わりなのか知らなければいけないわ。あの方に神の救いが必要なら、わたしが時間を掛けてでも説いてみせる。血が必要なだけなら……、どうしましょう。それでも彼の食事なのだとしたら、飢える者を放っておけないわ」

　そこまで呟いて、マリアは欠伸を噛み殺した。

　先ほどジェラールに攻め立てられ、達した後の気だるさがまだ残っている。

　ふと体に押し入った熱杭を思い出し、マリアは頬を赤くした。

「……熱かった……」

　仰向けになるという同じ体勢だからか、ほんの少し開いた太腿に男の大きな手が掛かる幻想すらある。

　白い太腿をねっとりと撫で回し、泥濘んだ花びらを乱し、何度も指が出入りして──。

「……駄目よ。駄目」

　パンッと自分の両頬を掌で打ち、マリアは真っ赤になって首を振った。

「いけないわ。足の痛みが引いたら、すぐ懺悔しなければ」

　熱を持った顔を押さえ、マリアは自分が『変わって』しまった事に悩ましい溜め息をついた。



	
			第三章　死してなお愛する

　その後ジェラールは変わらず一緒にいてくれた。

　だがオドラン司祭の裏を捜査し、彼がフォレスティエール教会に赴任できないよう根回しをするために、どうしても本部に一度戻らなければいけないようだ。

　マリアが「人を陥れるような事をせずとも良いのです」と言っても、「村の女性に毒牙が及ぶのが嫌なのでしょう？」と言い返してくる。

　最終的にマリアが言い出した事のようになってしまい、何も言えなくなった。



「では、くれぐれもお気を付けて。何としてでもオドラン司祭の到着より先に戻るようにしますから。あと、吸血鬼に備えて戸締まりもきちんとしてください。名前を呼ばれても、絶対に招き入れてはいけませんよ」

　フォレスティエール教会から出立しようとしているジェラールは、近隣の町から馬を手に入れ跨がっていた。

　教会は周囲を森に囲まれているので、村からも少し離れていて人気がない。

　彼が言う通り何者か──マリアに害をなそうとする誰かが来たとすれば、騒いだとしても絶望的かもしれない。

「そのような事にはなりません。神様が見守ってくださいますから」

　トゥニカにヴェールといつもの姿をしたマリアは、ジェラールを見送るため外に立っていた。

　これから夏を迎えるため、周囲の木々の緑は濃くなっている。

　教会の側に居るとぷぅんと緑の匂いがし、畑仕事などしていても気分がいい。たまに大きな野生の獣が通る事もあるが、フォレスティエール教会はいつも平和だ。

「何かあれば、理由をつけて村にお逃げなさい。あなたを一人にするのは心配だが、オドラン司祭が来てから二人きりにするのは、もっと心配だ」

「ご心配ありがとうございます。道中の安全をお祈り致します」

　風が吹いてヴェールが揺れ、そっと押さえる。ふと、ジェラールが何か言いたそうな目でこちらを見下ろしているのに気づいた。

「何か……？」

「……いえ。あなたは変わらないのだな、と思っただけです」

　ジェラールの目から見れば、快楽を教え込まれたというのに相変わらず清廉な雰囲気のマリアが不思議だったのかもしれない。

　純潔を失い、『堕ちた』と言っても過言ではない聖女。

　だがジェラールの目の前に立っているのは、日差しを受け今にも光に溶けてしまいそうな、儚く清らかなシスターだ。

「……では、行って参ります。戻るまでに心を決めておいてください」

　ジェラールは軽く馬の腹を蹴り、馬上から手を振った。

「いってらっしゃいませ。お帰りをお待ちしております」

　マリアの声にジェラールはもう一度手を振り、馬の脚を速め森の小道を行ってしまった。

「……一人になると、やっぱり少し寂しいわね」

　ジェラールの姿が見えなくなるまで手を振っていたが、静かに腕を下ろし独り言ちる。

「でも、ブラザージェラールがいらっしゃるまで、わたしも一人でやってこられたんだわ。日々の恵みに感謝して、また頑張らなければ。同じ時間を過ごす人がいたというだけでも、幸せな事だったのよ」

　朝食を終えたあとだったので、マリアはそのまま教会前にある畑の世話をする事にした。

　繕い物はジェラールが旅立つ前に、二人分を済ませてしまった。

　オドラン司祭が来るまでは、マリアがミサを取り仕切る事になっているので、明日話す事も考えなければいけない。

「まずは日が高いうちに畑の世話をしてしまって。それから村に異常がないか見回りに行きましょう。そのあとご飯を頂いて、午後は隣町まで買い出しに行かなければ」

　今日の予定を組み立てると、マリアは畑の雑草を抜き始めた。

　日差しに焼かれつつも一心不乱に雑草を抜く作業をしていると、何者かの気配を感じる。

「ん……？　え……と、きゃあっ!?」

　振り向けば、かなり近い場所に漆黒の狼がいたのだ。

　大きな体をしていて、後ろ足で立ち上がればマリアより背丈があるかもしれない。触れればチクチクしていそうな毛皮は、黒という色もありこの日差しでは暑そうだ。

「びっ……くり、したぁ……」

　驚いて腰を抜かしかけたマリアは、畑の土の上に尻餅をついていた。

　だが狼はマリアに襲いかかる様子はなく、同じ場所でジッとしている。

「……大人しいわね。あら？」

　狼と言えば恐ろしい獣と思っていたものの、大きな狼は微動だにしない。加えて黒い毛皮の中に何か違う色を見つけ、マリアは目を眇めた。

「……血？」

　日差しを浴びて黒とも灰色ともつかない色の中に、暗い赤を見つけたのだ。

「あなた……怪我をしているの？」

　ソロリと問いかけたマリアの声に、狼は金色の目でじっと見つめ返してくる。言葉を発せない代わりに、狼は座っていた状態から歩き出しゆっくりとマリアに迫ってきた。

「え……と、あの。……か、噛まないでね？」

　大きな獣を前に怯えるも、目の前の狼に敵意はない気がする。怖じ気づいて下がりたい気持ちをグッと堪え、マリアは座ったまま狼が近付くのを待った。

　やがて、狼が濡れた鼻先をマリアの頬につけた。

　スンスンと匂いを嗅がれた後、ベロリと頬を舐められる。

「ひゃあっ」

　温かな舌の感触に驚き悲鳴を上げると、狼がマリアの胸にぐいぐいと頭を押しつけてきた。野生の獣とは思えない懐き方である。

「さ……触らせてくれるの？」

　恐る恐る黒い毛並みに指を挿し入れると、外側の硬い毛の奥に柔らかな内毛が感じられた。

「あら、気持ちいい……。って、そうじゃないわ。もし良かったら、怪我の具合を見せてもらえないかしら？」

　狼の毛皮を撫でても獣は怒る事をせず、むしろ興味深そうにマリアを金色の目で覗き込む。この調子なら傷の手当てをさせてくれるのでは、と期待したマリアは狼の胴体に指を滑らせた。

　手触りが違ったのは、背中から肩にかけての部分だ。

　俗にイヌ科の動物は首回りに噛みつかれてもいいように、脂肪や皮がたっぷりとついている。だから怪我を負っても、この狼は歩く事ができていたのだろう。

「触ってみても大丈夫？」

　言葉が通じない狼に問いかけ、マリアは血が乾いてパサパサになった毛皮に触れてみた。

　唸られるかと思ったが、狼は静かにマリアの胸に顔を押しつけている。

　なおも傷口付近を触れ回ってみると、どうやら銃創があるようだ。

「銃創の手当てって一度しかした事がないけれど……。できるかしら？」

　フォレスティエール教会に赴任してから、何度か怪我人の面倒をみた事がある。本来なら近くの町にいる医者まで行くべきなのだが、村人は少しの傷なら司祭を頼ってくるのだ。

　今は亡き老司祭は、神の道に入る前は軍人だったそうだ。救護班として数え切れない人数の怪我を見て、ある程度の処置ならその身に叩き込んである。また薬草などにも詳しい人だった。

　よって村人は、遠い町まで行かずとも老司祭を頼ればいいと思ったらしい。

　マリアも老司祭の知識をできるだけ受け継ごうと努力し、一緒に森を散歩しては薬草の知識などを得た。

　老司祭と一緒に生活をして一年だが、様々な事を学べたと思う。

　その間に、一度だけ銃創を負った者の手当てを手伝った事があったのだ。

「ねぇ、狼さん。大人しくしてくれるのなら、傷の手当てができると思うのだけれど……。いいかしら？」

　土に尻を付けていた状態から起き上がり、マリアは目の前の獣に問う。

　狼は金色の目でマリアを見つめ返す。その瞳には一切の邪悪や猜疑心はないようだ。

「……あなたを信じるわ。そこで待っていてくれる？　今、中から道具を持ってきて……。いえ、外だと雑菌が心配だから教会の中の方がいいかしら？」

　マリアが独り言ちていると、狼がノソリと動く。ゆったりとした足取りながらも、狼は教会の扉に向かっている。

「まぁ。まるでわたしの言葉が分かるみたいね？　ありがとう、とても助かるわ」

　狼よりも先に教会の扉を開き、マリアは水を張った盥たらいや清潔な布を用意する。傷口を縫うための針をはじめ様々な道具も、急いで煮沸消毒をした。

　そのあいだ狼はゆっくりとベンチの間を歩き、祭壇の前で座って待っている。

「準備ができたわ。傷口を見せてくれる？」

　マリアが声を掛けると、狼は傷がある方を上にしてゴロリと寝そべった。甘えているのか、鼻先をマリアの太腿につけている。

「痛むと思うけど、我慢してね？」

　マリアは水で傷口周りを洗ったあと、アルコールを掛けて消毒した。

「ごめんね」

　彼女の方こそ傷をつけられたような顔をし、消毒したナイフで傷口近くを少し切った。

　狼は唸る事もしない。だが痛みを耐えるためか、より深くマリアの体に鼻先を押しつける。

　それから煮沸消毒したピンセットを手に取り、少し震えるそれを狼の傷口に向ける。新たに溢れた血を布で吸い取り、気持ちを固めた。

「すぐ終わるからね……。我慢して。ごめんね」

　獣毛に穴が開いている箇所にピンセットを差し込み、マリアは老司祭の手際を思い出す。

　彼は慣れていたから迷いのない手つきだった。だがマリアが自分一人で処置をするのは初めてなのだ。相手に苦痛を与えるかもしれないという恐怖が、手を震わせる。ピンセットの細い先端が狼の傷口に潜り込むと、狼の鼻先がグッとマリアの下腹部に押しつけられた。

「大丈夫よ。すぐ終わるわ」

　全神経を手に集中させる。肉の間から見えた銀色の弾丸を慎重に摘まむと、周囲の肉をなるべく傷付けないよう弾丸を抜き取った。

　その時ばかりは、狼は小さく「グゥッ」と唸った。鼻先がグリグリとマリアの股間に押しつけられるのだが、マリアは狼の治療に夢中になっている。

「いま傷口を縫うわ。もうちょっとだからね」

　老司祭が使っていた膿盆に弾丸を入れると、マリアは手早く消毒した針を手にする。針には既に医療用の糸が通してあった。

「麻酔がなくてごめんなさいね」

　ギュッと眉間に皺を刻み、マリアは自分の皮膚が縫われているような顔をし、針を進めてゆく。縫合し終わった後に糸を切ると、最後にまたアルコールを掛けて一息ついた。

「……はぁ。……ふぅ。あなたも頑張ったわね」

　マリアはすっかり汗だくだったが、一度しかうなり声を出さなかった狼も相当我慢強い。

「あなたは普通の狼と違うようね。教会を訪れた人を脅かさないと約束するのなら、ここにいてくれても構わないのよ？　傷口が塞がったら、ちゃんと抜糸しなければいけないし」

　マリアが優しく毛皮を撫でると、狼は応えるように顔をすり寄せてくる。

「……本当に言葉が分かるみたいね。さ、片付けをしてくるわ。これから急いで村の様子も見に行かないと」

　立ち上がろうとして、ふとマリアは膿盆にある銀色の弾丸を見る。

　その弾丸には見覚えがあった。

　ジェラールがキースと戦った時に、遠慮なしにこの教会で撃った物だ。悲しい気持ちで空薬莢を拾い集め、壁に食い込んだ弾丸をほじった。ジェラールも「すみませんでした」と一緒に後片付けをしてくれたが、銃の威力というものを改めて知った時だった。

　対魔の銃弾は、先端のくぼみに聖水を入れ半田で封じてある。対象に弾が当たれば、その衝撃で半田が破壊され対象の体に聖水が注がれるという仕組みらしい。

「まさか……ね」

　心の中には様々な『まさか』がある。

　ジェラールが野生の動物を撃ったなど思いたくない。

　それとも流れ弾に当たってしまったのだろうか？

　あるいは──。

「……あなた、キース様なの？」

　優しく狼に問いかけても、狼は金色の目でじっとマリアを見つめ返すのみだ。

「……だんまりなの？　……どちらにせよ、傷ついた者を放っておけないわ。さっきも言った通り誰かを脅さないのなら、ここで大人しくしていて頂戴」

　カチャカチャと小さな音をさせ、マリアは治療道具を片付けてゆく。

　その後、自室で汗を拭いてから村に向かったのだが、狼は教会で大人しく番をしているようだった。
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　その後マリアは狼と一緒に過ごす毎日を送っていた。

　翌日のミサに訪れた村人は、もちろん狼の姿を見て驚き戦いた。しかしマリアが害のない狼だと説明し、隅に寝そべったまま微動だにしない姿を見ると納得していったようだ。

　中にはまだ恐れる者もいるが、狼はいつの間にか『教会の守護者』として認められる。

　食事などはフラリと外に出て済ませているらしく、マリアに何かを乞うた事もない。

　ただ二人きりになると、狼は飼い犬なのではないかという距離感でマリアに懐いた。資金の計算などをしている彼女の膝に顎を乗せたり、ベッドで眠るマリアの床にいつの間に忍び込んでいる事もあった。

　ふとジェラールが去ってからの日々、マリアはよくない夢──淫夢を見るようになる。

　眠りに就いたかと思うと、男の手が肌を這い悩ましい声が出てしまう。

　汗を浮かべて目を覚ませば、自ら寝間着をはだけてしまっている事も多々あった。

　恥ずかしくて情けない。目の前で静かに金色の目を光らせている狼を前に、自分はとても汚れた人間のように思えた。

「……駄目ね。こんな事ばかり考えていては……」

　暗闇のなか狼の毛皮を撫でれば、汗で濡れた腕をべろりと舐められる。

　獣に舐められただけで肌を粟立たせる自分を、マリアは少し嫌悪した。



　そのように狼に守られた日々を過ごしていたのだが、ジェラールが戻る前にとうとう『その日』がやって来た。

　アンドレ・オドラン司祭がフォレスティエール教会に到着したのだ。

「遠路はるばる、ようこそいらっしゃいました」

　教会の前でマリアは丁寧に頭を下げ、ヴェールがフワリと風にそよぐ。

　顔を上げたマリアの美しさに、オドラン司祭はしばし言葉を失っていた。

　一方マリアから見たオドラン司祭は、五十代ほどの中肉中背の男性だ。少し腹部が出ているが、年齢として仕方がないものかもしれない。髪は黒髪に白髪が交じっていて、茶色い目は柔和そうに見える。

　きっちりとカソックを着込んでいる姿を見れば、「人のいい司祭様」と誰もが思うだろう。

（本当にこの方が、シスター達を食い物にしているのかしら？）

　内心首を傾げるが、そんな失礼な質問を本人に向ける訳にもいかない。

「どうぞ中へお入りください。お疲れでしょう。お湯も沸かしておりますので、どうぞお体をお清めください」

「ええ、ありがとう。シスターマリア。……と、その獣は？」

　ふとオドラン司祭はマリアの背後に控えていた狼に気づき、ギョッとして身を引いた。

「彼はガルディアン。わたしが傷の手当てをして以来、わたしとこの教会を守ってくれています。村人たちにも馴染んでいて、この教会の番人になっています」

　狼がキースに化ける事はまだなく、彼の正体はまだ分かっていない。狼が本物の狼だとしても、いまだ正体を明かしていないキースだとしても──。マリアはもう『彼』を敵だと思えない。

　だから一緒に暮らすに当たって、『守護者ガルディアン』という名を与えたのだ。

「そ……そうなのですか。噛まないのですか？」

　オドラン司祭は引き攣った笑みを浮かべ、ガルディアンから距離を取っている。

「大丈夫です。この子はとても大人しいですから」

　柔らかに微笑み、マリアはガルディアンの頭を撫でた。

「ほ、本当ですね。では、私も挨拶を……」

　まだ顔を引き攣らせたままオドラン司祭が手を伸ばした時、ガルディアンが低く唸った。

「ひっ……」

　ビクッと手を引っ込めた司祭を前に、ガルディアンは珍しく鼻に皺を寄せ怒りを表していた。

　今にも噛みつきそうな雰囲気に、司祭は二、三歩後じさる。

「まぁ、どういう事？　今まで大人しくしていたじゃない」

　慌ててマリアがガルディアンを窘めるが、狼は怒気を隠そうとしない。

「人に慣れたと言っても、所詮は獣という事です。シスターマリア、どうかその獣を外に出して私を中にお入れください」

「……分かりました」

　もともと教会は聖職者や人々が祈りを捧げる場所で、獣を保護する場所ではない。この教会に赴任すべき司祭が入れず、獣が大きな顔をしていると言われれば本末転倒だ。

「ガルディアン、いい子だから司祭様のために外にいてね？」

　彼の毛並みを撫でて言い含めれば、ガルディアンは不服そうに唸り返す。

「後でちゃんとお話しましょう？　だから今は退いて？　……ね？」

　なおも優しく言葉を重ねると、ガルディアンは「ウゥ」と唸ったあと外に向かって歩いて行った。オドランの横を通り過ぎるとき彼は怯えて離れたが、ガルディアンは何も反応せず木立の間に消えてゆく。

（ごめんなさい……）

　心の中でガルディアンに謝ってから、マリアはこの教会の父となる人物に微笑みかけた。
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「綺麗に片付いている教会ですね。前任の司祭様がしっかりお勤めをこなしていた事もあるでしょうし……。あなたがその補佐をされていた事も大きいのでしょうね」

「ありがとうございます」

　オドラン司祭が荷物を置いて身を清めた後、マリアはあらかじめ村で仕入れた焼き菓子と紅茶を用意した。

　昼食はこれからだが、小腹が空いていたので丁度いいとオドラン司祭は喜ぶ。

　前任の老司祭について話したりしてティータイムを過ごした後、おもむろにオドラン司祭がマリアの体に視線を這わせる。

「それはそうと、教会本部であなたの身に聖痕が現れたと聞きました。異端審問官がここに来たはずですが、調査の結果は出たのですか？」

　ジェラールの事を話題に出され、マリアは傷ができた手首を無意識にさする。

「ええ……。ブラザージェラールの前で奇跡が起きまして、それにより認定されたようです。現在ブラザージェラールは本部に報告に向かわれています」

「そうですか……。その聖痕を私にも見せて頂けませんか？　神より授かりし奇跡の御業を、ぜひともこの目に刻みつけたいのです」

「構いませんが……」

　改めて体の一部を見せろと言われると、それが手首であってもどこか躊躇われる。

　少し恥じらってトゥニカの袖を捲ると、おずおずと両腕を差し出した。

「どれどれ……」

　マリアの両手を片手で支え、オドラン司祭はもう片方の手でつぶさに触ってくる。

　ふんわりとした掌の丘を押し、ほっそりとした指のかたちを辿る。指の側面をなぞった後に指の股を擦られ、マリアの背筋に怖気が走る。

「あ……あの……。聖痕は手首に……」

「ええ。見れば分かりますとも。その前にあなたの手に特別な奇跡がないか、確認しているのです。毎日使徒のお勤めをしているとは思えない、美しい手ですねぇ……」

　スリスリと手の隅々までさすられ、最後に手首の傷跡に触れられる。

「ここにキスをしても宜しいですか？」

「え？」

「神の奇跡に、崇拝のキスをしてもいいですか？」

　茶色い瞳にジッと見つめられ、マリアは言葉を失う。

　その目は有無を言わさない力があり、神への崇拝の前に何か俗物的な欲がある気がした。

　だがここで「嫌です」と言えば、何を言われるか分からない。

「……か、軽いキスなら……」

　おずおずと頷いた瞬間、ベロリと手首が舐められた。

「っひ──」

　全身に寒気が走り、マリアは腰を浮かす。立ち上がって逃れようとするのだが、それよりも先にオドラン司祭に上から肩を押さえつけられた。

「あぁ……。ん、む……。美味しい肌だ。滑らかでしっとりしていて……、吸い付くようだ」

　唾液を纏った舌がネロネロと蠢き、マリアの両手首を犯してゆく。

「いや……。嫌です……っ、あの、どうかお離しください……っ」

　必死に立ち上がろうとしても、オドラン司祭の両脚がマリアの椅子を跨いでいる。

　まさか──、あり得ない。

　ジェラールの忠告を聞いた時、彼の言葉をすべて信じられない自分がいた。だがこうしてこの身に被害を受けなければ分からないだなんて、何と言う愚か者だろう。

　こうならないように、ジェラールは釘を刺してくれていたのに──。

「あの……っ、ぁ……っ、いやっ」

　両手は高く掲げられ、立ったまま背を丸めたオドラン司祭にベロベロと舐められている。マリアの目の前にはカソックを膨らませたモノがあり、それがふっくらとした胸にグリグリと押しつけられていた。

「お願いです……っ、軽いキスならと言ったではありませんか……っ。こんな事……っ、神様がお許しになりません！」

　全身に鳥肌が立ち、あまりの気持ち悪さに吐いてしまいそうだ。

　ハァハァとしたオドラン司祭の息づかいは、野生の獣を思わせる。濁った呼気が鼻をかすれば、肉の脂や酒が混じり臭い。

　同じ事をキースやジェラールにされたが、彼らの行為はもっと甘美だった。

「愛している」と告げる尊い感情があり、切ない心の機微を感じてマリアも応えたいと思った。同じ『欲』だとしても、彼ら二人はマリアを気遣うものだった。

　だがオドラン司祭の『欲』はどうだろう？

　触れてもいいかという問いはあったが、そのあとは約束を反故にし下品な欲を隠そうとしない。神の奇跡に触れたいと望む司祭が、このように肌を舐め回すなどあり得ない。

「……ん、ちゅう……。他に聖痕は？」

「え？」

　恐怖で声が掠れる。

　遠く、玄関の扉に何かがドンッと当たる音がした。

　ジェラールが戻ったのだろうか？　と頭の隅で思ったが、マリアは目先の恐怖に囚われ冷静に考えられない。

「主が受けた聖痕と言えば、両手首の他に両足。そして脇腹があるでしょう？　私が奇跡を確認して差し上げますから。さあ、お脱ぎなさい」

　マリアの自主性を問う言い方をしておきながら、オドラン司祭は問答無用でマリアのトゥニカに手を掛けた。

　慣れた手つきで腰紐を解くと、大きく捲り上げたトゥニカの間から手を滑らせる。脚を撫で上げられ、とうとうマリアは悲鳴を上げた。

「お許しください！」

　渾身の力でオドラン司祭を突き飛ばし、マリアは逃げようと試みる。

　だがヴェールを引っ張られ、髪に留めてあったピンが引っ掛かり苦痛に顔を歪める。髪が数本抜けてしまったかもしれないと、痛みから被害を察する。

　その隙を突いて、オドランがマリアを床の上に引き倒した。

「いやあぁっ！」

　焦った両手がトゥニカを最大限まで捲り上げ、オドラン司祭の目に真っ白な裸体が晒された。

　先ほどから絶え間なく、ドンッドンッと何かが激しく当たる音がする。

「おお……神よ……！」

　喜色満面に神の名を口にし、オドラン司祭は舌なめずりをした。

「あぁ、美しい。ミルクのように真っ白な肌に、乙女の証拠であるバラの花のような胸の蕾……。母なる胸の豊かさに反比例した、美の女神の如き艶めかしき腰のくびれ。ああ……。下生えまで薄い金色なのですね……」

　かたちだけなら美辞麗句という言葉が当てはまるが、マリアにとっては言葉で犯されるも同然だった。

　怯えて悲鳴が喉に貼り付き、それでも手は懸命に体を隠す。

「恐れずとも良いのですよ。私は何人もの乙女の面倒をみていますから。彼女たちの性欲を鎮めるのも、司祭の勤めなのです。あなただってこんな辺鄙な場所に、老人と一緒にいてはこの体を持て余していたでしょう？」

　無礼な手が太腿や腹部を撫で、あまりの恥辱に気が遠くなりそうだ。

　しかし慕っていた老司祭を悪く言われて、さすがにマリアも頭にきた。

「司祭様はそのような方ではありません！　司祭様を侮辱されないでくださいっ」

「まぁ、そんな事はどうでも宜しい。こんな辺鄙な場所に、これからずっといるのだと思うと辟易としていましたが……。あなたのような目も眩む美女が一緒なら、楽しい毎日になりそうですねぇ」

　ねっとりとした言い方に背筋が震え、悲鳴を上げかける。

　マリアの上に馬乗りになったオドラン司祭は、カソックの下から隆起した赤黒い欲望を取り出した。

「──ひっ」

　恐ろしい。

　このままでは、本当に慰み者になってしまう。

　直感で命の危険にも等しい危機を覚えたマリアは、渾身の力で暴れ出した。

「どうぞおやめください！　神様が見ていらっしゃいます！」

　手足を必死にバタつかせ、足を使うなどはしたないなど言えず全身でもって抵抗した。だが男相手に力で敵わず、マリアの両手は自身の腰紐で縛られてしまう。

「シスターマリア……。光栄に思いなさい。神の槍であなたを貫いて差し上げます。主よ。すべての恵みに感謝して、汝が差し出した美しき羊をいただきまぁす……」

　口から涎を垂らしたオドラン司祭が、己の欲棒に手を這わせた時──。

　ガシャーン！　と凄まじい音がして部屋の窓が割れた。

　日差しに毛並みを白く輝かせ部屋に躍り込んだのは、漆黒の狼。

「ガルディアン！」

　無様に組み敷かれたマリアが涙声で名を呼んだ途端、狼はググゥッとその体を大きくした。

「な……っ、悪魔か！」

　ボロンと出したモノをしまえないまま、オドラン司祭が狼狽える。

　彼が首に掛けた十字架を掴む前に、狼が激しく唸ってオドラン司祭に躍りかかった。

「ヴァウウウウゥゥッ！　ガアアァアァッ！」

　怒り狂う狼の咆吼に交じり、遠慮なしに噛みつかれたオドラン司祭の悲鳴が響き渡る。

「ぎゃああああぁっ！　悪魔っ！　悪魔あああぁっ！」

　今までマリアに色魔同然な所業をしておいて、オドラン司祭は狼を「悪魔」と誹り遮二無二手足を振り回す。

　目の前の争いに怯えたマリアは、蒼白になってただ壁際に避難するしかできない。

　その内ガルディアンの爪が、オドラン司祭の剥き出しの器官を傷付けたのだろうか。

「ぎゃああああぁあっ！　いだいっ、いだいいいぃっ！」

　あちこちを血まみれにしたオドラン司祭が転げ回り、手足でもってバタバタと立ち上がり逃げてゆく。

　悲鳴が遠くなっていっても、ガルディアンは低く唸ったままマリアの前に立っていた。

　やがて完全にオドラン司祭の気配がなくなると、傷跡が痛むのかガクリと脚を折って座り込んだ。

「ガルディアン……？　大丈夫？」

　まだ恐ろしさのあまり胸が早鐘を打ち、涙目だ。頭は混乱の極みでガンガンと痛むし、いっそのこと失神できたら楽かもしれない。

　それでもマリアは腰が抜けた状態で、手足を使ってガルディアンの元に這いずった。

　ガルディアンは「グルル……」と唸ったままマリアの胸に顔を押しつけ、体重を預けてくる。

「え……っ？　だ、大丈夫？　体が痛いの？」

　焦ったマリアの目の前で、ガルディアンに変化が起こった。

　獣毛がゆっくりと短くなり、獣の姿も形を変えてゆく。途中で人狼のような姿になった後──、ガルディアンと名付けた狼は男──キースの姿に変わっていた。

「……まったく、男をホイホイと寄せ付ける聖女様だな」

　憎まれ口を叩くも、顔色は悪く表情も辛そうだ。

　だが彼は手早くマリアの両手を拘束していた腰紐を解いてくれた。

「キ、キース様……。やっぱり……」

　驚くと同時に納得する気持ちがあり、それよりも先に彼の傷が心配になる。

「傷は？　痛むのですか？」

　狼の傷は左の肩から背中にかけてだった。その場所に手を滑らせようとすると、マリアの手が掴まれる。

「……大丈夫だ」

　マリアと一緒に壁にもたれ掛かり、キースは重たい溜め息をついた。そのうち腕を動かし、マリアを背後から包み込むような体勢になる。

「怖かったな。人の姿で側にいてやれなくて、すまん」

「……弱っていたから……ですか？」

　そろりと彼を振り向けば、自嘲したような笑みがある。

「あのクソ異端審問官、ほぼ一般人に近い立ち位置の癖に、闇の眷属への憎悪だけは人一倍ある。憎悪と同じぐらい『倒したい』という信仰心があるから、弾が痛い」

　忌ま忌ましげに言うキースは、口調が乱暴だ。だが手はとても優しくマリアを撫でていた。

「吸血鬼は様々な動物に姿を変えられる。それはより本能に従った姿と言っていい。どこにでも行きたければ霧に姿を変えるし、人の心につけ入ろうとするなら猫の姿にでもなればいい。人の姿を取る時は……一番人らしくいなければならない時だ」

「一緒に寝ていたのに……。気づけませんでした……」

　ふとガルディアンと一緒に生活していた事を思い出し、マリアはカァと頬を染める。

　その様子にキースはクツクツと笑った。

「聖女様が寝入った時に人型に戻り、その体を触らせてもらう毎日は楽しかったぞ？」

「！」

　自分がいやらしい夢を見ていた事を思い出し、とうとうマリアは両手で頬を覆った。

　だが途中だった話を思い出し、おずおずと切り出す。

「弾丸を受けて弱って……。人としての理性を保つ自信がなかった……という事ですか？　その割には……」

　じとりとキースを見れば、彼はニヤニヤと笑っている。

　恥ずかしいが、キースに包まれ彼の体温を感じていると、オドラン司祭に襲われていた恐怖がゆっくり薄らいでゆく。

「そうだ。おまけに腹が減ってるから、起きているお前と顔を合わせていれば、その反応の愛らしさに我慢できなかっただろう」

「…………！」

　ふと乳房に噛みつかれた事を思い出し、マリアは胸に手を当てる。

「……まぁ、初めて会った時も問答無用だったがな。あの時はすまん。嬉しくてつい」

「『つい』で血を吸われては、敵いません。大変だったのですから」

　あの時体に訪れた熱を思い出し、マリアは不服そうに唇を尖らせる。

「じゃあ、許可を取ればいいのか？」

　目の前で見るも美しい男が微笑み、毒々しいバラの花が一面に咲いたかのような蠱惑的な雰囲気を発する。

「あ……ぅ。だ、駄目です……」

　凄まじい色気に圧倒されつつも、マリアが首を振った時──。

　ぐぅぅ……と地鳴りのような腹の音が聞こえた。

「!?」

　一瞬自分かと思ってマリアは腹部を押さえたが、マリアの知らない場所でまたグオォ……と腹が鳴る音がする。

「……お腹、空いてらっしゃるのですか？」

「さっきも空腹だと言っただろう」

　少しムスッとしたキースは、立てた膝を支えに頬杖をついている。

「普通のお食事は……食べられませんか？　パンやお野菜なら……」

「好かん」

「お肉がお好きですか？」

「この辺の小動物の血なら、嫌というほど飲んだ。まずい」

「えっと……」

　何を提案しても却下され、マリアは焦る。

　しかしどうしても、自分の血を「差し上げます」とは言いがたい。

　そう思った途端、髪の毛が逆立ちそうになるほど上ずった声を上げた。

「ま、まさか！　村の女性を襲っていませんよね!?」

　はしっとキースのジャケットを掴めば、不機嫌な目がマリアを覗き込んでくる。

「……ＲＨマイナスＡＢ型」

「……え？」

「吸血鬼にも好みがある。お前の血は側にいるだけで美味そうな匂いがプンプンするが、他はドブみたいな匂いがする」

「ド、ドブ……」

　あまりの言い方にマリアは閉口する。だがまた聞こえたグゥゥ……という音に、眉根を寄せた。

「わたしの血がお好みという事ですか？」

「そうなるな。あと、単純にお前を愛してる。好きでもない女から血を吸うより、好きな女からもらった方が美味いに決まってる」

　キースの言葉を後押しするように、またグオォ……と音がした。

　子供の頃から孤児院育ちのマリアは、殊更腹を空かせている者に弱い。小さな弟妹の面倒を見ては、自分の分も食事を分けていた。

　その気持ちがいま、キースに慈悲を与えようとしていた。

「あの……。じゃあ、少し……だけなら」

　腕捲りをしてほっそりとした白い腕を出すと、キースの喉がゴクリと鳴った。

「いいのか？　また好くなるぞ？」

　揶揄する言い方に、マリアは頬を赤くしてそっぽを向く。

「お腹を空かせている人を、放っておけません。ひと思いにどうぞ」

　ぐい、とキースの目の前に腕を差し出すと、彼がスンと鼻を鳴らして不快な表情をする。

「あの男の涎の匂いがするな。食事の前に食材をよく洗っておくのも大切だ。来い」

「きゃ……っ」

　まだ腰が抜けたままのマリアを抱き上げると、キースは勝手知ったるという足取りで浴室に向かった。

　桶たっぷりにあった水に手を入れると、彼は何かを唱えた。

「あ……あの？」

「今、湯を作った。いいから脱げ」

　当惑しているマリアに脱げと言っておきながら、キースは自分で彼女をたやすく脱がせてしまう。トゥニカを奪われればすぐにシュミーズ一枚になり、それも脱がされる。

「あ……っ、あの。血を吸うのに全部脱ぐ必要は……」

「言っただろう。消毒だ」

　またマリアは抱き上げられ、浴槽として使う桶にザブンと入れられた。

「ひゃっ！　冷た……あれ？　温かい？」

　洗濯に使おうと思って水を溜めた覚えはあるが、お湯を沸かした覚えはない。

「さっき水に魔力を通して湯にした。熱くないか？」

「は、はい」

　不可思議を目の前にしている間も、キースの手は淀みなく動いてマリアの靴下留めを外しブーツも脱がせた。

　すっかり裸になったマリアは、海綿を手にしたキースに大人しく洗われていた。

「いいか。俺以外の男に触らせるな」

「わ、わたしはキース様の所有物では……」

　もごもごと反抗すれば、カプッと耳を甘噛みされた。

「ひゃんっ」

「あの異端審問官の前ではやけに素直だったのに、俺には反抗的だな？」

　耳朶に低い声が囁き込まれ、ブルッと震えが走る。

　先ほどのオドラン司祭に感じた震えとは、まったく異なるものだ。

　ジャケットを脱ぎシャツをはだけさせたキースは、異様な色気がある。男性の逞しい胸板を前にクラクラしていると、耳元で彼がククッと笑った。

「助平め。俺の肌に欲情しているのか？」

「ちっ、違います！」

「ココをこんなにしているのに？」

　反抗した途端、頬にチュッとキスをされ露わになった胸がやわやわと揉まれた。刺激を受けるうちに先端はぷっくりと凝り、恥ずかしくて堪らない。

「それにしても、本当に美しい体だな。……俺じゃなくても誘惑されるのが分かる」

　溜め息交じりに言われ、まるで自分が誘惑しているように聞こえる。

「そんな事を言われるのは心外です。わたしは別に誰も誘ってなどいません」

　ふとオドラン神父に舐め回された手首を押さえ、マリアは寒気を必死に堪える。

　彼女の気持ちを察したのか、キースが間近に目を覗き込んできた。

「まだ怖いか？」

「だ……大丈夫です」

「すぐ忘れさせてやるから、そんな怯えた顔をするな」

　少し苛立った声のあと、マリアの唇はキースによって塞がれた。

「ん……っ」

　ちゅうっと唇を吸われ、柔らかな唇に何度もついばまれる。フワフワとしたお菓子のような感触にうっとりし出すと、あとはなし崩しだった。

　唇のあわいからトロリと舌が入り込み、マリアの口腔を探ってくる。小さな舌を探り当てると、キースは淫らに舌を絡め吸ってきた。

「んぅ、……ぅっ、む」

　クチュクチュと音がし、いやらしい音に顔に熱が集まる。怯えた舌が逃げようとするも、肉厚な舌に追いかけられぐちゅりと水音が耳を打つ。前歯の裏側をくすぐられ、口蓋の敏感な場所をこすられると「ふぅ……んっ」と甘ったるい吐息が漏れた。

　気がつけばマリアは下腹部をジンジンとさせたまま、キスに夢中になっていた。悩ましく下肢をモジモジさせれば、キースの手が太腿や腹部を撫でてくる。

　胸は変わらず揉まれたままで、ピンと凝った先端はあらゆる角度から優しく擦られた。

「はぁ……っ、ん。やぁ……っ」

　呼吸を許してほしいと喘いだ唇から、いっそう婀娜っぽい声が漏れる。

　マリアの息づかいや喘ぎ声に興奮したのか、目を合わせたキースは瞳の色を赤くしていた。

「……少し、吸ってもいいか？」

「……少しだけなら」

　元よりそのつもりだったと思い出し、顔を赤くしたマリアは首筋を差し出した。

「んっ！　ぅ……」

　ブツッと皮膚が破れる感触と同時に、脳天までヅンッと快楽が駆け上がった。

　明らかに脚の間で蜜が滲んだ感覚がある。それを知ってか、キースの指が太腿の間を辿って秘所に滑り込んできた。

「あっ……ぁ……」

　目の前がクラクラする。首筋でジュウウッと自分の血を啜られる音がし、痛みなどのマイナスの感覚の代わりに、全身が蕩けるほどの快楽が与えられた。

　血を吸われただけで、達してしまいそうだ。

「ん……は。美味い。もっと、……くれ」

　キースの掠れた声がし、彼は場所を変えてマリアの二の腕に噛みついた。

「んぁっ！　あぁっ……ぁ……」

　濡れた手でキースの肩を掴めば、応えるように秘所に指が潜り込んでくる。熱く蕩けた蜜壷を、長い指がクネクネと動き奥を目指す。

「んーっ、んぅーっ！　やぁ……っ、やぁあぁ……っ」

　襲い来る快楽に耐えられず首を左右に振ると、プラチナブロンドがパサパサとキースを打った。

　二の腕すらも快楽を帯び、ジンジンと熱を持って刺激を欲する。

「はは……蕩けた顔だな。可愛い」

　目を潤ませ顔を真っ赤にしたマリアを見て、キースがおかしそうに笑った。チュッと音を立てて額、頬にキスを落としたあと、唇を奪って深い場所まで舌を蠢かせる。

「んふぅ、むぅ……。んン……、むぁ……ん」

　チュプチュプとすぐに舌が絡み合う音がし、キースの指がマリアの一番感じる場所を探り当てた。

「んーっ！」

　ビクンッと体を跳ねさせた途端、お湯が跳ねた。

　腰を浮かし逃げ掛けたマリアを、キースが抱き締めて腰を抱え込む。お湯から秘部が離れた事によって、プチュプチュと秘肉を擦る音が直接耳に届いてしまった。

「んむぅ！　んーっ、んんぅ！」

　いやらしい音を聞きたくないと首を振れば、唇に牙を立てられ涎が垂れた。

「あぁ……っ、あ……っ、ぅ、あ……っ」

　目をうつろにして震えるマリアは、あちこちから血を滲ませたまま快楽にむせび泣いていた。

　もうキースに何をされても、感じすぎて辛い。

　秘部からはタラタラと愛蜜が滴り、太腿を光らせている。胸の先端はこれ以上ないぐらいぷっくりと勃起し、赤く色づいていた。

「堪らないな……」

　血への欲望だけでなく目を光らせたキースは、そう呟いたあと洗濯籠に手を伸ばし中身をひっくり返した。

　フワッと白いバスタオルが何枚も翻り、陽向の匂いをさせて床に重なってゆく。

　抱き上げられたマリアはお湯を滴らせ、その上に横たえられた。

　キースは衣服を剥ぎ取るように脱ぎ、一糸纏わぬ姿で覆い被さる。

「あ……、や……」

　胸の先端に口づけられただけで、マリアの秘部からトロリと蜜が零れた。キースの温かな口の中で勃起した宝石が嬲られ、チュウチュウと吸われる。

　もう片方をキュウッと摘ままれただけで、マリアは胸で達してしまった。

「やぁあ……っ、あ、胸、やぁあ！　なのっ」

　頼りない両手がキースに縋り、何とか離れてほしいと彼を掻く。けれど力の入らない両手がどれだけキースの肌を擦っても、彼にとって心地いい刺激にしかならなかった。

「この真っ白な体が俺の噛み跡だらけになると想像しただけで、勃起する」

　熱い息を吐き、キースが卑猥な事を言った。

　開かれた脚の間、ぬるついた秘部には先ほどから彼の欲の化身が押しつけられている。先端がいたずらに花弁をくすぐり、ヌチュヌチュと淫猥な音を立てる。

　最初に血を吸った胸とは反対の胸に牙を立て、ジュルルッと啜ったあと、キースは柔らかな腹部にも牙を立てた。

「ちゃんと挿入いれてやるから、待っていろ。その前にご馳走を美味しく仕上げる協力をしてくれ」

　小さく窪んだ臍に舌をねじ込みグリグリと舌先でくじれば、マリアはあっけなく達する。

「もぉ……っ、もぉ！　やぁ！　ですっ！　ゆる……っ、して……っ」

　涙でぐずぐずになった声で哀願しても、吸血鬼は衝動を止めてくれない。

「ちゃんと達かせてやるから、ぐずるな」

　きかない子供に言い聞かせるような声を出したあと、キースはマリアの両脚を抱え秘部をパクリと晒した。

　内腿までぐっしょりと濡れた場所を少し視姦し、キースはおもむろに指を二本挿し入れてきた。

「んぁあっ」

　ぬぷんと男の指二本を咥えた場所は、ぬるついた涎でもって前後する動きを手助けする。

「熱いな。トロトロに溶けて、俺の指なのかお前のナカなのか分からなくなりそうだ」

　淫猥な事を言い、キースはぷっくりと膨らんだ肉芽を口に含んだ。

「っきゃあああぁっ！」

　あまりに強すぎる刺激にマリアは悲鳴を上げ、ビクンビクンと派手に震える。彼の口元にピュッと飛沫が飛んでしまったけれど、それを気にする余裕すらなかった。

　ヌロヌロと最も敏感な場所を舌で嬲られ、蜜壷は執拗に感じすぎる場所を擦られる。

　目の前に昔一度だけ行ったことのある、大聖堂のステンドグラスがある気がした。

　極彩色の光が差し込むなか、何度も薔薇窓が弾けては世界が光に包まれる。圧倒的な光と快楽が爆発し終わったかと思えば、違う方向に新たな薔薇窓ができてすぐに亀裂が入る。

「駄目ぇ……っ、駄目ぇっ！　壊さないでぇ……っ」

　あまりの恐ろしさに涙交じりの悲鳴を上げるが、男は攻めの手を緩める事はなかった。

「一度楽になっておけ」

　優しい声が、この上もなく残酷な事を言う。

　その直後、キースの舌がチロチロと速まりマリアの秘玉を攻め立てた。揃えられた二本の指はグチャグチャと泡立った音をたてて何度も前後し、一番感じる場所だけを虐めぬく。

「ぁ……っ、──ぁ、あ──っ」

　真っ白な炎が全身を覆い尽くし、骨になるまで焼き尽くしたかと思った。

　何かの発作のように酷く体が震えたあと、マリアの世界が堕ちた。

「……あぁ、美味い」

　マリアが気絶している間、キースは蜜にまみれた己の手を丁寧に舐めていた。獣が毛皮を手入れするように、何度も何度も執拗に舐める。

　彼の欲棒は痛いほど張り詰め、先端から我慢できない涎をタラタラと零していた。

「マリア、お前がほしい」

　くぷりと先端を密着させ、キースは彼女の上に覆い被さる。

「マリア。目を覚ませ。お前が起きている時に奪いたい」

「ん……ぁ」

　優しく頭を撫でられ、自分の名を愛しげに呼ぶ声にマリアは覚醒する。

　薄らと目を開ければ、真っ赤な目のキースが覗き込んでいた。

　少し長めの前髪を垂らし、彼は優しく微笑む。

「お前を抱くぞ。あのクソ異端審問官に初めてを奪われたみたいだが、お前をちゃんと感じさせるのは俺だ」

　ぼんやりとした頭では、キースの言う言葉を正常に理解できなかった。

　快楽の傀儡かいらいになったマリアは、ただキースに身を任せるしかない。

　ぬぷ……とキースの先端が入り込み、たっぷりと潤った場所を硬く大きなモノがみちみちと進んでゆく。

「あ……っ、ぁ……。大きい……っ」

　苦しいのか、気持ちいいのか、自分でもよく分からない。

　体が異物を押し返そうとして、マリアの膣がギュウッと締まるとキースが苦しそうな顔をした。

「っくそ……。締まりが良すぎる」

　荒くなる呼吸を整え、それでもキースは何度も腰を揺すってマリアの最奥を目指した。とうとう一番奥に何かがぶちゅうっとキスをすると、マリアのナカが酷く締まって腰が震える。

「あ……、キース……様……っ」

　涙で潤んだ視界のなか、マリアは必死に彼に向かって手を伸ばした。ワナワナと震える手を、キースはしっかりと握り返してくれる。

「……やっと見つけたんだ。気が遠くなるほど昔から、お前を愛してる」

　この上なく優しい顔で微笑んだあと、キースはゆっくりと腰を前後させ始めた。

「あ……っ、あ、……ぁ、あ、……ん、あぁ……」

　太いモノが狭い膣道を前後し、擦る。鰓えらの張った雁首がマリアの蜜を掻き出し、新たな蜜を纏って奥に突き進む。

　注がれた淫らな災液に犯されたマリアは、はくはくと喘ぎ必死に呼吸をした。

　キースのひと突きごとに、『自分』がどんどん崩れていってしまいそうだ。縋ってギュウッと手に力を込めれば、彼が現実を教えるかのように握り返す。

　吸血鬼という死した存在なのに、キースの楔も掌も、とても熱かった。

「気持ちいいか？」

　まるで夫が妻を労るような声に、マリアの目から涙が零れる。

「きもち……っ、ですっ」

　切れ切れの声で何とか答えれば、キースが心の底から嬉しそうに笑った。

「良かった」

　確認をして満足したあとは、キースも快楽に集中したようだ。

　マリアの腰を両手で支え、ひたすらに腰を動かしジュプジュプと穿ってくる。二人の陰部から滴り落ちた体液は、バスタオルに淫らな染みを作っていった。

　揺さぶられるたびにマリアの大きな胸が揺れ、キースの目を楽しませる。

「俺だけの……、聖女マリア。お前だけだ、こんなにも胸を焦がし欲するのは……っ」

　熱に浮かされたマリアは、彼の言わんとする事がよく分からない。

　自分が叫んでいるのか、彼の名前を呼んでいるのか、それすらもおぼつかない意識の狭間に消えてゆく。

「ここが……好きだろ？」

　突如キースが濡れた肉真珠に手を這わせ、指先でコリュコリュと転がしてきた。

「っ！　やぁああぁっ、だめぇえええぇっ！」

　また頭の中で、パンッと薔薇窓が弾けて光の奔流がマリアを押し流す。

　フワッと体が浮き上がったかのような感覚の間も、キースの灼熱はズチュズチュと前後しマリアを酷く苛んだ。

　最奥にドスドスと大きな亀頭が当たるたび、マリアの目の前で光が明滅する。

「も……っ、だめっ！　許してぇ……っ！」

　綺麗な顔を涙で濡らしたマリアは、力の入らない声で哀願した。

　感じ切ってビクビクと痙攣したままの体を、キースの両手が下から上になぞりあげる。

「あああぁっ！」

　その手つきに歓喜の声を上げたあと、覆い被さってきたキースが深く口づけてきた。

「んぅ！　む……っ」

　互いの舌を求め合ってヌルヌルと擦り合わせている間、キースがドスッドスッと深く腰を叩き入れ、胴震いした。

「────っ!!」

　胎内に遠慮なく吐き出される白い灼熱を感じ、マリアは涙を流し口内の唾液を呑み込んだ。キースが自分の体の中でビュクビュクと脈打ち、快楽の終焉を告げている。

　同時にキスをしたまま彼が低く呻いたのも聞き、悦びを感じた。

　罪深い事に、その感覚は初めてヴェールを被った時感じた幸せよりも、もっと深いものだった。

　──法悦。

　歓喜の坩堝に放り込まれたマリアは、自分が熱い蜜の海に沈む夢を見ながら──意識を失った。


　　　＊＊


　目を覚ましたマリアは、自室のベッドに寝かされていた。

　傍らには全裸のキースがいて、甘く微笑んでいる。

　当たり前のようにマリアも何も纏っておらず、何か言う前に体に注がれた災液が疼いた。

　呼吸を乱すマリアに、キースは「分かっている」という目を向け覆い被さってくる。

　それから獣のように何度も交じり合った。

　神の家で嬌声を上げ、子羊が眠るべき小さなベッドは淫らな律動に合わせて軋む。壁に掛けられた十字架が見守っているなか、二人は時間が経つのも忘れて何度も気を飛ばした。

　蜜にまみれ、精にまみれ、互いの名を呼んで体液を啜り合う。

　アダムとイブも、こんな快楽を知って戻れなくなってしまったのだろうか──。

　灼熱の夢の狭間で、マリアはぼんやりとそんな事を考えていた。



「キース様は……。わたしの事をご存知だったのですか？」

　気がつけば窓の外は真っ暗になっており、部屋にはオイルランプの明かりがあるだけだった。

　声が掠れ動けなくなったマリアに、口移しで水を与えたのはキースだ。

　体の火照りもほぼなくなり、ようやくマリアは普通にものを考えられるようになった。

「ご存知……というか、俺は未練のある死者だからな」

　きょとんとするマリアのプラチナブロンドを指で梳き、キースは寝物語のように身の上を語る。

「吸血鬼になるには、幾つか条件や原因があるとされている。その中で俺が当てはまったのは……。自殺だ」

「────」

　瞠目するマリアの目の前で、キースは淡く微笑む。

「俺はな、この大陸の横にある島国の生まれだ。キースという名前と、愛しい女の名前だけは覚えている。……だが自分のファミリーネームやどう生きた男だったかという事は、ほとんど記憶の彼方に消えている。鮮烈に覚えているのは、絶望した記憶だけだ」

　昔語りをする吸血鬼の話を、マリアは真剣に聞く。

「愛しい方……とは、恋人か奥様ですか？　どれぐらい以前に生きていらっしゃったのですか？」

　真っ赤になっていたキースの目は、もう落ち着いた琥珀色に戻っていた。

「愛しい女は、妻だ。名前をマリアと言った。俺が死を選んでどれぐらい経ったか、正確には覚えていない。だが知っている景色より随分文化が進んでいるから、数十年から百年以上は経っているだろう」

「マリア……」

　偶然が重なった名前を呟く彼女に、キースは愛しげに微笑む。

「そうだ。お前が俺の死んだ妻だ。……まさか洗礼名が重なっているとは思わなかったがな」

　男の大きな手が、マリアの頭や首裏、背中を何度も撫でる。

　信じられない思いで一杯のマリアは、豊かな胸をキースの胸板で押し潰すようにして詰め寄った。

「そ、そのお話が本当だとして、わたしはどうして死んだのですか？　あなたはどうやってわたしを……」

　興味を持ってくれたのが嬉しいというように、キースは目を細め唇をマリアの額に押しつける。

　けれどその後、彼の目に浮かんだ感情は悲しみだった。

「ごくありふれた理由だ。信心深く善良な夫婦は、ある日強盗に押し込まれて人生を破綻させられた。ある程度の領地を持つ領主だったが、その地位を羨む身内に命を狙われたようだ。美しい妻は誘拐される予定だったが、夫以外の男に触れられるのを激しく拒んだ結果──殺された。強盗を雇った黒幕を知った夫は……、非道を尽くし己の身内を殺した」

「…………」

　語られる凄惨な過去に、マリアは何と言っていいのか分からなかった。

「復讐をすべて終えた男は、抜け殻になった。妻の墓の前に立っては泣き、神を呪った。酒浸りになりすべてを呪ったあと──首を吊った」

「……っ」

　堪らず、マリアはキースを抱き締めた。

　目から涙が止めどなく流れ、裸だという事も忘れて体を押しつける。自分の温もりを、ここに味方がいるのだという事をキースに知らせたかった。

「あなたは……っ、独りではありません。わたしが、側にいます」

　神の愛を教えなければと思っていた吸血鬼は、もう既に痛いほどの愛を知っていた。

　知ってなお、愛の温もりを欲していたのだ。

「吸血鬼は蘇ったあと、生前の妻との間に子を作ろうとするらしい。実際蘇ってから頭にあるのは、お前との肉欲の思い出だけだった。失った快楽を思い、泣き叫ぶ。……哀れな獣だ」

「……蘇って、どう過ごされていたのです？」

　顔を離したマリアの問いに、キースは苦く笑う。

「吸血衝動が酷かった頃は、好き嫌い構わず血を吸っていた。だが……『こうじゃない』とすぐに悟った。『俺が本当に欲しいのは、こんなもんじゃない』と。それからすぐに、同族を探して話を聞いてみた」

「吸血鬼の……お仲間がいるのですか？」

　驚いて目を丸くすれば、キースはおかしそうに微笑んだ。

「俺みたいな思いをした奴は、意外に多い。死人全員が吸血鬼になる訳じゃないがな。一部は吸血衝動に身を任せ、悪の権化となった。一部は人に紛れ、目立たないように過ごしている。そういう穏健派に会って、どうしても妻の生まれ変わりを探したいと言ったんだ」

「生まれ変わりを探す事など……。可能なのですか？」

　人が知り得ない運命ものを識しるなど、人間ができる領域を超えている気がする。

「人外には人外の『物知り』がいるんだ。年寄りの吸血鬼の中には、長い歴史の間で起こった『奇跡』を見た者もいる。まぁ『奇跡』なんて言えば、神が起こしたもののように思う。だがほとんどの事は人の間で起こった、偶然の産物が多いらしい」

「そ、そうでしょうか？」

　何やら自分が信じている事を否定された気持ちになり、マリアは両手首の傷跡を見る。

「そう怒るな。別にお前が信じる神を否定した訳じゃない。お前の体に起こった奇跡は、本物なのだろう。それが見つけられるきっかけにもなった」

　マリアの髪を撫でるキースに、彼女は疑問で一杯の目を向ける。

　先ほどからキースの言う事は、すべて不可思議の領域のものばかりだ。聞く言葉すべてがおとぎ話のように非現実的で、それなのに自分という現実に結びついている。

「俺がその『物知り』から教えられたのは、蘇った吸血鬼も、転生した善良な魂も、すべからく前世の糸とどこか繋がっているという話だ」

「どういう……事です？」

　分からないという表情を隠さないマリアに、キースは丁寧に教える。

「俺は神に背いて吸血鬼となった。もちろん神も、背信者には茨の道を与えた。蘇ったあと、決して願いを叶えない環境を与えたんだ。お前が生まれ変わった先は大陸。流れる水を渡れない吸血鬼には、およそ踏めない土地だ」

「あ……」

　ふと、マリアはジェラールが言っていた噂を思い出した。

　島国から船に紛れて、大陸に渡ってきた吸血鬼がいる──、と。

「一方お前という善良な魂には、今の姿にも何かしら妻と同じ要素が重なっている。外見なんかはそっくりだし、マリアという名前が同じなのもそうだろう。生前のお前はとても信仰心の強い女だった。だったら教会関係者になっていてもおかしくない。妻の血液型は、ＲＨマイナスＡＢ型だった。俺はその血液型しか、『美味い』と思えない」

「……それは……、奇跡。……ですね」

　決して出会えないだろう二人が出会った事実。数多くいるだろう聖職者、血液型の女性の中から、キースがマリアを見つけ出したという事。

　すべて、理由があった。

「神様は、乗り越えられない試練はお与えになりません。あなたが背信者だとしても、流れる水を渡るという洗礼を受けたのなら、罪を赦されたのかもしれません」

　ジェラールから教えられた吸血鬼の知識が、いま役に立った気がする。

「あなたは罪を乗り越え、死してなお洗礼を受けて生まれ変わったのです。赦された今、願いが叶った。……そうではありませんか？」

　一度はキースを信仰のない獣と思った。だが彼がとんでもない試練を乗り越えた人だと分かると、あまりに嬉しくて涙がこみ上げてくる。

　キースとの記憶は思い出せないけれど、彼を褒め称えすべてを肯定したい気持ちになった。

「……聖女様のお墨付きなら、俺もそう捨てたものじゃないのかな」

　穏やかに微笑んだ彼は、もう初対面の獣のような雰囲気を捨てていた。

　むしろ事情を知った今なら、ずっと求め続けていた妻と再会できて、ああいう行動をとってしまったのも頷ける。

「そうですね。神様もわたしも、あなたを見守って……」

　キースの黒髪を撫でかけ、マリアは手を止める。

　ふと、ジェラールを思い出したのだ。

　教会に背を向けてまで、自分を救おうとしてくれた男性ひと。関係のないシスターなどうち捨てておけばいいのに、オドラン司祭の心配をして教会に刃向かいに行った人。

　自分がこうしてキースと睦み合っている間、ジェラールは孤独な戦いに身を置いているかもしれない。

　もしくは、知らない土地で別の吸血鬼と戦っているかもしれない。

「どうした？」

　中途半端に掲げられたマリアの手を握り、キースが問うてくる。

「……わたし……」

　揺れる青い目を見て、キースも察したらしい。

「あの異端審問官の事か」

「…………」

　何も言う事ができず、マリアは沈黙する。

「あいつが好きなのか？　求婚されていたな」

「……すみません……。わたし、考えなしで……」

　出会った順番で言えば、キースが先だ。彼には前世のしがらみがある。

　最初に肉体の繋がりを得たのはジェラール。彼は誠実さを見せ、マリアに貴族としての居場所を与えると言っている。

　考えれば考えるほど、二人の想いが強くてがんじがらめになった。

「……俺は死者だしな」

　ポツリと呟いたキースの言葉が、マリアの心を酷くえぐった。

「だが、仮にお前が現世での夫を奴としても、俺は変わらない姿でお前を守る事ができる」

　信じられない言葉に、マリアは俯いていた顔を上げる。

「……ブラザージェラールの存在を、受け入れられるのですか？」

　驚いたマリアに、キースは不本意そうに返事をする。

「俺はこの世界に戸籍というものを持っていない。襲い来る獣や盗賊から力で守る事はできても、社会的なものから守る事はできない。故郷に戻って、元いた家を乗っ取れば何とかなるかもしれない。だがそういうやり方は、お前が望まないだろう」

　いつもどこか飄々とした雰囲気のキースが、いま真剣にマリアの幸せを考えていた。

「……どうして。……そこまで……」

　鼻の奥がツンとなり、目に熱いものがこみ上げてくる。

　両親にさえ捨てられたマリアなのに、前世の夫であるというこの吸血鬼は、誰よりも深い愛情を見せてくる。

「お前を愛しているからに決まっているだろう。ここまで愛していなければ、俺だって吸血鬼として蘇っていない」

「…………！」

　改めてキースの愛の深さを知り、マリアはポロポロと涙を零した。

　震える華奢な肩を抱き、キースは切なげに呟く。

「他の女と再婚して墓に入るような安い愛し方をしていない。お前は言葉通り、俺のすべてなんだ。神に背いてまで欲しいと願った女だ。お前と再び会えて、今度こそ幸せにできるのなら、手段など厭うものか」

　彼が紡ぐすべての言葉が、自分の身に余ると思う程ありがたい。

「キース様……」

「あの異端審問官との会話は、森に潜伏して傷の回復を図っている間、耳に入っていた。俺もあいつが言う通り、教会から離れた方が得策だと思う。シスターと言えば人々から尊敬される聖職者かもしれない。だが蓋を開けてみれば、行き場のない教会という箱庭に閉じ込められた、性欲のはけ口だ。あいつがオドランという男を排除したとしても、また別の神父がここに来るだろう。そいつがお前に欲を持たないなど、誰も保証できない」

「……やはり、そうなってしまうのでしょうか」

　抱き合っている間も、マリアの首からは木製の十字架が下がっていた。

　胸の谷間に埋まっているそれに触れると、キースが済まなそうな顔をする。

「お前から信仰を取り上げたい訳じゃない。お前の崇高な精神を否定する訳でもない。ただ、祈り信じる事はどこでもできる。聖職者は奇跡を起こせる超能力者ではなく、ただの人間だ。身の上の安全を考える事の何が悪い？」

「…………」

　ジェラールによって揺り動かされた気持ちは、キースによって更に揺さぶられる。

「前世のお前は聖職者ではなかった。だがとても善良で信心深い女だったよ。そういう生き方じゃ……駄目なのか？　お前がシスターに拘る理由は何だ？」

　そこまで言われて、マリアは自分の信仰の根底を考える。

　答えは──右手のロザリオにあった。

「……両親に、捨てられたのです。聖セシリア修道院が抱える孤児院に、ローザという名前とこのロザリオを与えて、両親はわたしを捨てました。十八になるまで家から寄付金があったようですが、成人する年齢になってすべてが途絶えました。わたしはあの孤児院や修道院と関わりがあれば、どこかで両親に繋がると信じています」

　胸の奥にしまった傷を晒すマリアを、キースは労るように見つめる。

「神様を信じ、いい子にして待っていれば……。いつか迎えに来てくれると、心のどこかで思っているのです」

　言葉の最後に、ポロリと涙が零れた。

　キースは少し黙り、マリアの髪を優しく撫でる。やがて開いた口は、より確信した言葉を告げた。

「なら尚更、還俗すべきだろう。あいつの家を頼って貴族として生きれば、聖職者をしているより両親と会える確率が高まる。ローザという名前を堂々と名乗り、そのロザリオも肌身離さず持てば、どこかでお前に気づくだろう」

「……赦されるのですか？」

　思い詰めたマリアの目は、涙を湛えてキースに縋る。

「何を憂う？　誰に責められている？」

　真正面から、キースが飾らない言葉をぶつけてきた。自分の心を偽らない彼を前にすると、自分が酷く矮小な存在に思えてくる。

「わたしは……、すべての苦しみを信仰に変えました。孤児である辛さも、毎日の生活への不満も、『神様がいつか救ってくださる』という信仰にすり替えました。そんな風に……っ、清らかな信仰をただの隠れ蓑にしていたのです……っ」

　ボロっと大粒の涙が零れると同時に、マリアの心のメッキが剥がれた。

「わたしは……っ、聖女などではありませんっ。ただの、狡い人間です……っ。色んな黒い感情を、『信仰』という名の傘を被ってやり過ごしていたのです……っ。周りから褒められ、敬われるほど……っ、どんどん自己嫌悪に陥っていきました……っ」

　キースの胸板に額をつけ、マリアが涙声で懺悔する。

　細い肩は酷く震え、しゃくりあげては洟はなを啜った。

　この二十一年間誰にも見せなかった内なる汚泥を、マリアは吸血鬼にぶちまけていた。

　子供のように泣きじゃくるマリアの背を、キースは温かな掌でさする。

　やがて低く穏やかな声が告げた。

「それが、人間だろう」

「……っ」

　深い心の闇に、光が差し込んだ。

　日差しのように眩い光ではない。無限の闇を淡く照らす月光のような光だった。

「恥じるな。苦しみつつもなお生きる姿は、人間の特権だ」

　涙に濡れた顔を上げれば、深い慈愛の籠もった目が見つめている。

　──神様がいる。

　ふと、そう思ったのはどうしてだろうか。

　深い悔恨を秘めた目は、マリアのすべてを見透かしていた。ありのままを見て、それでいいと言っている。

　その目に見つめられると、十字架を前に自身の心と向き合った祈りの時間を思い出した。

　驚いたようなマリアの視線に気づき、キースは微笑する。

「俺は一度死んだ身だからな。きっと考え方や色んなものが、人間とは違っているのだと思う。だからこそ、『今』を生きているお前に精一杯生きて幸せになってほしいんだ。死んだ後の世界など、生きているうちは想像するしかできない。だが生きている間なら、自分が何をすれば幸せになるのか、考えて行動できるだろう？」

「……はい」

　ゆっくりと静かに、マリアの心が決まってゆく。

　他人を前にすると、相手が鏡のように思える。

　自分が迷いを持ったまま接すると、相手にもそのように伝わるのだ。迷わず本心で接すれば、相手にも自分の本気が伝わる。

　だが死を越えた存在であるキースの言葉は、人間以上の何かをマリアに伝えてきた。

「まぁ、お前があいつと結婚しようが、俺は離れるつもりはないがな」

　努めて明るい声を出し、キースはぎゅうっとマリアを抱き締めてくる。

　その肌は──温かい。

「教会を色々悪く言ったのも悪かった。全員が悪人と言いたい訳でもない」

「はい。わたしを心配してくださっての言葉だと、ちゃんと分かっています」

　おずおずとキースを抱き締め返すと、応えるようにまた逞しい腕に力が籠もった。

　彼の涼やかな香りを吸い込みながら、マリアはこれからの事に思いを馳せる。

　もう少しすれば、きっとジェラールが戻って来るだろう。キースと親しくしている自分を見て、「裏切られた」と思うかもしれない。

　なるべく誠実に話し合い、説得してみよう。キースの思いもちゃんと伝え、ジェラールの意見もしっかり聞く。

　マリアが二人の男のいい所だけを取る気もするが、仮に二人が自分を望んでくれているのなら、一番いい解決方法を選択したい。

　それが──二人の男を同時に愛する事だとしても。



　ジェラールが戻るまでの日々、マリアは毎日キースに愛された。

　彼に血を与え、疼いた体を熱杭で貫かれる。

　人が訪れる昼間には控えてもらったが、人々が出歩かなくなる時間帯になってから、浴びるほどの快楽を与えられた。

　血を吸われ我を失い、声が掠れるほど嬌声を上げる。

　以前の自分なら顔を赤らめ、もしかしたら「汚らわしい」とすら言ったかもしれない行為に、毎日耽った。

　死してなお想われる気持ちに、報いない理由があれば誰か教えてほしいと思う。

　誰かに愛されれば、その分誰かを愛するものだ。

　死後も最愛の妻を求めたキースに、少なくともマリアは報いたいと思った。

　それがシスターとして間違えた行為だとしても、この『愛』という気持ちに偽りはない。

　心身共に「満たされた」と感じるようになったマリアは、確固たる思いで愛のなんたるかを説ける気がしていた。


　同時に、やがて訪れる『最後』の時がやってくるのも覚悟していた。

　自分はいずれ聖職者の道を外れるという、『シスターマリアとしての最後』を彼女はしっかりと見据えるのだった。



	
			第四章　終わりの足音

　だがフォレスティエール教会を訪れたのは、ジェラールではなかった。

「シスターマリア」

　嵐の晩に自分の名前が呼ばれ、マリアは扉の方を向く。

　こんな夜更けに……と思ったのは、キースが初めて教会を訪れた時と同じ気持ちだ。

「返事をするな」

　すかさず、ベンチに座っていたキースが短く言う。

　マリアは就寝前の祈りを捧げていて、キースは彼女の祈り姿を見守っていた。あとはもう、共にベッドに入るのみという時間帯に外から声がしたのだ。

「ですが……」

「困った人ならどうしよう」と、マリアの善なる心が胸をざわつかせる。もちろん相手はマリアの名前を知る人物という事になるが、真夜中に外にいる人を放っておく心は持ち合わせていない。

　ランプを下げたマリアが、一歩ずつ戸惑いながら扉に近付いてゆく。

「マリア」

　咎めるキースも立ち上がり、すぐに彼女の背後に追いついた。

「シスターマリア。開けてください」

　その声は、聞き慣れない男性のものだ。

　低く甘やかなように思え、どこか魅力的でつい聞き入ってしまう。

　誘惑するかのような声に気づいたキースは、鼻の頭に皺を寄せマリアを背後から抱き締めた。

「答えるな。相手が魔の領域の者なら、招き入れる事になる」

　マリアの耳元でキースの声がし、ギュッと逞しい腕が彼女を囲う。その頼りがいのある感触に、マリアも半ば縋っていた。

　どうにも自分は『求める声』に弱いらしく、呼ばれたら返事をするし、助けを求められたら応えたいと思ってしまう。

　良く言えば善良で素直なのかもしれないが、悪く言えば愚かしいまでに単純だ。

　この場に一人でいたのなら、マリアはすぐ返事をしていただろう。だが今は、自分を心配してくれるキースがいる。ジェラールだって今は遠い土地を移動しながら、マリアを想ってくれているかもしれない。

（わたしは、愛されている）

　その思いは、今までにない自信をマリアに与えようとしていた。

「ええ。返事を致しません」

　キースに抱き締められたままじっとしていると、今度は別の声がする。

「シスターマリア。そこにいるのは分かっているのですよ。この教会を預かろうとする私を、外に締め出すおつもりですか？」

「オドラン司祭様!?」

　ドキッとしたマリアは、思わず声を上げた。

　あんな事をし、狼の姿をしたキースに襲われて逃げていったオドラン司祭が、戻って来たのだ。

「シスターマリア。私は悔い改めました。もう二度とあのような事は致しませんから、どうぞ中に入れてください」

　動揺したマリアの心には、オドラン司祭への罪悪感もあった。

　あのような行為を受けた失望や悲しみは勿論あるが、キースに襲われた彼に、「申し訳ない」という気持ちも少なからず持っていた。

　キースに言わせれば「救いようのないお人好し」なのだが、自分のせいで司祭が傷を負ったという事実は変えられない。

「よせ、マリア」

　キースが諭すが、自分より偉い司祭に負い目があるマリアは正常な判断を失っていた。

「シスターマリア、開けてください」

　──だからオドラン司祭ではない声にも、つい応えてしまったのだ。

「はい。いま開けますから、お入りください」

　閂かんぬきを引こうとしたマリアを、扉ごと『何か』が吹っ飛ばした。

　メキメキッと木の扉が軋む音がした直後、ドォッという轟音と共にマリアの華奢な体が吹き飛ばされたのだ。

「マリア！」

　危機を感じ、キースがすぐマリアの元に駆けつける。

「う……」

　壁に叩きつけられたマリアは、額を打ち付けて傷ができていた。細い血の筋がタラリと流れ、キースともう一人が反応する。

「あぁあ……。いーぃ匂いだなぁ。これが聖痕を受けた聖女様の血の匂いか。滾る……。匂いを嗅いだだけで勃起するぜ……」

　ただの木っ端と化した扉を踏み越えてきたのは、帽子を被った黒ずくめの男だった。帽子のつばから緩やかにウェーブした髪が覗き、陰から見えた顔は美形でもある。

　だがそれ以前に男が発する禍々しい気配が、ただの人間ではないとキースに判断させる。

「マクシミリアンさん。私が管理する教会なのですから、あまり暴れられては困りますよ」

　マクシミリアンと呼ばれた黒ずくめの男の背後から現れたのは、オドラン司祭だった。

「お前……。どういう事だ。そいつは吸血鬼だろ」

　低く唸るキースの声に、オドラン司祭は顔を歪めるようにして笑う。

「おやおや、我が聖女をたぶらかした獣がよく言います。聖女の血は美味しかったですか？　もしかして生娘も奪ったのでしょうか？　いけない子ですねぇ？　シスターマリア。そんなふしだらな子は、神様が罰してしまいますよ？」

「司祭……様……」

　キースに助け起こされたマリアは、顔面蒼白になる。

　教会が破壊されたショックもさる事ながら、オドラン司祭が吸血鬼を伴って訪れた事に理解が及ばない。

　何よりも、彼が口にした「いけない子」「ふしだらな子」「神様が罰する」という言葉が、ガンガンと頭に響いた。

「わ……わたしは……」

　夏場のコットンの寝間着姿を、オドラン司祭はねっとりとした視線で視姦する。

「その吸血鬼と共寝しているのでしょう？　マクシミリアンさんが『精液の匂いがする』と言っていました」

「……っ」

　あからさまな言葉を使われ、マリアの体が遠目から分かるほど震えた。

「いけませんねぇ？　シスターマリア。穢れた子は、お父さんとお母さんが迎えに来ませんよ？」

「あ……っ」

　心の弱い部分を突かれ、マリアの眦から涙が零れた。

　自分の体を抱き締め震えるマリアを見て、キースが歯噛みする。

「お前……どういうつもりだ！　聖職者が吸血鬼と手を組むなど……っ」

「おやおや、ご自身はどうなのです？　あなただってシスターマリアをただの餌と思っていないでしょう。愛してしまったのですか？　死者が、生者を！」

　最後の言葉にキースは唇を噛みしめ、黙り込んだ。

　二人の心の傷を抉り、オドラン司祭は生き生きとしている。その様子を半ば呆れた目で見て、マクシミリアンはマリアに手を差し出した。

「お前、来い。そこの若輩より、ずっと気持ちいい思いをさせてやる」

　その声に愛情など欠片もなく、ただマリアを餌か家畜としか見ていない。

「……出て行ってください。神の家は求める者のためにあります」

　様々な感情を圧し殺したマリアの声を、マクシミリアンがせせら笑った。

「そこの同胞はらからを咥え込んでいる癖に、今さら聖女ぶるのか？　この教会は精液の匂いがプンプンする。昨晩もたっぷりお楽しみだったんだろう？」

「……っ」

　マリアの顔にさっと朱が走り、唇がワナワナと震える。

「それの何が悪い？　マリアに本当の愛を教えたのは俺だ。人の愛を知らず神の愛を説いていた女に、俺が本当の愛を教えた。俺とこいつの行為は愛があってこそだ。だがお前らは何だ？　そいつは聖職者の癖に女に飢え、お前はただ人間を餌と思っているだけだろう。薄汚れた者同士手を組んだとしても、こいつは絶対に触らせない」

　怒りを前面に出したキースが、マリアの前に立ちはだかる。

　今にも飛びかかりそうに低い姿勢を取り、いつ何があっても対応できるように備えていた。

「マリア。こいつらの言葉に耳を貸すな。こいつらは人の姿をとった悪魔だ。様々な言葉でお前を誘惑し、堕落の道に引きずり込もうとするだろう。お前が確固たる信仰を持つのなら、聞く耳を貸さず毅然としていろ」

　キースの広い背中から、導きの声が聞こえる。

　ハッとしたマリアは、深く頷いた。

「はい！」

　その途端、けたたましい哄笑が礼拝堂に響く。

「はははははは!!　私が悪魔ですって？　墓地より蘇った死者が何を言いますか！」

　笑っているのはオドラン司祭だけではない。マクシミリアンも牙を剥きだしにして笑っていた。

「お前は一度死んだ身だ。どれだけそのシスターに焦がれようが、お前の愛とやらが届く日は来ないんだよ！　何よりも生者と死者という明確な線引きができている。お前が一番分かっているだろう？」

「一緒に……するな！」

　赫怒かくどしたキースは、地を蹴りマクシミリアンに襲いかかった。

　彼の姿をかたどっていた輪郭がふっと揺らぎ、黒いジャケットやズボンから霧が滲む。黒い霧の中から無数のコウモリが羽ばたく音がし、武器のように伸びた爪がマクシミリアンのコートを切り裂いた。

「おっと！　危ねぇ！」

　まだ余裕たっぷりのマクシミリアンは、唇を笑いの形に歪めて飛んだ。

　天井の高い礼拝堂を、常軌を逸した存在が飛び回り、コウモリや霧が空間を支配する。見えない場所で二人の吸血鬼が交戦し、彼らの咆吼と何かがぶつかり合う硬い音が聞こえた。

「……キース様……」

　座り込んだマリアは両手で胸の十字架を握り締め、ただキースの無事を祈る。

　だがその目前に黒々とした影が落ちた。

「悪い子のシスターマリア。お仕置きの時間ですよ」

「……あ」

　顔にひっかき傷を作ったオドラン司祭が、ニタリと笑って黄色い歯を見せた。

「私をここまでしておいて、獣と交わるだなんてとんだ魔女です。魔女は聖なる槍で貫いて、清めなければいけませんねぇ……」

　マリアの目の前で、オドラン司祭はカソック越しに欲棒を撫で、扱く真似をする。

「く……悔い改めたのではなかったのですか!?　司祭様とあろう方が、そのような真似をなされば……猊下がお悲しみになります！」

　震える足を叱咤して立ち上がり、マリアは彼こそが悪魔と言わんばかりに十字架を突きつける。

　武器を扱う事ができないマリアにただ一つできるのは、十字架に祈りを託す事だけだった。

「猊下……？　あのお方は教会の腐敗をすべてご存知です。ご存知の上で、教会が如何に今後百年千年と続くかを最重要視されています。腐った果実でも、何もない空っぽの果物籠よりは良いでしょう」

「そんな……！」

　崇高な存在が腐敗を知りつつも放置していると聞かされ、マリアは足元が崩れる思いだ。

　ドンッと大きな音がし、そちらを見れば礼拝堂の壁に派手なひびが入ったところだった。

「キース様！」

　白い壁にキースの体がめり込み、口端から血を流している。赤くなった目がマクシミリアンを激しく睨みつける。壁を蹴り再び空中に舞おうとした時、ドンッとまた大きな音がしてキースの肩に杭が突き刺さっていた。

「ぐああぁっ……！」

　聞くに堪えないキースの咆吼のあと、マクシミリアンがゲームの的を外したかのような明るい声を出す。

「ざんねーん！　心臓外したか！」

　どう繋がっているのか、マクシミリアンは空中に浮いたまま、己の闇から次の杭を取り出していた。

「やめてください！　キース様を殺さないで!!」

　涙を零し絶叫したマリアの肩を、オドラン司祭が掴んだ。自身の体に引き寄せ、無遠慮な手がマリアの豊かな胸をたぷたぷと揉みしだく。

「いやああぁあっ！　やめてっ！　キース様！　死なないで！」

　生温かい舌がべろりとマリアの耳を舐め、鼓膜をぐちょりという音が犯す。生理的に体が震えるなか、マリアは必死に十字架を握り締めキースの無事を祈った。

「主よ！　どうかわたしの愛する方をお守りください！」

　おぞましさに震えて祈りの言葉を叫んだ時だった──。

「あああぁっ！」

　両手首に両足、そして脇腹にドスンと衝撃が走った。

　あまりの痛みに涙が零れ、礼拝堂の床にマリアの血が滴る。

「これは……」

　耳元で動揺したオドラン司祭が、マリアの手首から流れる血を見て目を丸くしていた。

　だが反応したのは司祭だけではない。空中で目を真っ赤にさせたマクシミリアンが、狂気の笑みを浮かべマリアを見据えた。

「あぁ……。そいつが神の血なのか……。物凄く甘美な匂いだ……。よこせ……。そいつを吸わせろ!!」

　キースを屠ろうとしていたマクシミリアンが、獣の本能をそのままにマリアに飛びかかってきた。

　空中に涎を振りまき、漆黒の影が礼拝堂を横切る。その鉤爪がマリアの柔肌を切り裂こうとした瞬間──。

　──マクシミリアンの手が吹っ飛んだ。

「ぎゃああああぁあぁっ!!」

　一瞬不思議そうな顔をした直後、マクシミリアンがゴロゴロと教会の床をのたうち回る。傷口は強力な酸でも被ったかのように、ジュウジュウと白い煙を上げてなおも彼を苛んでいた。

「シスターマリア！　ご無事ですか!?」

　新たな声が礼拝堂に響き、破壊された扉の方を向けば息を荒らげ髪もグシャグシャにしたジェラールが、大きな銃を構えていた。

　背中に太い杭を担ぎ、ケープの下からは見慣れない銀色の武器が体に沿って装備されているのも見える。吸血鬼対策に完全武装した彼が、現状を把握しようと中に入り込んで来た。

「シスターマリアは一応無事。……オドラン司祭はあとで処すとして。あの吸血鬼は磔状態。……そしてお前は……」

　滅茶苦茶になった小さな教会を冷静に分析し、ジェラールは最後にマクシミリアンを見る。

　いつも冷静な彼の顔に、ゆっくりと憎悪と狂気が広がっていった。

「ようやく会えたな。マクシミリアン。……ハッ、これぞ神が与えた奇跡なのだろうな。ハレルヤ、だ」

　ギラギラと凶暴に光る目を隠そうとせず、ジェラールは銃を構えた。

　キースと交戦した時よりも大きな銃身は、以前の二丁使いの物と異なり両手で構えないと扱えない代物らしい。

「な……何だ、お前は……っ」

　マクシミリアンは何も覚えていないようだった。

　だがマリアはジェラールの口から、「家をマクシミリアンと言う吸血鬼に滅ぼされた」と聞いたばかりだ。ジェラールの心で渦巻く憎しみを察し、何も言えなくなる。

　キースを見れば、苦悶の表情を浮かべつつも自ら肩の杭を外そうと試みているところだった。

「ほぉう。覚えていないと言うのか。……まぁ、そうだろうな。お前らが餌としか思っていない人間の事など、一々覚えていないだろう。……だが無為に命を狩られる家畜とて、痛みを覚える心はあると覚えておけ！」

　マクシミリアンの傷口で、筋肉や血管がビクビクと蠢き再生しようとしている。だがジェラールはマクシミリアンの再生を待たず、新たな弾を彼の胴に撃ち放した。

「ぐおおぉっ！」

　ドンッ！　と大きな衝撃音と同時に、マクシミリアンの体が壁まで吹っ飛ばされる。

「きゃあっ！」

　大きな音と新たな咆吼に、マリアは戦いて悲鳴を上げた。

　こわごわと見てみれば、壁に打ち付けられたマクシミリアンの腹部に風穴が空いていた。

「ひ……」

　空気を呑む音がし、自分をいまだ捕らえているオドラン司祭が動揺した隙に、マリアは思いきり彼を突き飛ばした。

「すみませんっ」

　ズキズキと痛む両手でオドラン司祭を突き、やはり痛む足で走る。よたよたとした頼りない足取りだが、マリアは自らの意志でオドラン司祭を拒絶した。

「シスターマリア、私の後ろに」

　濃茶の髪を乱したジェラールは、胴につけたハーネスよりスラリと銀の短剣を抜く。通り過ぎざま、マリアはジェラールの顔に刻みつけられた憎悪を見た。

　うなじがそそけ立つほどの負の感情を見せつけられ、思わず足が止まる。

　このまま彼が憎しみのままにマクシミリアンを屠れば、彼がもっと濃密な闇に囚われる気がした。

「マリア……っ」

　だが彼女を呼ぶ声がし、そちらを見ればキースがもがいている。

「これを抜いてくれ」

　この場にいる四人の男のそれぞれに気を回し、自分の考えられる許容量を超えそうで頭が痛かった。だができる事から一つずつ解決しなければいけない。

　痛む足を動かしておぼつかなく進み、キースを縫い止めている杭を抱えた。

「きっと痛みます。我慢してくださいね……っ」

「大丈夫だ」

　血を流したキースが低く応えたのを聞いて、マリアは渾身の力で杭を抱き後退する。マクシミリアンの怪力で打ち付けられた杭は、ちょっとやそっとの力では動かないようだ。

「ん……っ、く……」

　全身に力を入れ足を動かせば、ズリズリと床の上を足が滑ってゆく。汗が噴き出し、薄い寝間着はすぐにぐっしょりと濡れた。

「あぁ……、いい香りがするな。お前の血の匂いがする」

　杭に打たれてなお、キースは目を赤く光らせ薄ら笑っている。

「こんな時に悠長な事を仰らないで。今……っ、お助けしますからっ」

　一際力を込めた時、ドンッ！　とまた銃声がした。

　反射的に体を竦ませジェラールを見れば、あの大きな銃でマクシミリアンの頭部を吹き飛ばしたところだ。おまけにマクシミリアンの残った手足に銀の剣を突き立て、動けないよう固定している。

　その背後で、オドラン司祭は腰を抜かしていた。

「……殺してやる！　ずっとお前を殺す日だけを夢見ていたんだ！　父と母の！　弟妹の苦しみを味わえ！」

　悪鬼の如く咆吼し、ジェラールが哄笑する。

　敬虔な信者の証しであるカソックを着込んだ彼が、髪を振り乱し人である事をやめたかのように、理性のない声を上げていた。

「……ブラザージェラール……っ」

　居たたまれなくなったマリアの目から、大粒の涙が零れる。白磁の頬を濡らし、ほっそりとした顎から雫が滴り落ちた。

　その横顔を見たキースが、自由になる腕を差し出す。

「マリア、少しだけでいいからお前の血を舐めさせてくれ。力を得られたら、きっと一人で抜け出せる。お前はあそこの堕ちてしまいそうな異端審問官を救ってやれ。きっとあいつには、お前の声しか届かないだろう」

　涙を流したままキースを見れば、彼は例の深い感情の籠もった目で笑っていた。

「マクシミリアンを除き、俺が一番年上だ。この混乱の状況で何が必要なのか分かっているつもりだ。俺は死しても灰に戻るだけだが、あいつが心を壊したら残る人生棒に振るだけだ」

　優しいキースの声がする傍ら、ジェラールが銀の剣を叩きつけマクシミリアンが絶叫するのが聞こえる。

「あなたは……」

　呆然としたマリアの前で、キースは微笑む。

「お前が守りたいものを、俺も守ろう。さあ、俺に血を与えて行け」

　しっかりとした声に背を押され、マリアは彼の口元に手首を近付けた。

　キースは少しマリアの血の香りに酔いしれていたが、すぐに舌を伸ばしピチャピチャと血を舐めてきた。マリアの腕をとり、キースは牙を立てジュルルッと血を啜る。

「んぅ……っ、あ……」

　こんな状況だというのに、下肢に酷い快楽が走って蜜を吐き出したのが分かった。

　それでも懸命に痛む足に力を入れ、教会に立つ。

　幸い脇腹の傷は浅いらしく、白い寝間着に血が滲んでいたが動けないほどではない。

「……よし。感謝する。……行け」

　まだキースの目に欲望が灯っていたが、彼は強固な理性でマリアから唇を離した。自らの足で壁を蹴り、ミシッと壁の亀裂が深まった。

「あ……、ですが……」

　なおも迷っていると、キースの手が伸びてマリアを押した。

「行け！　お前はシスターなんだろう？　救いが必要な奴を救ってやれ！」

　心を射貫くような強い声と言葉。

「はいっ！」

　勇気を与えられたマリアは返事をし、教会の壁やベンチで体を支えつつまろび歩く。

　気持ちは走っているつもりなのだが、足の骨の間を貫通したという釘の痛みはまだ彼女を苛んでいた。

　視線の先、ジェラールは背負っていた杭を掲げ、狂気の笑みを浮かべてマクシミリアンの心臓に突き立てようとしていた。

「死ねぇっ！」

　憎悪に満ちた声が告げたあと、吸血鬼の絶叫が礼拝堂に木霊する。

　床に縫い止められた手足が、ビクンッと跳ねた。

　正常な気持ちで聞いていられない絶叫を耳にし、マリアは恐怖に涙しつつもジェラールの背中に縋り付く。

「私の家族の憎悪を受け止めろ！」

　だがジェラールはマリアの事が意識にないのか、マクシミリアンの墓標となる杭に体重を掛けた。

　あれほど高潔でピンと背筋が伸びていた背中は、憎悪という感情に支配され丸まっている。肩甲骨の隙間から生えているだろう見えない使徒の羽は、もう真っ黒になりボロボロになっている気がした。

「ブラザージェラール！」

　大きな声で彼の名を呼び、マリアは両腕に力を込める。

「もうおやめください！　その吸血鬼を滅しても、あなたのご家族は戻りません！」

　両腕の中で、ジェラールの体がビクッと震えた気がした。

　血を流しキースによって熱を与えられた体で、マリアはなおも縋り付く。

　自分がキースによって救われたと思うのなら、自分は感謝の気持ちと共に別の誰かを救いたかった。

　自らの心の傷を広げ、同じ屋根の下で暮らす家族なのだからと過去を話してくれたジェラール。

　マリアの事を思い、彼女の将来を考えて妻にと申し出てくれた彼が、このまま堕ちてしまう事を思うと恐ろしかった。

　不器用な優しさを持つ実直な彼こそ、もう一度日の当たる場所で生きてほしい。

「あなたに必要なものがあるなら……っ、わたしに可能ならすべて与えます！　あなたは……、幸せになりたいのでしょう？」

　教会に月光が差し込んでいた。

　マリアが付けていたランプはいつの間にか消え、暗闇の中でステンドグラスが淡く光っている。

　マクシミリアンは、もう動く事をやめていた。

「……憎み続けるのは、辛いです。憎しみを持ったまま、ブラザージェラールは沢山の吸血鬼を滅ぼされたかと思います。結果的に吸血鬼に困っていた人々は救われたでしょう。ですが一度死した吸血鬼も、憎しみを糧とするあなたも……肝心な両者は救われていません」

　ボコッと大きな音がし、壁が崩れる音と同時にキースが自由になったのが分かった。

　視界の端でぎこちなく動く彼を見て安心し、マリアはジェラールの前に回り込んだ。

「……ね？　これからのご自身の事を考えましょう？　ブラザージェラールがわたしを『あらゆるものから守りたい』と仰ったように、わたしもあなたを苦痛から守りたいのです。わたしはあなたがこれから苦しまずに済む、安らぎの道を望みます。お話ならいつでもたっぷり伺いますから……ね？　どうか憎しみを手放してください」

　まだ痛む手でジェラールの頬を撫でると、感情を失った深緑色の目がゆっくりとマリアを映した。

　目の前に立つ血にまみれた聖女を認識し、正常な光をゆっくり取り戻した瞳から、涙が一粒零れ落ちる。

「……シスター……。悪に身を落としかけた私を、主がお赦しになると思いますか？」

　奇しくもそれは、マリアがキースに問うた言葉と似ている。

　砂漠の如く乾ききった声に、マリアは花が綻ぶかのような笑みを向けた。

「主はいつでもあなたを見守り、赦していらっしゃいます」

　彼女の笑顔に、ジェラールが毒気の抜かれた表情になった時──。

「シスターぁあ！　血をよこせぇ！」

　最後の力を振り絞ったマクシミリアンが、体が千切れるのも構わず渾身の力で起き上がろうとした。

　爪の伸びた手がマリアを切り裂こうとした瞬間、一瞬にしてジェラールがマリアを抱えて飛びすさり、キースがマクシミリアンの手足を切り落とした。

「っがぁあっ！　……あぁ……」

　本当の断末魔の声を上げ、マクシミリアンの体は杭を打たれた心臓部分から形を崩していく。火に炙られた紙がボロボロと解けるように、マクシミリアンという吸血鬼をかたどっていた肉体はゆっくり消滅していった。

「……大丈夫ですか？」

　腕の中で震えているマリアに、冷静さを取り戻したジェラールが問いかける。

「え、ええ。ありがとうございます、お二人とも」

　マリアの反応に一瞬和らいだ空気の中、「ひ……、ひ……」と引き攣った声がした。

　見れば腰を抜かしたままのオドラン司祭が、ジェラールの所業と吸血鬼であるキースを前に怯えていた。背中は壁にあるというのに、足をずりずりと動かしてなおも下がろうとしている。

　その無様な姿を見ていっそう冷静になったのか、ジェラールが懐から一通の手紙を取り出した。

「アンドレ・オドラン司祭。あなたには猊下より召喚状が届いています」

「しょ、召喚状？」

　掠れた声で単語を繰り返すオドラン司祭に、ジェラールは表情を変えないまま告げる。

「あなたが前任していた修道院や、その前も点々としていた修道院。そこでシスターたちが望まぬ子を授かり、その父はあなたであると言う訴えが届いています。また吸血鬼と通じ、若い娘を拐かどわかしているとの噂で、あなたを含めた幾人かの司祭たちの名が挙げられています。猊下も酷くお嘆きで、その真実を確かめたいと仰っています」

「そ、そんなこと知りませんぞ！　シスターなどどこで股を開いているかも分かりません。どこぞの町人に犯されできた子かもしれません！」

　こんな状況において保身にしがみつく司祭を、マリアは何とも言えない面持ちで見ている。

「あなたがここでどれだけ言い訳をしても、猊下に届く訳がないでしょう。申し開きをしたいのなら、本部へ戻って大勢の前で真実をお話しなさい。あなたの言葉が真実なら、また司祭として神の教えを説けるでしょう」

　最後の言葉は、最大限の皮肉だった。

「だ……っ、大体どうして今になってそんな話になるんですか！　地方を任されている司祭が何をしようが、本部には関係ないでしょう！」

　口から唾を飛ばし喚くオドラン司祭に、ジェラールは初めてニヤリと笑ってみせた。

「バダンテール家が大層怒っているそうですよ」

「バ、バダンテール家!?　あの……、各国の王と猊下を繋いでいるという家が？　どうして！」

　その名を聞いた途端顔色を変えたオドラン司祭に、ジェラールはまた冷ややかな顔に戻ると手紙を握らせた。

　オドラン司祭は、『ブラザージェラール』という呼称しか知らないため、彼がバダンテール家の者だと分からない。故にバダンテール家がなぜ怒っているかなど、知らずとも当たり前だ。

「さあ、どうしてでしょうね。教会内部には口を出さないというあの一族の耳に、耐えがたい醜聞が入ったのかもしれませんし」

「……ま、まさか……」

　態度が一変しブルブルと震える司祭を、ジェラールは強引に立たせ出入り口に向かって強く肩を押す。

「あの家は教会だけでなく、各国の王族とも根深い関係です。神の名に反する行為をした司祭たちを一掃する動きを見せても、おかしくないかもしれませんね。猊下はともかく、各国の王は教会に表向き高潔さを求めています。教会が清く聖職者が人々の尊敬を得ている限り、民は税金や献金を納めます。清らかな教会の姿は、国や信仰が連綿と続く事に繋がりますから」

　自らの愚行が破滅を招いたとようやく悟ったのか、破壊された扉の前でオドラン司祭は棒立ちになっていた。

「さあ、お行きなさい。このフォレスティエール教会はもうあなたに関係ありません。猊下より召喚状があれば、すぐはせ参じるのが使徒でしょう。この教会はちゃんと修繕され、牧歌的な地域に相応しい、誠実な司祭が次に派遣されるはずですのでご心配なく」

「うう……」

　まだ何か言いたそうな顔でオドラン司祭は背を向けかけたが、残る未練をマリアに向ける。

「シスターマリア、私と一緒に来ませんか？　あなたの奇跡を猊下がご覧になれば、きっとお喜びになります。あなたが奇跡の象徴となり、猊下と共に人々の信仰を集めるのです。あなたの中に、神が宿ったのですよ？」

　オドラン司祭はなおも未練がましくマリアを求める。教皇や枢機卿たちの前に引きずり出されても、マリアという聖女を同行させる事で罪が軽減される事をを望んでいた。

　それを察したのか、違うのか、マリアは火照る体を押さえ込み緩く首を振った。

「司祭様、わたしは見世物ではありません。信仰や奇跡もまた、見世物ではありません。奇跡は限られた者の中にあるのではなく、隣人の愛の中に垣間見えるものです」

　傍らにいるキースとジェラールを見て微笑み、マリアはゆっくりとオドラン司祭に頭を下げた。

「わたしはこれから教会に還俗を願います。シスターではなくなりますが、揺るぎない信仰は変わらず持ちます。どうか司祭様は、猊下に清い教会をお求めになってください」

「そんな……。あなたは選ばれた人だというのに、使徒である事をを捨てられるのですか!?」

　オドラン司祭の顔は信じられないと歪んでいる。

「あなたは私が望んでも得られなかった神の寵愛を受けた！　その身に滲む神の血が何よりの証しです！　だというのにヴェールを脱ぐなど、教会や猊下、神に対する冒涜です！」

　口端に泡を溜め激昂する司祭に、マリアはきっぱりと言い放った。

「神様や信仰は、使徒だけのものではありません。生きるすべての者の側に、息づいているものです。司祭様は感じられないのですか？　隣人の笑顔や、明るい日差しや穏やかな風の中に、主が望まれた平和と愛を感じませんか？」

「…………」

　マリアが当たり前に感じている日々の信仰しあわせを言われ、オドラン司祭は酷く傷ついた顔をした。

　鈍器で頭を殴られたかのような表情をし、今にも泣き出しそうに唇が震える。

「……あなたは……そんなものの中に信仰を見るのですか？　神の家や、敬虔な祈りの場に神の愛は……」

　その目を受け止め、マリアは彼もまた信仰に迷う一人の子羊なのだと思った。

「豪華絢爛な教会や、立派な十字架の中に神様が必ず宿るとは思っていません。神様は何者も贔屓せず、すべてに等しく愛を注がれていると、わたしは思っています」

「…………」

　マリアの言葉を聞いたあと、オドラン司祭はしばらく茫然自失として佇んでいた。

　やがて手の中の手紙を握り、ゆっくりと背を向ける。その目には涙が光っていた気がした。

　見える場所から司祭の姿が消えてからマクシミリアンがいた場所を見ると、そこには人の形に煤けたものが残っているだけだった。

「……終わったのか」

　キースが疲れた声を出し、再生しつつある左肩をゆっくり回す。

「……まだ終わっていないだろう、吸血鬼。お前がさっき浅ましくもシスターの血を啜っていたのを、私はちゃんと知っているんだからな」

　ジェラールがキースに矛先を向けたが、その声には滅してやろうという殺意はない。

「おや、共に同じ女を求める者同士、仲良くやらんと損だぞ？」

　ベンチに軽く腰掛けたキースが笑うと、ジェラールは決まり悪く頭を掻く。

「シスターマリア、あなたには色々言いたい事があります。特にこの吸血鬼との関係を……。シスター？」

「あ……、はい……」

　キースに噛まれた時の疼きが、もう耐えられないほどマリアを苛んでいた。

　限界になったマリアは事が収束した緊張の糸も切れ、ヘナヘナと床に座り込んでいる。

「あぁ……、もう。災液が回っているんですね」

　苛ただしげに呟いたあと、ジェラールはカソックの襟を緩める。

　視線だけでキースに同行を求めると、彼もゆっくりと立ち上がったところだった。

「行くぞ、マリア。まずはお前の熱を鎮めるのが先決だ」

　力の入らない体をグイッと抱き上げられ、それだけでお腹の奥がズキズキと疼く。太腿には蜜が滴り流れていて、その香りを鼻のいいキースに知られないか酷く恐れた。

「あ……あの。ど、どちらが……」

　困り切って自分を抱いているキースを見上げ、それから隣を歩くジェラールを見上げると、彼らは一度視線を交えて溜め息をつく。

「不本意ですが、二人であなたを抱く以外の選択肢はない気がします。私はあなたを独り占めしたいですが、あなたはこの吸血鬼と情を交わしているのでしょう？」

「…………」

　見透かされ、やりきれなくて沈黙すればキースが低く笑う。

「俺はマリアがいいなら全部受け入れるけどな。別に竿が一本増えた程度、マリアなら海より深い愛で受け入れるだろう」

「あ、愛の問題なのですか……っ？」

「人を数える言葉に竿という単語を使うな。まるで私の存在意義がそれだけのようだ」

「特に変わらんだろう。マリアの善良さにつけ込んで、処女を奪った生臭が」

「私が不在の時に、シスターにつけ入って彼女を寝取ったお前に言われたくない」

　キースとジェラールがぎゃあぎゃあと言い合いをしている間も、三人は移動してマリアの小さな私室に辿り着いた。

　薄い寝間着はすぐに脱がされ、二人の男の前にマリアの素肌が晒される。

「さあ、始めようか」

「シスターマリア、いま楽にして差し上げますからね」

　微笑む二人はこれから自分を救ってくれる存在のはずなのに、この上もなく凶悪に見えたのは気のせいだろうか。

　言い返せない雰囲気のなか思ったが、四本の腕が伸びてそれぞれに愛撫を始め、マリアはすぐに快楽に溺れていった。



	
			第五章　愛のはざまに

「あ……、あ。……ん、むぅ」

　キースに深く口づけられ二人分の唾液を呑み込んだあと、負けじとジェラールがマリアの唇を奪った。

　その間二人の手はマリアの乳房を揉み、ぷくりと膨らんだ先端を弄る。キースが少し強めにキュッキュッとしごけば、ジェラールは指の腹を使ってコスコスと優しく擦る。

「ふぁ……っ、ぁ、あぁ……」

　真っ白な肌に唇で吸われた跡が点々と咲く。二人が競ってキスマークをつけるものだから、肌に咲いた跡が誰のものか分からなくなっていた。

「美味そうに色づいているな」

　赤く腫れ上がった胸の先端を見て、キースが熱い息を吐く。そのあとパクリとマリアの乳首を口に含んでしまった。

「あ……、やぁ。吸っちゃ……や……」

　嫌と言いつつも、マリアはキースの黒髪を優しく撫でている。それに対抗意識を燃やしたジェラールが、「私の事も愛でてください」と反対側の乳首に吸い付いた。

「あゃ……っ、やぁあっ、ふ、二人で……っ」

　両方の乳首が二つの舌に愛され、ヌメヌメと温かな感触が先端を擦る。乳房の形が変わってしまうほど強く吸ったり、ちゅっちゅっと音をたてて吸い付いたり。てんでに動く柔らかな舌に、マリアの頭は飽和状態だった。

　当たり前に下肢はたっぷりと蜜を塗らし、そこにも男たちの指が迫ってくる。

　ジェラールの指が一本蜜壷に押し込まれ、優しい動きでヌプヌプと前後した。すぐにマリアの声が甘くなる場所を探し当て、「ココですね」と彼が甘く微笑む。

　キースは濡れたマリアの肉真珠を探り、指先で微弱な刺激を与え続けていた。包皮の上からコリュコリュと転がしたかと思うと、顔を覗かせた真珠に指先をピタピタと叩きつける。マリアの腰が跳ねたのを確認して、次はたっぷりと蜜をまぶして執拗に撫でてきた。

「ん……っ、あぁあっ、あ……っ、だめぇ、だめ……っ、ですっ」

「何が駄目なのです？　具体的にどういう事をするのが駄目か納得できたら、私は手を引きましょう」

　ジェラールの愉悦の籠もった目がマリアを見つめ、頬に光る涙をチュッと吸い取った。

「そうだ。これから俺たちの妻になるなら、言いたい事は言える仲にならなくてはな？」

　キースがジェラールの言葉に乗り、やにわに指を一本マリアの胎内に挿し入れてきた。

　ジェラールの指と重なった指は、息がぴったりと言っていい動きでマリアの蜜壷を擦る。二人が指を動かすたびに、くちょくちょぷちゅぷちゅと泡立った音が耳を犯した。

「あゃ……んっ、やぁっ、ふた……っ、りでなんてっ、ぁっ」

　マリアの脚は大きく広げられ、膝を両側から二人の脚に押さえられていた。快楽を逃がすのに腰を揺するのが精一杯で、マリアは眦から大きな雫をポロッと零す。

　脇腹や手足の傷跡は、もう既に二人によってたっぷり舐められた後だった。

「マリアの手はシーツを握っていて勿体ないな？　折角空いているんだから、自分でも気持ち良くなってみてはどうだ？」

　意地悪く言うと、キースはマリアの手を取り下肢に導いた。

「あ……っ、な、何をなさるのです？」

　怯えたマリアの中指を伸ばさせ、キースはまるまると膨らんだ真珠に触らせる。

「ほら、ここがお前が善くなる場所だ。俺が一緒に触ってやるから、自ら快楽を得る術も覚えておけ」

「いや……っ、お、お許しくださいっ」

　怯えたマリアが手を引こうとするも、ジェラールの片手がマリアの手首をしっかり押さえた。

「シスターマリア。自ら快楽の園を知る事も、良い事だと思いますよ？」

「あ……っ、ぁ。やぁ……っ、ヌルヌル……してますっ」

　指に触れた場所はまるくてツルツルしている。キースの手が動くとマリアの指も動き、膨らんだ真珠に刺激を与えた。指の動きそのものは触れるか触れないかぐらいなのだが、その前にたっぷり二人によって快楽を教え込まれて敏感になっている。充血した肉真珠は、マリアの拙い指の動きだけでも十分感じ入る事ができた。

「あぁ……っ、あ……。あぅ、あ……っ、や……っ。きちゃいます……っ」

　二人の指は変わらずマリアの蜜壷に収まったままで、じゅっぷじゅっぷと音を立て一定のリズムで弱い場所を擦っていた。

　彼らは話す合間もマリアの乳首を吸い、全身が快楽という名の蜜にたっぷりまみれた頃──。

「うんっ……、あ！　あぁああっ……」

　ビクンッと一際マリアが大きく震え、顔を仰のけ喉を晒した。腰が反って尻がぐぅっとシーツに押しつけられ、絶頂を表す。

「あぁ、とっても可愛いイキ顔だな」

「こんなに蕩けた顔をして……。随分善かったのでしょうね」

　男たちの声が、膜を一枚被せた場所から聞こえる気がした。

　意識がふんわりとして、体を動かすのも億劫だ。

　マリアがぐったりとしている間、その体が力強い腕により抱き起こされた。薄らと開いた視界のなか、逞しい裸体を晒したジェラールが興奮を隠しきれない目でマリアを見ている。

「シスターマリア。あの日の続きをしましょう」

　ベッドの枕元の壁を背にし、ジェラールは自身の楔の上にマリアを座らせる。

「これだけ濡れていれば大丈夫ですよ」

「あ……、ブラザージェラール……」

　彼の名を呼ぶが、何と言っていいのか分からない。

　彼に先に体を許しておきながら、その後キースと自堕落な日々に耽ってしまった自分をどう思っているのだろう？

「怒って……いらっしゃらないのですか？　ん、……あっ」

　ジェラールに支えられていた体が、ズブズブと肉杭を呑み込みながら沈んでゆく。キースにも勝るとも劣らない肉棒は、みっちりとマリアを満たしていった。

「あぁ、あなたのナカは相変わらず具合がいい……。とてもきつく締めてきて、すぐにでも出てしまいそうです」

　陶然として呟くジェラールに、キースがマリアの背中を舐めつつ茶々を入れる。

「早漏なら早漏で、すぐにイッてくれ。その分、俺がマリアを愛せる」

　キースは背後から両手でマリアの胸を揉み、砂時計のような体のラインや豊かな臀部を撫で回していた。

「……こういう風に言われるから、本当は嫌なんですけどね。……だが私にもこいつに借りがあります」

　ジェラールは体勢をずらして寝そべるような格好を取ると、下からゆっくりとマリアを突き上げ始めた。

「ん……っ、あ、……あ。……あぁ、あ……」

　ぐちゅぐちゅと水音がし、野太いモノがマリアの膣道を前後する。巨大なソレはマリアの最奥にすぐ届き、トチュントチュンとキスを繰り返していた。

　マリアは必死になって忘我の境地へ堕ちるのを堪える。そうなる前に、ちゃんと話を聞かなければと思ったのだ。

「最初にこいつと交戦した時、私は憎い吸血鬼という存在を前に少しタガが外れていました。ましてや教会という場所であなたを押し倒していたのです。頭に血が上った私は、見境なしに銃を撃ち放してしまった。それは……あなたの体をかすめようとしました」

　ずん、ずんと深くマリアを穿ちつつ、ジェラールが懺悔をしていた。

　マリアは彼の言葉を聞いてあの時の事を思い出そうとするのだが、頭の中が快楽一色に塗られかけている。

「こいつは、あなたを庇って銀の弾丸を受けた。身を挺してあなたを守ったのです」

　ハッと、頭の中に怪我を負った狼の姿が思い浮かんだ。

　彼は確かに体に銀の弾丸を受け、苦しんでいた。

「……妻を守るのは夫の役目だ。お前が教会にいる間は安心して療養できたが、いなくなった後はいつ不届き者がマリアを狙うか分からないからな。力が戻るまでは狼の姿で過ごし……。まぁ、後は守った代償にマリアを頂いたが」

　二人の結合部に自らの先端をヌルヌルと擦りつけ、キースはマリアの背中にしつこくキスマークをつける作業をしていた。

　ジェラールの胸板で押し潰されそうなマリアの乳房を揉み、先端をコリコリと摘ままれるとマリアはギュッと屹立を締め付けてしまう。

「あ……っ、あぅ、あ……はっ。お二人は……っ、ちゃんと認め合っているのですね……？」

　熱に浮かされたかのようなマリアの声に、二人は妙な沈黙を返す。マリアには見えなかったが、顔を見合わせ微妙な顔をしたかもしれない。

「マリア、あまり調子に乗るなよ？　俺はお前を幸せにするのが前提だが、こいつと仲良しこよしするつもりはないからな？　一度は命を狙われた恨み、忘れるものか」

「え……っ？　ですがキース様、わたしが守りたいものはあなたも守ると……」

　少し不穏な空気になりかけたのに驚いて振り向けば、キースは不機嫌そうな顔をして牙を見せた。

「夫に逆らう妻には、お仕置きだな」

「えっ？　え……、ぁ、っああああぁっ！」

　パックリと尻肉を割り開かれ、その際の部分に牙を立てられた。

　じゅうっ、じゅずずっと血を啜る音がし、マリアの蜜壷がきつくジェラールを喰い締めた。あまりの締め付けにジェラールが声を上げる。

「っ……！　吸血鬼！　お前……っ」

「あぁ、美味い。なぁに、これから俺のも受け入れてもらうんだ。聖女様にはもっと乱れてもらわないとな？」

　敏感な場所近くで吸血され、マリアは滝のように愛液を流していた。ジェラールの体を伝って滴った蜜は、シーツに染みを作っている。

　感じ切ったマリアの後孔に、キースは迷いなく舌を這わせてきた。

「やああぁっ！　そ、そんな所……っ」

「シスターマリアっ、締まりすぎですっ」

　ジェラールはマリアの太腿を抱え、キースはマリアの尻たぶに手を掛けている。すべてを晒された体勢で、マリアの後孔にレロレロと温かな舌が這う。

「嫌です……っ、キース様っ」

「さっき寝ようとする前に、ちゃんと身ぎれいにしただろう？　お前の体は全部綺麗だから、大丈夫だ」

　たっぷりと唾液で濡らしたあと、キースは指に蜜を塗りたくりマリアの後孔に侵入させた。

「ぅんンんっ！」

「神父、ちゃんとシスターを感じさせろ。こっちが解れるぐらい善がらせるんだ」

「本当にお前は獣だな……っ。シスターが嫌がっているだろう」

　ズンッと一際強くジェラールが腰を突き上げ、マリアの目の前で星がチカチカと瞬いた。

「あぁあああっ！」

「お前が先にマリアの処女を奪ったんだ。俺はこっちの処女をもらう」

　子供じみた言い訳をし、キースはなおもマリアの尻に牙を突き立て、指をヌチヌチと動かす。

「んぅっ、あぅっ、んーっ、ぅっ……」

　何度も小さく達したマリアを苦しそうと思ったのか、ジェラールが労るようにキスをしてきた。

　蜜壷と後孔を苛まれるマリアは、必死にジェラールの舌に救いを求めた。拙い小さな舌は懸命に動き、そうする事によって快楽を少しでも忘れようとしている。

　不思議とキースに何度も噛みつかれる度に、後孔までもが性器となったようにじんわりと蜜が滲んだ気がした。

　いつの間にキースの指が二本に、そして三本に増えても、マリアはめくるめく快楽の合間に痛みを覚える事はない。

　ジェラールは下からずっとズンズンとマリアを突き上げ、情熱的なキスを続けている。

　頭がどうかなりそうになった時、キースが満足気に笑った気配がした。

「そろそろ……いいか」

　ぼんやりとした頭で彼の言葉を聞いた直後、熱く濡れたモノがマリアの後孔に押しつけられた。

「マリア、体の力を抜いておけよ」

　それからヌズヌズと巨大なモノがマリアを穿ち、彼女は手足を突っ張らせ呼吸を止めた。

「──っ、あああぁっ！　……っぁっ」

　拡げられた後孔にキースの逸物がねじ込まれる。二本の肉棒に貫かれたマリアは、一瞬頭の中で世界が一回転したかのように思った。

「……っ、吸血鬼。私にも後でそちらをっ」

　たっぷり濡れたマリアの蜜壷を縦横無尽に突き上げ、ジェラールは欲を隠そうとしない。

「分かってる。俺も後で前をもらう。……っぁ、きつい」

　キースもジェラールの動きに合わせ、すぐにマリアをズンズンと穿ってきた。

「ぃあああぁっ、ひ──、あぁあぁっ、ひやぁっ、あぁあっ」

　キースによって快楽の毒を注がれたマリアは過剰なまでに淫悦を拾い、人としての言葉を忘れてしまった。

　美しいプラチナブロンドを乱し、青い目に涙をたっぷりと溜めては零す。唇から透明な糸を垂らせば、それすらも逃がさないとジェラールに舐められる。

　二人の獣が聖なる乙女を犯し、喰らい尽くしていた。

　男たちの律動に合わせ、大きな母性の象徴が弾む。ほんの少し前まで何者も知らなかった真っ白な乳房は、今や愛する者に触れられ赤い所有の跡を残していた。

　色づいた先端も、二人の獣に貫かれている場所の赤も、罪深いまでに熟れている。ぽってりと腫れて誰のものと分からない体液にまみれ、愛されている。

　人が持つ目と髪と肌以外の色は、血色の赤だ。

　戦いで流された血の色、枢機卿が纏う高貴な色、あるいは愛する者に贈る花の色、勝利を司り、あるいは吉兆を表す。または運命の糸の色──。

　原初の男女が囓ったという誘惑の果実も、思わず手に取ってしまうぐらい美しい赤だったのだろう。

　聖女は真っ白な肌に赤い血を滲ませ、赤い場所を男たちに愛され、忘我の境地にいた。

　世界が明滅し、内なる薔薇窓が何度も破裂しては極彩色の夢を見せる。

「マリア……っ、マリア！　愛してる！」

　いつの間に体勢が変わり、仰向けになったマリアはキースに蜜壷をじゅぼじゅぼと激しく貫かれていた。下からはジェラールがマリアの胸を揉み、菊孔を犯している。

　貞潔を守っていたシスターは、二人の獣に食い荒らされた。

　けれど快楽の白に塗りつぶされるなか、マリアは薄らと微笑む。

　本当の愛を知る事ができて、もう孤独の中に悲しみを見いださないのなら、これでいいのではないか、と──。

　自分が生まれたという事実だって、きっと愛し合った両親がいての結果だ。

　愛した人と体の関係を持つのは、悪い事ではない。

　愛された分同じだけ愛し返せるのなら、夫や妻が複数いる文化の事だって理解できる気がした。

「あ……っ、ぁ、締まるっ」

　ベッドを下りたマリアは二人の男に抱え上げられ、立った二人の肉棒を受け入れていた。

　体重の軽いマリアを、男たちが腕力だけで上下させるのは容易い。

　タイミングが合わないと思うままに動けない体位より、立つ事を提案したのはキースだった。

「も……っ、ぁ、ゆる……してっ」

　マリアは目の前に立つキースに縋り付き、力の入らない腕で彼の首にしがみついていた。

　キースはマリアの尻たぶを掴み、背後からジェラールが太腿を抱えている。あれだけいがみ合っていた二人が、息ぴったりのタイミングでマリアの体を上下に揺さぶっているのだ。

　ズンズンと深く突き上げられるたび、ぐちゃぐちゃずぼずぼと凄まじい音がする。

　大量の蜜は男たちの腿を塗らし、床にも蜜溜まりができるほど滴っていた。

「マリア、まだいけるだろ？」

　目にトロリと欲望の灯を灯したキースが、マリアの唇を奪う。

「ん、むぅ……ぁふっ……ぁ……。あううぅっ！」

　キスに気を取られた後、腰がズドンと落とされ深い場所を抉られた。ビクビクと跳ねるマリアの耳に、背後からジェラールが舌をねじ込んだ。

「いやぁあ……っ、あぅ、うーっ、……ひっ、あああぁあっ！」

　直接頭蓋にネチャネチャという音が響き、マリアが悶え抜く。

「あぁ、美味そうな顔だ……」

　堪らずキースが口筋に吸い付き少し牙を立てれば、マリアは酷く二人を締め付け何度目か分からない絶頂に飛んだ。

「ぁっ……、出ますっ」

「ぐぅっ」

　あまりの締め付けに二人がくぐもった声を出し、同時にマリアの胎内に白濁を浴びせた。

「────っ」

　体の中が熱いものに濡らされる感覚を、今日だけでも何度覚えただろう。マリアの子部屋を二人の精が見たし、彼女の小さな部屋もねっとりとした獣気に満ちていた。

「俺は次は背後から突きたい」

　まだまだ衰えない二人は、マリアにたっぷりと舌を絡めキスをしたあと、おもむろに体勢を変えるのだった。



	
			終章　父なるもの、母なるもの

　それから一か月後、シスターマリアは還俗しローザという名前に戻っていた。

　現在の住まいはバダンテール侯爵家の城。

　巨大な都市を構える領地の郊外に、古い建築様式の城があった。

　ジェラールの叔父アルマンは父亡きあと領地や侯爵代理としての仕事をこなしてくれていた。しかしジェラールが戻りたいと告げた時から、当主の務めを譲るつもりでいたようだ。

　元より父が死んだ時点で侯爵家当主はジェラールのものであり、アルマンは一時的に仕事を請け負ってくれていただけだ。

　正当な当主が還俗して戻ると聞くと、アルマンも諸手を挙げて喜んだらしい。

　何よりアルマンも、兄夫婦の家族を引き裂いた吸血鬼が滅んだと知って、ジェラールの仕事を褒め称えた。彼が一度身分を捨てても復讐しようとした結果が実を結び、アルマンが一番喜んだのではと思うほどだ。

　ジェラールの父とアルマンは仲が良く、甥である彼との関係も良好だった。

「それで……、ローザさんはどこのご令嬢かな？　見た所とても立ち振る舞いも優雅で、さぞ名のある家のご令嬢かとお見受けしますが」

　芳醇な香りのする紅茶を飲み、アルマンが問う。

　それにアール・ヌーヴォースタイルのドレスを着たローザは、歯切れ悪く答える。

「私は孤児です。両親は貴族かもしれず、十八になるまで少なくはない寄付金が振り込まれていたそうです。ですが今はもうこのロザリオしか身の上を知る物がありません」

　右手首に巻き付けてあるロザリオに触れると、アルマンは興味を引かれたようだ。

「失礼。少し見せて頂いても？」

　アルマンに言われ、ローザは手首に巻いていたロザリオを渡す。

　彼はしばらく興味深そうにロザリオを見ていたが、十字架の裏とメダイの裏を特にしげしげと見ていた。

　やがて、甥に向かって問う。

「ジェラール、このロザリオを見せて頂いた事は？」

「あります。見当はついていますが……」

「え？」

　ジェラールの言葉にローザは顔を上げる。

　今までこのロザリオについて、彼が誰の物か分かるなど言っていなかったからだ。

「そのメダイの裏についている紋章だろう？　俺だって気づいていた」

　不遜な態度で座っているキースが言うと、ようやくそこでアルマンは彼についておずおずと甥に質問する。

「ところで……、この男性はどちら様だ？　ジェラールの友人にしては雰囲気に少し険があるし……」

　アルマンも初っぱなからいたキースに疑問を持ちつつも、尊大な態度の彼にどう切り込んでいいのか迷っていたのだろう。

「そいつはキースと言います。ハッキリと言ってしまえば吸血鬼です」

「えぇ!?」

　アルマンは大きな声を出し、思わず立ち上がった。

　だがキースは悠然と脚を組んだまま、優雅に紅茶を飲むだけ。アルマンはキースが泰然自若としているのに、自分だけ動揺した醜態に気づいたようだ。すぐに座り直し、「申し訳ない」と詫びる。

「あ、あの……。キース様は吸血鬼ですが、わたしの血しか吸われません」

　すぐにローザが擁護に入るが、アルマンは俄には信じられないようだ。

「まぁ、信じられないのも無理はないだろう。吸血鬼と聞けば誰彼構わず血を吸う化け物と、世間では認識されているからな」

　時間は午後だが、カーテン越しの日差しを浴びてもキースは平然としている。彼が復活してから百年以上は経っているらしく、その間に吸血鬼として多少頑丈になっているのかもしれない。

　彼自身も「首をはねられ心臓に杭を打たれ、朝日を浴びるのトリプルでなければ、簡単には滅しないだろう」と言っていた。

　ならなぜマクシミリアンは心臓に杭を打たれ滅びたかという事だが、キースが穏健派に与していた事が原因のようだ。

　過激派はそれぞれが野獣のように単独で行動し、従者を作っては欲望の赴くままに生きている。それに対し穏健派は人間の中に理解者を作り、過激派を共に退治するなど人間と協力関係にあるそうだ。過激派の存在は、穏健派にとっても目の上のこぶらしい。

　その協力関係の過程で、吸血鬼の弱点とされている物の克復研究もされているようだ。

　キース自身、海を渡ってローザの元に辿り着くため、島国で血の滲む努力をしていたのだ。

「では……、キースさんは穏健派の吸血鬼という認識でいいのですか？」

　アルマンも、家柄か吸血鬼について多少の知識はあるようだ。

　ジェラールとローザは、バダンテール家への道中互いのすべてを語り合った。なのでそれぞれの『今まで』を知っていた。

「そうなりますね。穏健派と協力関係にある人間の中には、彼らに血を与える秘密組織もあります。代わりに快楽を得て交わる……という、清らかとは言いがたい組織でもありますが。それでも、闇雲にそこらの人間の血を吸うよりずっといいでしょう」

　ジェラールの説明に、ローザはじわっと頬を熱くさせる。

　キースに血を吸う事を許している以上、ローザも彼と交わっているという事を告白したも同然だ。

　それにアルマンも気づいたのか、三人を探るような目で見ている。

「叔父上。この吸血鬼は好き嫌いもあり、本当にローザさんの血しか吸いません。この城に置くとしても、家人に徒なす事はないでしょう。愛する女性以外の血は要らないと、豪語するほどですからね」

「しかし……。ローザさんはジェラールが妻にと望んだ女性なのだろう？　い、いいのか？　それはあまりにも……」

　アルマンが言いたい言葉を察し、ローザは顔を伏せる。

「私がいいと言っているのです。この吸血鬼とは利害関係にあります。私には守れないやり方で、ローザさんを守ってくれると信じています。また男女間の事においても、ローザさんは私とこの吸血鬼を遜色なく愛してくださると思っています」

　淡々と告げるジェラールの横で、思わずローザは立ち上がった。

　顔は羞恥で真っ赤だが、大切な事なのでちゃんと言わなければと思ったのだ。

「お願い致します……！　わたしはジェラール様もキース様も、お二人共に命を救われました。教会の腐敗により、司祭様に無体を働かれようとしたところや、過激派の吸血鬼に命を脅かされようとした時、このお二人は協力してわたしを守ってくださいました」

　ローザの思いを、アルマンは黙って聞いている。

「確かに女性が二人の男性を愛するなど、世間的には褒められた事ではありません。ですがそこに真なる愛と思いやりがあれば、成り立つものなのだと思っています。この世界に完璧な平等などありません。ですが欠けたものを補ってこそ、夫婦だと思っています」

　自身の思いを吐露したローザを、キースが手を引いて座らせる。

　相変わらずゆったりと座したまま、キースは自分がどのように死に、蘇ってローザマリアを求めたかを説明したのだった。


「前世の妻……か」

　キースがローザに執着する理由を知り、アルマンは納得したように頷く。

「加えて私も、ローザさんに心を救われた者です。マクシミリアンへの復讐で悪鬼のようになっていた私を、ローザさんが救ってくださったのです。そしてそこの吸血鬼は、彼女がそうする事を許してくれた。……私たちは、そういう関係です」

　最後にジェラールがつけ加え、アルマンは少しの沈黙のあと「分かった」と頷いた。

「当主であるジェラールを信じよう。キースさんがこの城に住む事を黙認した上で、ローザさんとの婚姻を進めればいい。三人の関係は、三人に任せる。……話は戻るが、そのロザリオについてだが……」

「ああ、私もそれを話そうと思っていました」

　アルマンの言葉に、ジェラールはローザのロザリオに視線をやる。

「このロザリオから……、何か分かるのでしょうか？」

　自分を捨てた両親の事が分かるのかと思うと、期待と不安で胸が高鳴る。

「そのメダイの裏にバラの刻印がされてあるでしょう。棘のないバラはアダムとイブが罪を犯す前の象徴です。またバラ自身が聖母マリア様を表し、精神的な愛を指す事はご存知でしょう？」

「はい。それについては察する事ができたのですが……」

　ローザも与えられたロザリオから、様々な事を連想した。だが彼女が持っている知識は聖典の教えに関わる事がほとんどだ。世俗的なバラの知識は分からない。

「あなたのローザという名前に込められた思いは、今のようなもので間違えないと思います。ご両親はあなたを深く愛しておいででしょう。ですがこの国の貴族界において、バラと言えば……と連想する家があります」

「それは……」

　恐る恐る問うと、ジェラールは一瞬アルマンを見てから唇を開く。

「トーマ家。このバダンテール家と並び、教会に密接な関係のある家です。家柄的にはバダンテール家より古いです。トーマ……双子という意味を持ち、十二使徒の一人の名前を持ちます。初代教皇様となられた方は、双子の生まれだという逸話があります。その片割れがトーマ家として家を続かせ、影ながら教皇様をお支えしていたのです。トーマ家が侍従のような雰囲気ならば、バダンテール家は軍事的な意味合いですね」

「そんな家が……」

　呆気にとられているローザに、アルマンが言葉を続けた。

「これは私が知る情報だが、トーマ家のマリー様という方はローザさんのお母上と言ってもおかしくない年齢だ。屋敷に閉じこもっておられるので、社交界などでお目にかかった事はない。しかし噂では髪の色や雰囲気などローザさんと似ているようだ」

「マリー様……」

　ポツリと呟いた母かもしれない人の名は、聖母マリアから名付けられる名前だ。

「噂ではマリー様は過去に叶わぬ恋を経験し、その失意より閉じこもってしまわれたという話だ。トーマ家のご当主はマリー様の兄上だが、その事情込みで彼女を今も屋敷で住まわせているらしい」

　マリーの情報を聞き、ローザは複雑な顔になる。

　様々な感情が胸で渦巻いていたが、何か口にするより先に言葉を発したのはキースだ。

「何を迷う事がある。確かめたいと思うなら会いに行けばいい。生臭が当主として会いに行けば、大抵は断らないだろう。それが憚られるなら、俺が連れて行ってもいい」

　躊躇いのないキースの言葉にポカンとすれば、彼は逆に「なぜそういう顔をする」という表情でつけ加えた。

「何度も言っただろう。俺のような存在と違い、お前たちの時間は有限だ。迷ってその場で待っていても、事態は何も変わらないぞ。不安だろうが何だろうが、行動を起こさず後悔するよりまず動け」

「……はい」

　力強いキースの言葉に勇気づけられ、ローザはしっかり頷いた。

　バダンテール家に新たにやって来たローザとキースの事情も分かり、アルマンも受け入れてくれる。

　還俗したてのローザにやる事は色々あるが、周囲の人々のお陰で何とかなりそうだ。それもこれも、すべて神のお導き……と思うのは彼女がまだ信仰を捨てていないからに他ならない。


　　　＊＊


　結婚許可証がもらえるよう教会に申請書を提出し、そのあいだ花嫁衣装の準備などが進められる。

　流行のドレスデザインを見るのは、カタログを捲るだけでも胸がときめく。孤児院で質素に暮らしていても、確かにローザは女の子としてドレスに憧れていたのだ。

　シスターになる決意を進めていくうちに、「自分とは関係のない物」として諦めていた。しかしやはり心の底に憧れがあったのは否めない。

　華美な服装への罪悪を覚えつつも、美しいレースや宝石、ヒラヒラとしたフリル。華やかなブーケなどを見ていると心が躍った。

「またお前は懺悔しつつそれを見ているのか」

　ノックした後にローザの部屋に入ってきたキースは、ロザリオを握り締めながらカタログを見ている彼女に呆れ声を出す。

「だ、だって。とても素敵なのですが、わたしが着ても本当にいいのか……」

　紅茶とお茶菓子が載ったトレーを手にしたキースは、それをテーブルの上に置きローザの口にクッキーを押し込んだ。

「んっ」

「お前が華やかなドレスを纏えば、あいつが美しい花嫁を得たと周囲が羨むだろう。あいつの評判も上がるだろうし、恥を掻かせずに済む。それにドレスを作る工程で、レース職人や針子、宝石商などの仕事も回る。式を挙げるのに教会に献金を払い、教会が潤う。馳走を振る舞うに当たって、食材を買う商人は儲かるし料理人も仕事になる。何もかもいい事づくしだと思うがな？」

　サクサクと口を動かしクッキーを咀嚼している間、キースはとつとつと語る。

「……い、言われてみればその通りです」

「だろう？　年上の言う事は聞いておいた方がいい」

　ローザの隣に腰掛けたキースは、彼女の頭を抱いて口づけた。

「……んっ」

「……甘いな」

　クッキーのジャムの味がする唇を舐め、キースが呟く。

「明日、会いに行くんだろう？」

　バダンテール家での日々に少し馴染んできた頃、ジェラールがトーマ家に話をつけ、引きこもりのマリーに会える機会を作ってくれたのだ。

「はい。気持ちを落ち着かせるために、カタログを見返していたのですが……。逆にドキドキしてしまいました」

「ドキドキって……。こんな物でドキドキするのか？　お前は東洋の春画を見たら、どういう顔をするんだろうな？」

「……しゅんが？」

　何も分かっていない顔で小首を傾げるローザに、キースはニヤニヤと笑う。

「まぁ、色んなお楽しみは取っておこう。それはともかく、あいつとの結婚は俺が公認で許可するが、初夜権は俺が握るからな」

「初夜……けん？」

　初夜という言葉は何となく予想するが、それに権利という言葉が付随すると訳が分からない。いまだローザの一般教養は、箱入りのシスターと変わりない。

「夫となる男の代わりに、花嫁と最初にヤる権利の事だよ」

「…………っ！」

　ガタッとローザが立ち上がり、顔を赤くしてキースから距離を取る。

「俺とあいつも、色々折衷案を出してるんだ。互いがなるべく平等になる事は必要だろ？」

「そ……、そうですが……」

　今から初夜の事を口に出され、気が気でない。

「まぁ、まだ結婚は先の事だから。今は明日の事に精一杯悩め」

　キースがポンポンと自分の隣を叩き、ローザはおずおずと元の位置に座る。

「明日はキース様も来てくださるのですか？」

「俺も夫だからな。見届けるさ」

「ありがとうございます」

　柔らかく微笑んだローザは、何だかんだ言って優しいキースをすっかり愛していた。


　　　＊＊


　翌日、ジェラールとキースと共に馬車に乗ったローザは、トーマ公爵家に向かって旅路を進めていた。

　マリーは王都のタウンハウスにはおらず、公爵領の屋敷にひっそりと暮らしているらしい。

　旅程は少し長くなるが、外の世界に出たローザは見るものすべてが真新しく飽きない。

　ジェラールとキースという手練れがいるが、形だけの護衛もいる。マーケットに紛れて珍しい果物を見たり、その地方の立派な教会に立ち寄っては祈りを捧げる。時計塔のからくりを楽しみ、地域の名物料理も味わった。

　夜は二人から求められ、結婚前だというのに新婚旅行のようでもある。

　そのように二週間ほどの道のりがあっという間に過ぎ、三人はトーマ公爵領に到着した。



　ゴシック建築の屋敷は、古めかしく重厚な印象がある。

　錬鉄の門をくぐり玄関前で馬車を降りたローザは、トーマ家の荘厳さに呑まれていた。

「さあ、行きましょう。ローザ」

　この頃には、ジェラールは彼女を呼び捨てにするようになっていた。ローザも二人への言葉遣いを少しずつ砕いたものにしているのだが、なかなか丁寧な言い方は直らなかった。

「はい、ジェラール様」

　玄関前では侍従が待っていて、三人の姿を見るとすぐに扉を開いた。

　季節は夏から秋に変わろうとしていて、外にいた彼が暑くも寒くもなかったようでローザは安堵する。

　玄関ホールには使用人たちが勢揃いしていて、両側から三人に頭を下げていた。

　その中央に、金髪の男性が立っている。恐らく彼がトーマ公爵家の当主ドミニクだろう。

「ようこそ、バダンテール卿。そちらは奥方様になるローザ様と、ご友人のキース様ですね？」

　齢四十半ばぐらいのドミニクは、三人に向かって感じのいい笑みを向けた。

「この度は突然の訪問を快諾頂けて、感謝しております。閣下」

「は、初めまして。ローザと申します」

　貴族としてそつなく振る舞うジェラールに対し、ローザはぎこちなく淑女の礼をする。キースは黙ったまま軽く会釈するのみだった。

　だが彼らの態度をどうこう言うほど、ドミニクも狭量ではないらしい。

「まずはお話を伺いましょう。迎賓室にお茶を用意しますから、どうぞ」

　ドミニクが三人を先導し進むと、彼らもついてゆく。ローザは立派な屋敷の内装に目を取られていたが、バダンテール家も豪奢な家なので「貴族の家はどこも立派」と感心していた。

　白と黒のタイルが並ぶ床を進み、天井の高い広々とした回廊を進む。少し角度が急な階段を上ったりするうちに、三人はタペストリーが壁一面に並ぶ迎賓室に通されていた。

「色彩豊かで綺麗ですね。見た事のない風景もあります」

　ドミニクに勧められソファに腰掛けると、彼が微笑して答える。

「この建築様式の城は火を焚かないと寒いですからね。壁にあるタペストリーも、熱を逃がさないための物なのです。家に代々伝わるものですが、昔は色鮮やかな糸で織られたタペストリーも、富を示すものだったとか」

「なるほど……。ご説明ありがとうございます」

　うんうんと深く頷くローザを、ドミニクは好意的に思っているようだ。ローザはバラの雫から生まれたかのような清純さと美しさがある。心根も素直であれば誰もが快く思うだろう。

　執事が人数分の紅茶を淹れ焼き菓子を出したところで、ジェラールが切り出した。

「マリー様はお変わりありませんか？」

　いきなり話の核心を突いたが、ドミニクは不快に思わなかったようだ。事前に書状によって用件を伝えてあるので、当たり前とも言えるが。

　彼は紅茶を一口飲み、その香りを確かめたあと絶妙な間を開けて呟く。

「……妹の事は哀れに思っています。敬虔な信者として、そして深窓の令嬢として育てられ……。ただ一度身を焦がした恋が、道ならぬ恋だったのですから」

　ローザの胸がドキンと鳴り、自分の母かもしれない人の過去に耳を澄ませる。

「すべての話は、内密にお願いします。今回の訪問も非公式にお願いしていますから」

「ええ、分かっております。ご心配せず。私たちとしましても、このローザさんの憂慮を払拭できればいい。ただそれだけの個人的な思いでやって参りました」

　髪を撫でつけ、フロックコートを身に纏ったジェラールは、どこから見ても貴族の紳士だ。少し前まで彼がカソックに身を包み、銀色の二丁拳銃を撃ち放していたなど誰も信じないだろう。

　今は若草色のドレスに身を包んでいるローザも、以前はシスターマリアだった。

　唯一姿が変わらないのはキースだが、彼も傍から見れば吸血鬼だと誰も思わない。

　ドミニクは向かいに座っているローザをじっと見つめ、彼女の顔立ちの中に誰かの面影を見ているようだった。

　少し沈黙したあと、ドミニクは長年の秘密を打ち明ける。

「ローザさんが手にしているロザリオ。それは確かに我が家が教会に祝別して頂いた物です。……妹が産んだ娘を守護するよう、……祈りを込めた物です」

「────」

　ローザの体を静かな衝撃が走り抜け、体がブルッと震える。その後、掠れた声が出た。

「では……、あなたは伯父様なのですか？」

　縋るようなローザの目に、彼女とよく似た青い目を持つ彼が微笑む。

　初めて彼を見た時から、皆ドミニクとローザの類似性に気づいていた。

「……今まであなたを放置してしまい、本当に申し訳ない。ローザ」

　青い目に涙を溜め、ドミニクは深く頭を下げた。

「……っ、伯父様……っ」

　生まれて初めて肉親の存在を確認したローザは、両手で口元を押さえ静かに嗚咽しだした。華奢な肩が震えるのを、両脇からジェラールとキースが抱く。

　頭を上げたドミニクは、親しげな三人の様子を不思議そうに見ていた。だが自分の家の事情と同じように、ローザたちにも複雑な事情があるのだろうと察したのか、何も言及しなかった。

「ローザさん。本当に済まない。あなたの母は、きっとあなたを娘だと認識できないだろう」

　ローザが泣き止んだ後、ドミニクが静かに告げる。

「どういう……事でしょうか？」

　いい年なのに独身で屋敷に閉じこもっているという話から、マリーにも事情があるのだと察していた。彼女がどんな状況だとしても、ローザは母の事が知りたい。可能ならひと目会いたいし、父の事だって聞きたい。

　覚悟の籠もったローザの目を見て、ドミニクも包み隠さず話してくれる。

　四十半ばになって皺が目立ち始めた顔には、長年身内だけで隠していた秘密を、一番の被害者であるローザに懺悔できる安楽が窺えた。

「ローザの父君は……教皇様です。敬虔な信者であったマリーが大聖堂に赴いた時、当時枢機卿だった教皇様と道ならぬ恋に落ちてしまった」

「…………っ」

　自分の父がとんでもない人物だと知り、ローザは口を喘がせた。

　一瞬オドラン司祭のように『教会の腐敗』が頭をよぎったが、ドミニクが「恋」と言った事で、あれとは質が違う事にすぐ気づく。

「二人はとても深く想い合っていました。マリーは神に深く祈りを捧げると同時に、猊下に並々ならぬ敬愛を持っていた。当時四十過ぎだった猊下も、美しいマリーがひたむきに自分を愛する姿を放っておけなかったのだと思います。聖職者にあるまじき行為かもしれません。でも私が知っている限り、あれはとても崇高な愛でした」

　ちっぽけな想像力でローザは父と母の恋を思ってみた。

　一途に祈る美しい娘と、一生を神にのみ仕えると決めた聖職者。確かに道ならぬ恋だったかもしれないが、人を愛するという行為が悪い事だと思えない。

「きっと……。猊下も真実の愛を知られたのです。……わたしも、そうでしたから」

　胸の前で両手を祈りの形にし、ローザは呟く。

「あなたは本当に良い娘に育ったな。当時私たちの父はマリーの恋を知り、彼女が受胎すると醜聞だと怒り狂った。我がトーマ家は古い歴史から教会と密接な関係にある。そんな我が家が、次期教皇と囁かれていた猊下を貶める事はできない。その頃猊下には聖痕の奇跡が起こり、彼こそが頂点に立つに相応しいと言われていたそうだ。私たちはマリーを堕胎させる事もできず、産み落とした娘を……。誰にも知られない場所に預けてしまった」

　深い悔恨の言葉を前に、ローザは暗い目になる。

　確かに自分を捨てた両親に「どうして」と詰め寄りたい気持ちはずっと抱えていた。だが同時に、「何か事情があるのだ」とも思っていた。

　孤児院で一緒に育った子供たちも、暴力を振るう親がいたり貴族の不義の子だったり。理由はどうであれ『事情』があった。

　大人という自由で力のある存在でも、自分の子供を手元で育てられない『理由』がままあるのだと、子供心ながらに察していたのだ。

　同時に父である人物にも、聖痕が現れていたのだと思うと不思議な心地になった。

　自分と同じように聖職者でありながら人を愛し、肉体で交わっても、確かに神の奇跡は訪れたのだ。

　その事実が、ローザを勇気づける。

「……今はこうして伯父様にお会いできています。愛するお二人にも、シスターにならなければ出会えなかったと思います。すべては神様のお導きです」

　ほんの少し涙を零しつつも、ローザは手を祈りの形にしたまま微笑んでみせた。

「……あなたは本当に若い頃のマリーにそっくりだ。見た目だけでなく、心までも生き写しだ」

　嬉しい言葉にローザは微笑み、母の現在を問う。

「お母様は今どうされていますか？」

　彼女の問いに、ドミニクの表情が翳る。

「マリーが産んだ子を、父は許さなかった。産後の体調を崩し床から起き上がれない間に、父はローザを孤児院にやり、マリーには『死んだ』と告げた」

「…………」

　あまりに残酷な仕打ちに、ローザは何も言えなかった。

「それでも猊下との間にできた子なので、一人前になる年齢までは家の方から援助をする方針だったようだ。大人になる年齢からローザがどう生きようと、それは神の思し召しだと……。父なりに考えたらしい」

「お祖父様は今……？」

　おずおずと問うローザに、ドミニクは苦く笑う。

「数年前、病気で他界した。マリーとローザの事を、死ぬ間際まで後悔していた。あんなに苦しむのなら、娘と孫を受け入れてしまえば良かったのに……」

　ドミニクとしても、父の最期を哀れに思ったのだろう。

「マリーは今もこの屋敷に住んでいる。だが猊下の落胤である娘が死んだと言われ、夢うつつの人になってしまった。信じる気持ちが強いのは、反面思い込みが強いと言ってもいい。妹は心の殻に閉じこもる事で、自分を守ったのだ」

「お会いする事はできますか？」

　ローザの問いに、ドミニクは静かに頷いた。

「いいだろう。付いてきなさい。マリーはいつも敷地内の礼拝堂にいる。申し訳ないが、あなたの身の上を明かしても、きっと彼女には届かないと思う。マリーの心の平安のためにも、彼女を刺激させる事を言わないと誓うのなら……」

「はい、分かっております」

　何よりも母の安寧を願い、ローザは頷いた。


　ドミニクの後をついて迎賓室を出ると、来た道を戻り外に出た。同じ敷地内に礼拝堂があり、彼は静かにその扉を開いた。

　礼拝堂はローザがいたフォレスティエール教会よりずっと立派だ。さすが公爵家の物だと思う。色とりどりのステンドグラスから光が差し込み、祭壇には巨大な金色の十字架があり、祭壇そのものも黄金に輝いている。天井を仰げばフレスコ画により楽園の風景が描かれていた。

　そしてベンチの一番前に、一人の女性が座っている背中が見えた。

「ローザ、ここから先はあなた一人でいきなさい。私たちは後ろで待っている」

　ドミニクに言われ、ローザはジェラールとキースを見る。

「会いたかったのでしょう？　お話をしてくるといい」

「ここで見ていてやる。母親と話して来い」

　二人の頼もしい言葉を聞いて、ローザは花が綻ぶような笑みを浮かべた。

「……はい」

　コツ、コツ……とヒールの音を響かせ、ローザはベンチの間を歩く。フォレスティエール教会を離れてから、実に久しい感覚だった。

　礼拝堂の静謐な雰囲気を味わい、身も心もまっさらになってゆく気がする。

　ローザの足音が聞こえているだろうに、マリーは振り返らなかった。もしかしたら、彼女だけの内面の世界があるのかもしれない。

　ローザはまず祭壇の前に立ち、蝋燭に火を付けて祭壇に立てた。その場に跪き、今日という奇跡の日に祈る。

　最後に少し目を開き、母と何を話そうか迷った。けれどまず、彼女の顔を見てからすべてを決めようと思った。

　ゆっくり立ち上がり、一番前のベンチに目をやる。

　マリーは彼女の中で時が止まっているのか、年齢の割に少し少女っぽいドレスを身に纏っていた。ドミニクの妹なだけあり四十を少し越えたぐらいだが、まだその美貌は健在だ。日差しを浴びて発光するが如く輝く金髪は、ローザと同じ色。青い瞳もとてもよく似ていた。

「こんにちは」

　初めて見る母の姿に胸を高鳴らせつつ、ローザは静かに声をかけた。

　彼女の声にマリーは緩慢に首を巡らせ、ようやくローザに焦点を合わせる。だがその目は『そこに女性がいる』と思う程度で、ローザが自分に似ているという認識はないようだ。

「……こんにちは」

　水面を震わせるかのような、淡く頼りない声がローザに応える。

「お隣に座っても宜しいですか？」

「……ええ。どうぞ」

　ほんの少し間を開けてマリーの隣に座ると、ローザは彼女と共にこの壮麗な空間を楽しむ。

「いつもこうして祈っていらっしゃるのですか？」

「……ええ。ここにはいない愛しい人と、亡くした娘のために祈っています」

　彼女の祈りが可視できるのなら、ほんわりと燐光を放つ淡い光なのだろうと思った。決して力強くはないけれど、絶え間なく続く慈愛の祈りだ。

「きっとその祈りは、奥様の大切な方に届いていると思います」

　ローザの声が涙に歪み、同様に震える手がそっとマリーの手を握った。彼女は拒絶するでもなく、不思議そうにローザを見る。

　ローザはマリーの手を握ったまま、彼女の目の前に跪いた。下から母の顔を見上げ、涙を零しつつ微笑む。

「わたし、少し前までシスターだったのです。理由があって今はこのような格好をしていますが、奥様の祈りの力が分かるような気がするのです」

「……まぁ。可愛らしい顔をしているのに、泣いては勿体ないわ。笑ってご覧なさい」

　マリーの右手がローザの髪を撫でた。その手首には、ローザと同じロザリオが巻かれてある。

　ドミニクから聞いた話では、マリーはローザが生まれる前、自分と娘用に揃いのロザリオを教会に祝別してもらったようだ。

「…………っ」

「お母様」という言葉を口にできず、ローザはクシャッと顔を歪め、静かに嗚咽しだした。

　確かに母は自分を娘と認識してくれないかもしれない。だがこうやって母は生きていて、会う事が叶った。

　ただそれだけで、今まで生きていた迷いがすべて晴れていく気がする。

「大きいのに泣いてはいけませんよ？　さあ、これを使って」

　小さな子供に対するようにマリーはローザを窘め、ポケットから出したハンカチで彼女の涙を拭う。

「あり……っ、がとっ、……ございますっ」

　声にならない声で礼を言った後、しばらくローザは両手で顔を覆い肩を震わせていた。



「またここに来ても、構いませんか？」

　泣き終わったあと、少し照れくさくなったローザは誤魔化し笑いをしてマリーに問う。

「構わないわ。お父様のお客様かしら？　忙しくない時に、また一緒にここでお話しましょう。シスターだった頃のあなたのお話も、聞いてみたいわ」

　母の心はどこを彷徨っているか分からないが、乱心という訳ではないようで安心した。もしかしたら子を失ったばかりの時は、修羅のような心持ちだったのかもしれない。

　だが幾つもの苦しみの夜を越え、彼女はこうして穏やかに話せるまで回復したのだ。

「約束です。必ず参りますから」

　ローザが小指を差し出すと、マリーは微笑んで自身の小指を絡めた。


　　　＊＊


　ジェラールとローザの結婚式は、晴れて盛大に執り行われる事になった。

　ローザの事を、トーマ家も『誘拐され行方不明だった娘が戻ってきた』と言う形で、トーマ家の一員と認めた。

　亡き祖父が生きていたのなら認めなかったかもしれないが、ドミニクが当主となった今、彼の一存に逆らう者はいない。

　ローザがトーマ家の一員となったとしても、女性である限り爵位を継ぐ関係には関わってこない。またドミニクの子らや従兄弟たちも、ローザを認めてくれたようだった。

　もっとも、ローザはバダンテール家に嫁ぐ事が決まっているため、トーマ家の内部にあまり関わらないのが原因とも言える。

　加えて驚いたのは、ジェラールとローザの関係だった。

　ジェラールの父はローザの祖父の恩人であり、互いに孫と子供とを婚姻させる事を約束していたらしい。

　トーマ家長兄であるドミニクの子は、全員男だ。その次に生まれたマリーの子がローザ。ローザが因縁のある生まれでなければ、バダンテール家の長子であるジェラールに嫁ぐ予定だったのだ。

「ジェラール様はいつからわたしの事をご存知だったのですか？」

　その話を聞いたローザが問えば、彼は微妙に笑う。

「あなたが生まれた時から……でしょうか」

　聞けばジェラールは六歳の時にトーマ家に娘が生まれたと、一瞬だけ聞いたらしい。しかし事情によりその娘は『なかった者』とされ、ずっと気に掛けていたようだ。

　巡り巡って二人は再会し、ジェラールはロザリオなどからシスターマリアが自分の婚約者だと確信する。

　だからこそ、オドラン司祭がやって来るという局面で彼女を脅す際、責任を取る覚悟でローザの肉体に手を出したのだ。

　結婚する運命にあった自分だからこそ、ローザの処女を奪いむりやり還俗させても責任が取れると信じていた。

　そう告げると、ローザは顔を真っ赤にさせ「ちゃんと教えてくだされば良かったのに……」と可愛らしく唇を尖らせるのだった。



　王都の大聖堂で、ローザはしずしずとヴァージンロードを進む。

　たっぷりと宝石や装飾が施されたドレスは重たいけれど、その分ジェラールの愛が籠もっているのだと思った。

　進む右手のベンチにはバダンテール家の人々。左手のベンチにはトーマ家の人々。後ろの方には孤児院時代の友人や、シスターたちがいる。ベンチの一番後ろには、キースがひっそりと座っていた。

　自分たち三人の間には特別な事情があるし、二人がどのような気持ちで協定を結んでいるのかも推し量るしかできない。

　だが何者にも望まれないと思っていた孤児院時代から比べ、愛する人と結婚ができる事のなんと幸せな事か。

　シスターはやめてしまったが、神への敬愛はそのままだ。

　どういう立場になっても信仰は変わらない。

　今は手袋で隠れているが、両手首の傷跡もすべてのきっかけになったと思う。

　ヴェールを被ったまましずしずと進んだ先には、礼服に身を包んだジェラールが立っていた。

（ジェラール様のお心は、もう穏やかになったのかしら。これからもわたしがお慰めできればいいのだけれど）

　復讐を果たすためだけに生きていた彼も、吸血鬼を狩る本来の目的を遂げた。

　一時はマクシミリアンを前に悪鬼のような姿を見せていた彼も、ローザとキースと共に穏やかな時間を過ごすようになって、本来の温厚な性格になっていったと感じる。

　あの時強く彼を「救いたい」と思った気持ちは、無駄ではなかった。

　ジェラールがローザの傍らにいる事が「幸せ」と思うのなら、彼の気持ちを尊重したい。

　ヴェール越しにジェラールと目が合った気がして、ローザはそっと微笑んだ。

　祭壇の前に立っている司祭は、白金の髪が白髪になろうとしている頃合いだ。温厚な表情に青い目。その中に人々の父なる神の姿を見たような気がした。

　式はつつがなく執り行われていった。

　ジェラールにヴェールを上げられ、彼が感極まった顔でローザを見つめてくる。

「愛しています。今までも、これからも、ずっと」

　ジェラールが囁き、ローザにそっと唇を重ねた。

　いま指輪の交換をするのはジェラールとローザだが、キースの指には二人と揃いの物がすでに光っている。

　重婚は表向き認められないが、教会と深い因縁のあるバダンテール家当主であるジェラールが、『猊下』に直訴したらしい。

　そして秘密裏に、キースとローザの結婚式も事前に執り行われたのだ。

　最後に司祭から二人に祝福を与えられる。その際、司祭は二人に按手するのだが、ローザは司祭の法衣の隙間から見えた傷にハッとした。

　ジェラールの頭に司祭が按手する時、彼の両手首にローザと似た傷跡──聖痕を見たのだ。

　胸がドキッと高鳴り、全身が総毛立ってゆく。

　荘厳なパイプオルガンの音色が鳴り響くなか、司祭は次にローザに按手しようとこちらを見た。

　白金の髪に、青い瞳。どこまでも慈愛深い、父なる目──。

「あ……」

　瞠目し何か言いかけたローザに、司祭は柔らかく微笑んだ。

　隣にいるジェラールを見れば、訳知り顔で彼も微笑している。

「…………っ」

　こみ上げる涙を堪えきれず、ローザの頬に透明な雫が滴った。静かに頭を下げると、ローザの頭に温かな父の手が置かれる。

　彼が唱えた祝福の言葉も、舞い上がってしまい正直頭に入ってこない。

　誰にも望まれていないと一時思い込んでいたローザは、確かに今すべての人に祝福されていた。


　　　＊＊


「い、いつからです？　いつ聖下にお話を……？」

　夜、バダンテール家のタウンハウスで、ローザは必死になってジェラールに縋っていた。側にはキースもいて、全員寝る時の姿をしている。──初夜だ。

「私が度々ご相談をしていた『教会本部の猊下』というのは、あの方の事です。聖下が憂うただ一つの出来事を、私は昔からバダンテール家の者として知っていました。今回は聖下と内密のお話をして、こっそり司祭に変装して頂いたのです。これは聖下から望まれた事ですよ」

「そ、それにしても……」

　教皇が司祭に変装してまで、娘の結婚式に駆けつけるとは──。あまりに畏れ多くて体が震えてくる。

「あの方のご息女が、聖セシリア教会にいると知っていた事も、以前にお話しましたね？　まさか、あなたも聖下と同じように聖痕を身に宿すとは思っていませんでしたが」

「聖下もそうなのですよね」

　白いネグリジェに身を包んだローザは、キースに背後から抱かれゆっくりと頬や首筋を愛撫されていた。その向かいにガウン姿のジェラールが座り、話をしている。

「さすがの聖下も、ご自身の娘にも奇跡が起こると思わなかったのでしょう。私があなたの元に派遣され、奇跡の審問をすると同時に、様子を見る事となりました。一度報告に上がった私に、聖下は現在の教会の腐敗を嘆かれた。フォレスティエール教会に派遣される司祭を選ぶのは、聖下ではなく枢機卿など聖下以下の方々です。ご自身に決定権のない聖下は、あなたを還俗させ教会から出すよう私に命じられたのです」

「聖下が……、私を心配してくださったのですね」

「その時お前は、自分との結婚を取り付けたんだろう？　喰えない奴だ」

　キースが口を挟み、ジェラールはしてやったりと眉を上げる。

「外の世界に出たローザを完璧に守れるのは私しかいません。元より婚約者ですしね？　トーマ家に戻したとしても、どこに嫁にやられるか分からない。それならば聖下と深い繋がりのある私が夫となるのが、一番いいでしょう。その際にお前とローザさんが結ばれる慈悲も嘆願したのだから、お前はもっと私を敬うべきだ」

　最後はキースに向かって憎まれ口を叩き、ジェラールはグラスの水を呷る。

「……それについては礼を言うが……。吸血鬼は人を襲う悪としておきながら、裏では教会も穏健派と繋がっている。一部は過激派と繋がって悪事を働いているし、まったく教会という場所も一筋縄ではいかないな」

「貴族であれ、どこかの街や村であっても、教会であっても。秘密があるのは変わらない。上層部の人間が秘密を守り、大抵の者は何も知らず安寧に暮らす。世界の秘密など知らない方が、人は平和に暮らせると思うけどな？」

　キースに向かって言った後、ジェラールは手を伸ばしローザの頬を撫でた。優しく口づけた途端、彼女の体が背後から抱きすくめられる。

「きゃっ……」

「こいつの初夜権は俺のものだと言ったはずだ。世間的にはお前が夫なんだから、それぐらい譲れ」

　あっという間にローザのネグリジェのボタンが外され、真っ白な肌が露わになった。

「あ……っ、あの……」

「いいから。黙って俺に愛されろ。血を吸われておかしくなりたいなら、お望みのままにするが？」

　押し倒され、目の前で琥珀色の瞳が意地悪に細められる。

「も、もう……っ」

　恥じらって赤くなるローザの胸の間に、キースが吸い付いた。ジェラールはローザの手を取り、その甲に敬愛のキスを送っている。

「ローザ、私たちの愛しい妻。初夜はこれからですよ」

　艶然と微笑んだジェラールを見て、ローザはこの二人の獣から逃れられない事を理解した。

　いや、彼ら二人と深い絆を結び、結婚をした時点でもう逃げられないのだが。

　あるいは、あの森の小さな教会で出会った時から──。

「あ……」

　夜の静寂を女のあえかな声が揺らす。

　二対の手が怪しく蠢き、ローザの白い肌を暴いてゆく。

　巨大なベッドの上で三体の獣がしなやかに絡み合い、滑らかな絹のシーツがシュルシュルと擦れる音がした。

　夜が深まっていく中、愛欲にまみれた元シスターは獣たちに貪られていった。


完
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臣桜（おみ　さくら）

札幌出身、札幌在住。2017年にティアラ文庫「きまじめな騎士隊長の不器用な求婚」でデビュー。以降、TL界の末席に生息しています。

趣味は読書、映画鑑賞、旅行、料理など。たまに美術館にも。音楽はクラシックやサントラ系が好きです。

PNの通り桜が大好きです。自然溢れる場所を歩いたり、神社仏閣参拝でリフレッシュします。生粋の道産子ですが、京都に強い憧れを持っています。

キャラ萌え属性は軍人、聖職者、黒髪、巨乳、着物など。気高い系キャラが好きです。
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『堕ちて幸せ!?～復讐に燃える完璧令嬢は魔王の花嫁になりました～』：夢中文庫
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